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越 境 と 摩 擦

ロバ ー ト ・ラ ウ シ ェ ンバ ー グ の 《モ ノ グラ ム》とス トック ホル ム近 代美 術 館

池上裕子

序

2004年2月14日 、 スウ ェー デ ンの ス トッ クホル ム にあ る 国立 近 代美 術 館、 モ デル ナ ・

ミュ ジエ ト(ModernaMuseet)は 、3年 にわた る改修工 事 を終 えて新 装 開館 し、初代 館長 を

務 めた ポ ンタス ・フルテ ンの個 人 コ レク シ ョン展 が 開催 された[・1]。フルテ ンは1960年 代

に野 心 的 な展 覧会 を次 々 に企 画 してモ デ ルナ ・ミュ ジエ トの 名 を世 界 に知 ら しめ た、 ス

ウェーデ ンで は伝 説的 な人物 であ る。 また、彼 の コ レクシ ョン自体 が美 術館 の歴 史 を雄弁

に物語 っ てい るため、新 装 開館 を記 念 してそ れが展示 されるの は、 ご く順当 な選択 と言 っ

て いいだ ろ う。

だが こ こで、 新 しい 建築 の外 壁 に ひ と きわ 目立 つ 、 この美 術館 の ロ ゴ に注 目 してみ た

い[図1]。 新装 開館 を機 に刷 新 され た この ロゴは、実

は アメ リカ人の美術 家 、 ロバ ー ト ・ラウシ ェンバー グ

の手 に よ る もので あ る。 スウ ェ ーデ ンの国 立 美術 館

の ロゴが アメ リカの美術 家 の筆 跡 で表 され るとい うの

は、 一体 ど うい う こ とな の だ ろ うか。 実 は、 モデ ル

ナ ・ミュ ジエ トの収 蔵 品の 中で最 も有名 で、美術 館 の

ア イコ ン的存 在 にな ってい るの は、 ラウシ ェンバー グ

の 《モ ノグ ラム》[図2]と い う作 品 なの だ。 そ う考 え

る と新 美術館 の ロゴ にも多少納 得が い くか も しれ ない。
[図1]モ デ ル ナ ・ミ ュ ジエ ト外 観 、

ス トッ ク ホ ル ム 、2004年

1 モデルナ ・ミュジエ トの新建築は1998年 には竣工 し、開館 していた。だがその後建築構 造上 の不備が 見つか

り、2001年 か ら修復のため休館 していた。
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[図2]ロ バ ー ト ・ラ ウ シェ ンバ ー グ、

《モ ノ グ ラ ム 》1955-59年 、 モ デ ル ナ ・

ミュ ジエ ト

しか し、そ もそ もなぜ ラ ウシェ ンバ ー グの代表作 で もあ る

《モノ グ ラム 》が 、北 欧 の 国立 近 代 美術 館 の所 蔵 とな り、 さ

らにはそ こで アイ コ ンと して機能 してい るのだ ろ うか。 この

疑問 に答 え るには、 まず、 第二次 世 界大戦後 急速 に世 界的影

響力 を持つ ように なった ア メリカ美術 と、 そ う した ア メリカ

美術 をス トックホ ルム に移 入す る こ とでモ デ ルナ ・ミュ ジエ

トを も り立て てい こ うと した、 フ ルテ ンの 国際 的野心 との 関

係 を検証す るこ とが必 要 であ る。 そ こで本稿 で は、美術 館 の

草創 期 で あ る1960年 代 に遡 って、 現代 美 術 の グ ローバ ル化

とい う観 点か らラウ シェ ンバー グとモデ ルナ ・ミュジエ トの

関 わ りを考察 してい きた い。

1.ポ ン タ ス ・フ ル テ ンの 国 際 的 野 心

まず 、モ デルナ ・ミュ ジエ トの歴 史 をひ も といて み よう。 モ デル ナ ・ミュ ジエ トは、 ス

ウェ ーデ ン初の近 現代 美術 専門 の美術 館 として1958年 に開館 した。 この美術館 の歴 史 は、

ポ ン タス ・フル テ ンと切 って も切 り離 せ ない。実 際、 フルテ ンはモ デルナ ・ミュジエ ト誕

生 の立 役者 だっ た。彼 はス トックホル ム大学で美 術 史 を学 んだ後 、独立 した近代美 術館 の

必 要性 を国立 美術館 の館 長 に訴 え、 ス ウェー デ ン政府 の支持 を取 りつ けて美 術館 の実現 に

尽 力 した の であ る。 さ らに1956年 に は開館 前 の美術 館 で、 当 時世 界各 地 の美術 館 を巡 回

中だ った ピカソの 《ゲ ルニ カ》とその ドロー イ ング群 を展 示 して 、近代 美術 に関す る市 民

の興 味 を喚起 した。 そ して1958年 の モデ ルナ ・ミュ ジエ ト開館 後す ぐに館 長 に任命 され

る と、 フ ルテ ンは強力 な リー ダー シ ップを発揮 して積 極 的に戦 後の前衛 美術 をスウ ェーデ

ンに紹 介 し始め たのだ[図3]。

1954年 にパ リの 画廊 で展 覧 会 を企画 し、 また1959年 にはサ ンパ ウロ ・ビエ ンナ ー レで

ス ウェーデ ン館 の コ ミッシ ョナー を務 めた フルテ ンには 、 この 時期す で に国際的 な視座 が

開け てい た、,そして さ らに、 サ ンパ ウロか らの帰途 立 ち寄 っ たニ ュー ヨー クで 、フ ルテ ン

は当 時 ラウ シェ ンバー グが 完成 させ た ばか りの 《モ ノグ ラム》を見 て、 ア メ リカ美術 に開
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眼 した の であ る[・2]。モデ ルナ ・ミュ ジエ トには作 品購 入 の 予算 な ど

まだ なか った に もかか わ らず、 フルテ ンは 《モ ノグ ラム》購 入 を決意

し、 そ の時企 画 して いた 「芸術 の 中 の動 き」展 に もラウ シェ ンバ ー グ

他 数 名の アメ リカ人作家 を招 くこ とに した。 フル テ ンはニ ュー ヨー ク

か ら受け た衝 撃 を次の よ うに語 ってい る。

ニュ ー ヨー クで新 しい美術 を見 た こ とは私 に は とて も大 きな体験

だ った。私 は この展覧 会(「芸術 の 中の 動 き」)に は、あ の時代 の

ほ とん ど暴力 的 とい って もい い ような ダイナ ムズ ムを包含す るの

に十 分 な テー マが ある と感 じた。 しか し同 時 に、 実際 にニ ュー

ヨー クで何が起 きてい るか をよ りはっ き りと示す ような展 覧会 を

後 でや るべ きだ と思 った。 この 時期 に 「4人の アメ リカ人」や 「ア

メ リカのポ ップ ・アー ト」展 を開催 した のだ[・3]。

した が っ て、 フ ルテ ンの 出世 作 とな った1961年 の 「芸 術 の 中 の動

き」展 は、 フルテ ンの 「ニ ュー ヨー ク ・コ ネク シ ョン」[*4]の最 初 に位

置 づ け られ る展 覧会 とな った[図4]。 この展 覧会 は、戦 前 か ら戦 後 に

かけ てのキ ネテ ィ ック ・アー トの展 開 を、 ヨー ロ ッパ だけ で はな くア

メ リカの作家 も含 めて展示 して国際 的 な注 目を集 め、 モデ ルナ ・ミュ

ジエ トの名 を世 に知 ら しめ た。 展覧会 オープニ ングにはニ ュー ヨー ク

か らマル セル ・デュ シ ャ ンや ラ ウシェ ンバー グ、パ リか らは ジャ ン ・

テ ィンゲ リーや ニキ ・ド ・サ ン=フ ァルが 駆 けつ け、 地元作 家の ベル

;オ ロフ ・ウル トヴ ェ トや ウル フ ・リンデ とと もに、 数 々の イベ ン ト

や コラボ レー シ ョンに参加 した。

ス トックホ ルム とい う場 所 の周 縁 性 を よ く自覚 して いた フル テ ン

は、 こ う した国際 的 な展 覧会や イベ ン トを企画 し、ニ ュー ヨー クやパ

[図3]モ デ ル ナ ・ミュ ジエ ト

館 長 就 任 時 の ポ ン タス ・フ ル

テ ン、1958年

[図4]「 芸 術の 中の動 き」展

カ タログ、1961年

2ポ ン タ ス ・ フ ル テ ンへ の イ ン タ ビ ュ ー 、2004年3月16【 一1、 フ ラ ン ス の ラ ・モ ッ トに て 。

3PolltusHultεn,"FemfraglnenturModernaMuseeピshistoria尹OlleGranathandMonicaNieckekseds.,Mo4θr照Mμ ∫8ε重

1958-1983(Stockholm=ModernaMuseetPress,1983),35

4一・…..一一 一・.PontusHult611,"TheNewYbrkConnectiolll'Mo4e7刀 σMμ5ε の 」958-1983.
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リか ら最新 の前衛 美術 を移入 す る ことで、他 の周辺都 市 との差異 化 を図 ろ うと した。 そ う

す る こ とで、 モデ ルナ ・ミュ ジエ トを ヨー ロ ッパ の美術 シー ンの新 たな中心 と して も り立

て 、そ こに一種 の越境 的 な現 代美術 の都 市空 間 を作 り出そ うと した のだ。

私 は こう した越 境 的な ネ ッ トワー クの出現 を、現代 美術 にお け るグ ローバ ル化 の一つ の

起源 と して捉 えて いる[・5]。もちろん 、現在 はイ ンター ネ ッ トの発 達 に よっ て、 こ う した

グロー バル な美 術 ネ ッ トワー ク はサ イバ ー空 間の 中 に容易 に見 出す こ とが で きるが、60

年代 前半 はそ うした状 況 では なかっ た。 当時 の美術 家達 は今 日よ りも遥か に 自分 達が生 ま

れ て きた土地 の地政学 的条件 に制 約 されて お り、海外 の動 向 を知 るには美術 雑誌 に頼 らざ

るを得 なかっ た。 だ が同時 に、航 空機 での旅行 が一 般化 しつつ あ り、 美術家 達が 以前 よ り

も活発 に国境 を越 えて移動 し始 めた時代 で もあ った。

そ して、彼 らが移 動 先 で現 地 の素材 を使 って作 品 を作 った り、 地元 の美 術家 とコラボ

レーシ ョンした りす る ことに よって、一種 の共 同ス タジオ としての都市 空 間が 出現 し始 め

た のだ。旅 先や移 住先 で美術 制作 に取 り組 んだ美術家 にフル クサスや ヌー ヴ ォー ・レア リ

ス ムの作家 達 がい るが、1960年 代 に世 界各 地で制 作 した ラ ウシェ ンバー グの活 動 もまた、

こう した グローバ ル な美 術 ネ ッ トワー クの出現 に大 きく作 用 した。 しか しこ う した越境 的

な空 間は、美 術 にお ける国際 交流 の促 進 、 とい う美点 か らのみ語 れ る もの では ない。そ れ

は美術 家達 の利害 が時 に対立 す る一種 の競 合空 間で もあ り、そ こで はグ ローバル化 への動

きは、 しば しばロー カル な、 もし くはナ シ ョナル な美術 空 間 と摩擦 を起 こす か らだ。

「グ ローバ ル」と 「ロー カル」は通常 は対 立項 と理解 され が ちだが、 本稿 で は両者 を相補

的 な概 念 と して捉 える。 そ して、 グ ローバ ル の対概 念 で あ る ロー カル を、 ある特 定 の地

域 に根 ざした共 同体 といった 意味 で用 い る。 もちろ ん、地域 共 同体 の範 囲 を定 め る境 界 は

往 々に して人 為的 な ものだ。 だが、 こう した境 界が あるか らこそ 、そ れを超 える グローバ

ル な空 間の想 定が可 能 にな るので あ り、 また、 そ う した越境 空 間を とお して地域 共 同体 も

脱 領域化 し、 また再 領域化 されてい くとい う点 で、 グローバ ル とロー カル は相 互 に規 定 し

5 「グローバ ル化 」、「グローバ リゼーシ ョン」が、学問的考察 の対象 となったの は近年の ことであ り、また分野

によって もその意味する ところは違 う。 したが って この言葉の明確な定義 は難 しいが、本稿では国境 を時 に無

視す るような形で出現 し始めた越境的な都市間のネ ッ トワークを、美術界 におけるグローバル化 の一つの現象

として捉えている。当時はグローバル化、とい う言葉で認識 されていな くて も、今 日的な状況の先駆 けとして

位置づけることがで きる と考えるためである。 なお、グローバ リゼーシ ョンー般を理解す るのに有用 な入門書

として、次の本 をあげてお く。伊豫谷登士翁 『グローバ リゼー ションとは何か』平凡社、2002年
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あ う関係 にある と言 えるだ ろ う。

この グローバ ル とロー カル とい う問題 は、「中心 」と 「周縁 」とい う問題 に も関わ って く

る。 だが、 中心 と周 縁の 関係 もまた 、あ くまで相 対的 な ものであ る。例 えば、 ス トックホ

ルム とい う都 市 共 同体 は、 ス ウェ ーデ ンとい う国家 共 同体 の 中心 を占め るが 、 ヨー ロ ッ

パ 全体 とい う超 国家 的 な共 同体 の中 で は周縁 にシ フ トす る とい った具合 だ。 また、 第二 次

世 界大戦 を契機 に、 美術界 で はニ ュー ヨー クが周 縁か ら中心へ と一 気 に変貌 を遂 げた よう

に、両者 の関係 は流 動的 で もある。 この図 式 にお いて は、周縁 に位 置す る共 同体 に よる グ

ローバ ル化へ の動 きは、 しば しば中心 化へ の志 向 と同義 に なる と考 えて いい だろ う。

そ こで本 稿 では、 ア メ リカの前衛 美術 をニ ュー ヨー ク とい う 「中心」か らス トックホ ル

ム とい う 「周縁 」へ と越境 させ た フルテ ンの プロ グラム を、 周縁 的 共同体 に よる グローバ

ル化へ の志 向、 とい う観点 か ら考察す る。 そ して、 モデ ルナ ・ミュジエ トにお いて 《モ ノ

グ ラム》が 、60年 代 には前 衛 美術 の衝 撃 を、70年 代 に は アメ リカ的 覇権 主 義 を体 現す る

もの と して ロー カル文化 と摩擦 を起 こ しなが らも、近年 に至 って はス ウェーデ ンの 国立近

代美 術館 を代表 す るナ シ ョナ ルな存在へ と変 容 してい った経緯 を、 ケー スス タデ ィ として

分析 してい きたい。

2.モ デ ル ナ ・ミ ュ ジエ トに お け る 《モ ノ グ ラ ム 》

さて、《モ ノグ ラム》は、一体 どうい う経緯 で ス トックホ ルム に渡 っ

た の だ ろ うか。《モ ノグ ラム》とフル テ ンとの 出会 いは前 章 で触 れ た

とお りだが 、 フルテ ンは この作 品 を1962年 に 開催 した 「4人のア メ リ

カ人」とい う展 覧会 で初め てモ デルナ ・ミュ ジエ トで展 示 した[図5]。

フルテ ンは 「芸 術 の 中の動 き」展 で は ヨー ロ ッパ とアメ リカの美 術 の

バ ラ ンス を う ま く取 っ たが、 この 展 覧 会 で は4入 の ニ ュ ー ヨー クの

若手 作家(ラ ウ シェ ンバー グ、 ジ ャスパー ・ジ ョー ンズ、 アル フ レッ

ド ・レス リー、 リチ ャー ド ・ス タンキー ヴ ィ ッチ)に 焦 点 を しぼ り、

[図5]「4人 のアメリカ人」展ニ ュー ヨー クが現 代美術 に とっ て最 も刺 激 的な場所 だ と宣言 した
。 彼

カタログ、1962年

は展 覧会 カ タログの序 文 に次の よ うに書 いて い る。
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アー テ ィス トは、 かつ てはパ リに絵 の勉強 に行 って、 二度 とそ こを離 れ なか った もの

だ。 しか し今 は も うそ う した状 況で はな い。 まるで堰 を切 った川 の ように、 第二 次世

界 大戦 以後、視 覚芸術 で最 も重 要 な冒険 はア メ リカで起 きてお り、 その 中で も最 も面

白い絵画 はニ ュー ヨー クか ら出て きてい る。ポ ロ ック、 クライ ン、デ ・クー ニ ングの

世代 は どうや らほ んの始 ま りだった ようだ。ニ ュー ヨー クの熱気 は ヨーロ ッパ 美術 に

とって も刺激 的な効 果 に満 ち てい る[*6]。

こ う した アメ リカ中心 的 な戦後 美術 の語 り口 は、 今 日で は当然 の よ うに美術 史の概 説

書 に出 て くる もの だ。 しか し、1962年 とい う極 めて早 い段 階で、 ヨー ロ ッパ の美 術館 の

館 長が 世界 の美術 の中心 はパ リで はな くニュー ヨー クだ、 と公 言 する こ とは非常 に異 例 で

あ った。そ れは ま さに、 モデ ルナ ・ミュ ジエ トがス トックホル ム とい う周 縁 に位 置 して い

たか らこそ 出来 た こ とだ った と考 え られ る。 さ らにフル テ ンは1963年 には 「ジ ャクソ ン ・

ポ ロ ック」展、1964年 に は 「ア メ リカのポ ップ ・ア ー ト」展 を 開いて この立場 を よ り鮮 明

に打 ち 出 し、 さ らに これ らの展 覧会 をア ムステ ル ダムや コペ ンハ ー ゲ ンな ど、 他 の ヨー

ロ ッパ都 市 に も巡 回 させ た。 いち早 くニ ュー ヨークのパ リに対 す る優 位 を認 め、 アメ リカ

美術 が ヨー ロ ッパ で覇権 を築 くの に中心 的 な役 割 を果 たす こ とで、 フルテ ンは美 術 の世界

地 図の 中にモ デル ナ ・ミュ ジエ トの場所 を確 保 しよう としたのだ。

こ う した フル テ ンの企 図 は、第 二 次世 界大 戦 後 に アメ リカ文化 に積極 的 に反 応 したス

トックホル ムの若者 達 に好 意的 に受 け入 れ られ、 また、 若い美 術家達 はア メリカ美術 か ら

大 きな刺 激 と影響 を受 けた[・7]。だが 、 こ うした試 み は当然 なが ら保 守 的な美術 家 や批 評

家達 の反 発 を招 き もした。そ して、 「4人の アメ リカ人」展 の中 で も、 山羊 とタイヤ とい う

前代 未 聞の組 み合 わせ が 最 も人 々の耳 目を集 めた 《モ ノグ ラム》が、 まさ にこ う した批 判

の 矢面 にたつ スケー プ ゴー ト、 つ ま り贖 罪 の山羊 とな ったの であ る[・8]。

6

7

8

PontusHult6n,砂rβAηiθ 脈 砌 αrθ,(Stockholm:ModernaMuseet,1962),5.

1963年 に カ ル ヴ ィ ン ・ トム キ ンス に宛 て た 手紙 の 中 で、 フル テ ンは 次 の よ う に述 べ て い る。 「現 在 ラ ウ シ ェ ン

バ ー グは 、 若 い ス ウ ェ ー デ ン の美 術 家 に相 当 な影 響 が あ ります 。30歳 以 下 の美 術 家 に ど の美 術 家 に感 銘 を受

け て い る か尋 ね る と、 非 常 に しば しば ラ ウ シェ ンバ ー グの 名 前 が 返 っ て きます 」。CalvinTomkinsPapersme22

0nParis,1heMuseumofModernArtArchives,NewYbrk.

同 じ手 紙 の 中 で 、 フ ル テ ンは 「もち ろん 、4人 の ア メ リカ 人 の 中で は ラ ウ シ ェ ンバ ー グ が 一 番 シ ョ ッキ ン グで

した。 人 々は 《ベ ッ ド》 と 《モ ノ グ ラム 》を観 る た め だけ に 美術 館 にや っ て き て、 観 る とす ぐ帰 って しま っ た り

した もので す 」と述 べ て い る。Ibid.
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あ る大 学教 授 は剥 製 の 山羊 を生 きて い る と勘 違 い して展 覧会 の ボイ コ ッ トを 呼 びか

け[*9]、また別 の批 評家 は、 作 品 の大 きさを典型 的な アメ リカ ン ・ライ フス タイルの表 現

とみ な し、 「そ れ は美術 に 関す る私 た ちの 国 の考 え とは相 容 れ ませ ん 」と断 言 した[*正o]。

こ こで 「美術 に関 す る私 た ちの国 の考 え」とい う表現 は、英語 で直訳 す る と 「ournational

ideasofart」 とい う語句 が使 われ てい る。 この 「ナ シ ョナ ル」とい う言 葉使 いか らも分 か る

よ うに、《モ ノグラ ム》が体 現 す る と見 な された前 衛 美術 の衝 撃 は、 国家 共 同体 として の

スウ ェーデ ンの美術概 念 とは対 立す る もの と理解 され たので あ る。

それ で は、 《モ ノ グラム》の作 品分析 に入 ろ う。 ラウ シェ ンバ ー グが1955年 か ら59年 に

か けて制作 した彼 の代 表作 、《モ ノグ ラム》は、 これ まで に も様 々な論 者 に よっ て語 られ

て きた。先 行研 究 を大 別 す る と、 山羊 とタイヤ の組 み合 わせ に一貫 した意 味 を見 出す こ

と はで きな い とす るポ ス トモ ダ ン的 な見 方 と、 タイヤ を山羊 が貫 通 してい る様 子 を 同性

愛 的含意 の表 れで ある とす る図像 学 的解 釈 に二分 され る。 そ して、 ロザ リン ド ・クラ ウス

が かつ て この 問題 に関 して、 「確 信 に満 ち た図像 学者 を説得 す る のは ほ とん ど不 可能 であ

る」[・ll]と揶揄 的 に嘆い てみせ た ように、 この二つ の立場 は鋭 く対立 して きた。

《モ ノグ ラム》に限 らず 、 ラウ シェ ンバ ー グ作 品 に首 尾一 貫 した図像 学 的 な意味 を読 み

込 もう とす るの は不 毛 な試 み であ る、 とす る点 で私 は ク ラウス に同意 す る。 ラウシ ェ ン

バ ー グの作 品 は、 内部 空 間 におい て数 々の イメ ー ジが リ ンク し、 またせ め ぎ合 う こ とで、

複数 の意 味が 同時 に生成 し、 かつ崩 れ てゆ く、 その動 的 な プロセス に こそ最 大 の特 色が あ

るか らだ。

しか し、 だ か ら とい って ラウ シェ ンバ ー グの作 品 に は構 造 が な い、 とい うこ とに はな

らない。 私 は 《モ ノ グラム》が持 つ越境 性 に こそ、 その構 造 が見 いだせ る と考 える。 ラウ

シェ ンバ ーグが異 な る素 材 を組み合 わせ る こ とか らコンバ イ ン と呼 ばれ る作 品群 は、絵 画

と彫刻 とい うメデ ィウムの境 界 を 自由 に横 断 してい る点 でそ もそ も越境 的 だが、作 品 内に

も移動 にまつ わるイ メー ジが取 り込 まれ る こ とが多 い。例 えば、 通常 は吟味 され る ことの

な い 《モ ノ グラム》の カ ンヴ ァス パ ネル に も、 テニ スボ ール や、パ ラシュ ー ト、 宇宙 飛行

士、綱 渡 りの写真 な ど、空 間移動 に関す る イメー ジが多 くみ られ る[図6][図7]。

O
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9

1

1

PontusHult6n,"FemffagmenturModernaMuseeでshistorial'40

LarsErikAstr61n,"BildochLivIUSA尹Sγ8η5た αDαgわ1副 ε∫(March17,1962)

RosalindKrauss,"PerpetualInventorゾRobθr`R翩5伽 幼 θ璽ARθ`r卿 θ`亡ルε,(NewYbrk:SolomonR.GuggenheimMuse-

um,1997),223
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[図6]

[図7]

[図8]

(..L.=点)《モ ノグラム》部分 図

これ らの イ メー ジは地面 へ の落下 、つ ま り重 力 とい う

要素 に直 結 してお り、 また、 ラウ シェ ンバー グ 自身 「EX-

TRAHEAVY」 とい うス テ ンシル をカ ンヴ ァス に施 して 山

羊 の重 さに言 及 して いる[図8]。 山羊 は剥製 に され てい

るの で実 際に どの程 度重 い のか は不 明だが 、 こ こで は視

覚 的要 素 と して の重 さだ と考 えて もい いだ ろう。従 って、

《モ ノグ ラム》は重 力 とい う物 理 的原理 と、 それ に抗 って

移動 や越境 を志 向す る衝 動 の、 二つ の要素 の拮 抗 関係 を

軸 と して構 成 されて いる こ とが推 察で きる。

重 力 を否定 しよ うとす る ラ ウシ ェ ンバ ー グの欲 望 は、

今 まで殆 ど論 じ られ る こ との なか った、 この作 品の発 展

経緯 に もよ く表 れて い る。 まず 、最 初の 習作 で 山羊 はハ

シゴ と組 み合 わ され 、上へ と向か う方 向性 が与 え られて

い るが[図9]、 作 品 の第 一段 階 で は山羊 を支 える棚 の下

に電球 が取 り付 け られ、 重 く見 える素材 を視覚 的 に持 ち

上 げ る効 果 を あげ て い る[図10]。 ま た、 二 つ 目の習 作

で はキ ャス ター を取 り付 け て動 く作 品にす る とい うア イ

デ アが 導 入 され[図11]、 作 品 の 第二 段 階 で 山羊 に タイ

ヤが 取 り付 け られ て い る[図12]。 だが この段 階 で は ま

だ 山羊が 不 自由そ うに見 える と判断 した ラウ シェ ンバ ー

グは、 山羊 を正方 形 の カ ンヴ ァスパ ネ ルに置 くこ とで作

品 を完成 させ た[図2]。

ここで、 タイヤ とい う素 材 の使用 につ い て考 えてみ よ

う。 ラウ シェ ンバ ー グ 自身 はあ る イン タビュー で、古 タ

イヤ とい う世界 中 どこ にで もあ る素 材 が11」羊 に似 合 うか

ら使 っ た と発言 してい る[・12〕。 また、 ラ ウシ ェ ンバ ー グ

研 究 の代 表的 な論 者で あ る レオ ・ス タイ ンバ ー グは、 円

12 RobertRauschenberg,illanintervlewconductedbySchultzLundestamalldMarianneHultmanforavideoprogram,

A摺 θrがcαηαrαoご'7Poπfμ ∫Hμ'`6",1997
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[図9](上 左)ロ バ ー ト ・ラ ウ シ ェ ン

バ ー グ、 《モ ノ グ ラ ム の た め の 習 作1》

1955年 頃 、 ジ ャ スパ ー ・ジ ョー ン ズ蔵

[図10](上 中)《 モ ノ グ ラ ム》第一 段 階 、

1955年 頃

[図11](上 右)ロ バ ー ト ・ラ ウ シ ェ ン

バ ー グ、 《モ ノ グ ラム の た め の 習 作2》

1956年 頃 、 ジ ャ スパ ー ・ジ ョー ンズ蔵

[図12コ(下 左)《 モ ノ グ ラム 》第 二 段 階 、

1956年 頃

[図13](下 右)《 モ ノ グ ラ ム 》部 分 図

い タイヤの形 をラウ シェ ンバ ー グが レデ ィメイ ドの素 材 を作品 に取 り込 む ときの、囲 い込

み の身振 りと して解 釈 してい る[*13]。しか し、こ こで作 家 本人 に も見 落 とされて い るのは、

タイヤ とい う素材が どの ように導入 され たか、 とい う視点 で はない だろ うか。つ ま り、 タ

イヤ を取 り込 むに あた っ て、 ラ ウシェ ンバ ー グが 黒 い タイヤ を 白 く塗 った とい う事 実 で

あ る[図13]。 私 は この行 為 に こそ、 ラウ シェ ンバ ー グ独特 の 囲い 込み の 身振 りが 見い だ

せ る ように思 う。 とい うのは、 白 く塗 られ た こ とに よって、 この タイヤは産 業廃棄 物か ら

彫刻 的素材 へ と変貌 させ られ てい るか らだ。 また、 白いペ イ ン トは タイヤの畝 模様 を よ り

はっ き りと浮 かび上 が らせ 、 ア ンゴラ山羊 の毛並 み に類 似 した視覚 的効 果 をあげ る とと も

に、 重い タイヤ を実際 よ りも遥か に軽 く見せ てい る。

13 LeoSteinber経Eη ω 聊 亡e厂5擢励R翩 ∫c加肋e磐(Houston,TexaslMenilFoundaUon,2000),61
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[図14]ロ バ ー ト ・ラ ウ シ ェ ン バ ー グ、

《オ ー トモ ー ビ ル ・タ イヤ プ リ ン ト》1953年 、

サ ン フ ラ ン シ ス コ 近 代 美 術 館

[図15]「4人 の ア メ リ カ人 」展 、

会 場 風 景 、1962年

[図16]

1962年

「4人のア メリカ人」展、展示風 景、

この 白い タイヤ は1953年 の ラウ シェ ンバ ー グ作 品、

《オー トモ ー ビル ・タイヤ ・プ リン ト》[図14]の 反転 し

た イ メー ジに も見 え るが 、 この 作 品 が 自動 車 の移 動 の

痕跡 を イメー ジ化 した ものであ るの に対 し、 カ ンヴ ァス

の 下 にキ ャ ス ター を取 り付 けた 《モ ノグ ラム》は、 それ

自体 が人 を乗せ て移動 す るこ と もで きる作 品な のだ。「4

人 の ア メリカ人」の展示 会場 で撮 られた、 子供 が 山羊 の

背 に乗 って い る写真[図15]が この事 実 を端的 に示 して

い る と言 え よ う。

実 は ポ ン タス ・フル テ ン も、 あ る イ ンタビ ュ ー の 中

で、 こ う した 《モ ノ グラム》の構 造 につ い て次 の よ うに

発 言 してい る。

通 常 彫 刻 に とって 重要 だ と され て い る もの、 つ ま

り、安定 して しっか り立 って い るとい う感 じや 、重

量 感 はこの作 品 にはあ りませ ん。 む しろ あるの はそ

の反対 の、飛 び去 り、離 陸す る とい う感覚 です。 多

分Lli羊 との組 み合 わせ に なにかあ るので しょう、 こ

の作 品 は重 力 の不 在 つ ま り各要 素 に物 質 感 や

重 量 感 が な い とい う こ と につ いて 多 くを語 っ

て い る よ うに思 い ます。(中 略)こ の 作 品 には重 さ

が ないの です[*14]。

「4人の ア メ リカ人 」の展 示風 景 に も、 こ う した要素 は十

分 に反 映 されて い た[図16]。 会 場 の 中心 を 《モ ノグラ

ム》や 《アポ ロへ の 贈 り物 》とい うアポ ロの 馬 車 を模 し

た コ ンバ イ ンが 占 め る一 方、 《ア レゴ リー》とい う コ ン

互4..一 一PQIltusHult6nalldjuliaBrownTurrel,`AColwersa口onabo嘘theSculptureofRobertRauschenberg;'Rα μ5`hεη加 馨7S`μ 勿一

鰍 ε(Fく》rtWorth,Plセxas;ModernArtMuseulnofFortWorth,1995)β4
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バ イ ン絵 画 は階段 の手す りに設 置 され、 ま さに空 間 に浮か んでい る ような状態 で展示 され

てい たのだ。

また 、 ラウ シェ ンバー グ を ヨー ロ ッパで売 り出 した 画商、 イ リアナ ・ソナベ ン ドも興 味

深 い発言 を残 して いる。

彼(ラ ウシ ェ ンバ ー グ)は 重 力 を信 じて い ませ ん。 時 々、 自分 は飛べ る と思 っ て しま

うの です。 ス トックホル ムの展 覧 会の あ と、彼 は美 しい 階段 の上 に立 っ ていて、 そ こ

か ら飛 ん で降 りられ る と思 って、 試 してみ ま した。結 果 は散 々で したけ ど[*15]。

こ こで ソナベ ン ドの言 及す る階段 が、[図16]の そ れ と同 じ もの か ど うか は確 か め ようが

ないが、 この発 言 はラ ウシェ ンバ ー グ本人 の重 力へ の挑戦 を証 言づ けて いる。 こ うした要

素 は ラウシ ェ ンバー グが実 際 にパ フ ォーマ ンス を制作 、 出演す る ように なる とます ます 重

要 にな ってい った。 そ して 、次 にラ ウシェ ンバ ー グがモ デル ナ ・ミュ ジエ トを訪 れた際 に

は、 彼 は作 品 を展 示す るの では な く、パ フォーマ ンス を上 演 したので あ る。

3.《 エ ル ギ ン ・タ イ 》 と 《モ ノ グ ラ ム 》

さて1964年9月 、 ラウシ ェ ンバー グ は再 びス トックホル ムを訪 れた。今 回は、 マー ス ・

カニ ングハ ム舞 踏 団世 界公 演 の美 術 監督 と して、 モ デル ナ ・ミュ ジエ トで 開催 され る 《5

つの ニ ュー ヨークの 夕べ》とい うプロ グラム に参 加す るため であ った。 その うちの 一晩 を

自分 のパ フ ォーマ ンス に使 え る ことに なっ たラ ウシェ ンバ ー グ は、 現地 で 《エル ギ ン ・タ

イ》とい う、 美術館 の建築 を利 用 したサ イ ト ・スペ シフ ィ ックな作 品 を考案 した。

そ こで 公演 当 日ラウ シェ ンバ ー グ は、 《シ ョ ッ ト ・プ ッ ト》とい う短 い作 品 を上演 した

後 、美術 館屋 上 の天 窓で待 機 した。 そ してそ こか らロー プを伝 って降 りて くるの だが、彼

は懐 中電灯 や水 の入 った ビニー ル袋、 ム ー トンコー トな ど、様 々な もの を装 着 して お り、

これ らをロー プ に取 り付 けなが ら降 りてい った[図17]。 そ して 降 りきっ た ところ で、水

の入 った ドラム缶 に身 を沈 め、 ずぶ ぬれ に なっ て出 て きたあ と[図18]、 荷 台 に打 ち付 け

15 CalvinTomkinsPapers,丘le140nMarcelDuchamp,TheMuseumofModernArtArchives,NewYbrk.
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[[對20](lrllヒ)

[図21]《 エ ル ギ ン ・マ ー ブ ル 》パ ルテ ノ ン ・

フ リー ズ よ り、 前5世 紀 、 大 英博 物 館

(左 か ら)

[図17][図18コ[図19]

ロ バ ー ト ・ ラ ウ シ ェ ン

バ ー グ、 《エ ル ギ ン ・タ

イ》、1964年

られ た ブ ー ツ を履 い て、 白い ネク タイ を首 に巻 い

た[図19]。 この ネ ク タイを合 図 に、 農 夫 が牛 を連

れ て入場 して くる のが このパ フ ォー マ ンスの クライ

マ ックスだ った[図20]。

こう して描 写す る とまる で不条 理 劇 の よ うだ が、

《エ ルギ ン ・タイ》とい う タイ トル の通 り、 この パ

フ ォー マ ンスは大英 博物館 の エル ギ ン ・マー ブル に

触 発 されて 作 られた もの だ った[図21]。 エ ルギ ン

卿 がパ ルテ ノ ン神殿 か ら持 ち去 っ た ことか ら、 エ ル

ギ ン ・マ ー ブル と呼 ば れて い る一連 の フリー ズ は、

まさに作品 の移動 が国 家 間の摩擦 を引 き起 こ した代

表的 な事例 で あ る[*16]。ラウ シェ ンバ ー グは これ を

ス トックホル ムに来 る前 にカニ ングハ ム舞踏 団が公

演 した ロ ン ドンで 見て お り、そ の 「動 物 と人 間のす

ば らしい コ ンビネ ー シ ョ ン」[*17]に深 く感銘 を受 け

て いた。従 っ て、当初 は ラウ シェ ンバ ー グが 牛 にま

16一 こ の 卑 件 の 顛 末 に つ い て は 、 次 に 挙 げ る 本 に 詳 し い 。WililamSt,Clair,LorゴE嬢 肥 雇'鴕Mαrわ'ε5(Oxfbrd:Ox免rd

UniversityPress,1998).

17一 一.CalvlnTomkins,(冴 ーぬθ 据αll=Ro∂er亡R翩 ∫`加油 θ蟹 αη4酌 εAr`Wと)1'観q厂0μrτ 伽8,(NewYork=PenguinBooks,1980),230
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たが って小 麦 粉 を 自分 と牛 にふ りかけ、 両者 を一体 化 させ る とい う案 だ っ たの だが、 リ

ハ ーサ ルで うま くいかな か った ため、 農夫 が牛 を引い て、 ラウ シェ ンバ ーグ は彼 の ネク タ

イー..つ ま り 《エ ルギ ン ・タイ》を一 結 んだ りほ どいた りしなが ら退場 した[*18]。

最 近の研 究 で美術 史家 ブ ランデ ン ・ジ ョセ ブは、結果 と してエ ルギ ン ・マ ーブ ル との 図

像 的類似 性 を失 っ た この作 品 を、 コ ンバ イ ンの 原理 に頼 り過 ぎてお り、 「パ フ ォー マ ンス

と言 う よ りは動 く彫 刻 に なって い る」[・19]と批 判 してい る。 しか し、私 は次 の よ うに考 え

る。つ ま り、 もし実 際 にこのサ イ ト ・スペ シフィ ックなパ フ オー マ ンス が コ ンバ イ ン的 な

原理 で構成 されて いる と した ら、 ラウ シェ ンバ ーグが制 作 した コ ンバ イ ンの 中で も最 もモ

デ ルナ ・ミュ ジエ トとい うサ イ トにゆか りの深 い作 品、つ ま り 《モノ グラム 》と関 わ りが

あ るので はな いだ ろ うか、 と。

《エ ルギ ン ・タイ》に 出て くる、 牛 、 ムー トン、 ドラム缶 、荷 台 の車 輪 な どの モテ ィー

フは、 それ ぞれ 《モ ノ グラム》にお け る山羊 、そ の毛 皮、 タイヤ、 カ ンヴ ァス下 の キ ャス

ター を想起 させ る。 白い小 麦粉 で牛 と演 者 を一体 化 させ る とい う当初 の 計画 も、 白いペ

イ ン トで タイヤ と山羊 の調和 を計 っ た、《モ ノ グラム》にお け る要 素 と呼応 す る。 さ らに、

ドラム缶 の 中 に 自 らが入 り込 む こ とで、《モ ノグ ラム》の中 で も最 も印象 的 な、 タイヤ に

山羊 が は ま りこんで いる とい う要 素 を、 ラウ シェ ンバ ーグ は実 際 に演 じて見せ た と考 え ら

れ ない だろ うか。

実 は、《モ ノグ ラム》の購入 先 につ い ては 当時 一つ の経 緯が あ っ た。 も と もとこの作 品

は、 ロバ ー ト ・ス カ ル とい う著名 な コ レク ターが 購入 して ニ ュー ヨー ク近 代 美術館 に寄

贈 す る とい う案が あっ たの だが 、主 任学 芸 員 の アル フ レッ ド ・バ ーが この 申 し出 を断 っ

たた め、 宙 に浮 い てい た[*20]。そ して 「4人の アメ リカ 人」展 のあ と、 フルテ ンは作 品購

入 の予算 が つ くまで 《モ ノ グラム》を売 らず にいて ほ しい とラウ シェ ンバ ー グ に頼 んでい

たが 匚・21]、その 後 ラ ウシ ェ ンバ ー グ の評価 が ヨー ロ ッパ で高 まる と、他 の 美術 館 も興 味

を示 して きた の だ。 モデ ルナ ・ミュジエ トの アー カイ ヴに は、 ニ ュー ヨー クの ビリー ・

8

9

1

1

20

21

Ibid.,231

BrandenWIoseph,Roη40班Or4θr=Ro占 θrオRαμ5c舵 幼 θ磐 翩4飾 εNθo-Aγ μη`一Gαプ4ε,(Cambridge,MA:MITPress,2003),

225

10anYbungwithSusanDavidson,"ChronologゾinRo占 εr'Rα μ5c舵 舶 θ慰ARθ 古芦05pθじ伽8(NewY6rk:SolomonR.Guggen-

heimMuseum,1997),557

ポ ン タ ス ・フ ル テ ン へ の イ ン タ ビ ュ ー 、2004年3月16日 、 フ ラ ン ス の ラ ・モ ッ トに て 。
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ク リ ュ ー ヴ ァ ー が1964年6月3日 に フ ル テ ンへ あ て て 書 い た 、 次 の よ う な メ モ が 残 さ れ

て い る[図22]。

ボブ と 《モ ノグラム》につ い て話 しま した。 ボブ はあ なた がサ ン ドベ ル フ よ りも先 に

作 品 を手 に入れ る こ とに大 変積極 的 です。 大丈夫。 根気 強 く粘 って、 ボブ に会 った ら

す ぐに彼 を口説 きな さい[・22ユ。

[図22]ビ リー ・ク リュ ー ヴ ァー

か らポ ン タ ス ・フ ル テ ンへ の メ モ 、

1964年 、 モ デ ルナ ・ ミュ ジ エ ト ・

ア ー カ イ ヴ

この メモ か ら、 ア ムステ ル ダムのス テーデ リ ク美術 館 の館

長、 ウ ィレム ・サ ン ドベ ルフ も 《モ ノグ ラム》の購 入 に 関心

を示 してい た こ とが分 か る。 次 にフ ルテ ンが ラ ウシェ ンバー

グ に会 ったの は カニ ングハ ム舞 踏 団が や って きた9月 で あ る

か ら、彼 らが この機 会 に 《モノ グラム 》の購 入 につ い て話 し

合っ た ことは十分 に考 え られる だろ う。 実際 、 レオ ・キャス

テ リ画廊 が 《モ ノグ ラム》の代 金 と して15,000ド ルの 請求 書

を美術館 に送っ たの は、 ラウ シェ ンバ ー グが世 界公演 を終 え

てニ ュー ヨー クに戻 った12月 の こ とで あっ た匚・23]。

従 って 、《エル ギ ン ・タ イ》は エ ルギ ン ・マー ブルペ の 言

及 もさる こ となが ら、 ス トックホルム に行 き先が落 ち着 いた

ラ ウシ ェ ンバ ー グの代 表 作、 《モ ノグラム 》を も念 頭 にお い

て行 われ た もの であ り、パ フ ォー マ ンス 自体 が 《モ ノグラム》

に対す る参 照 をほのめ か してい る と解釈 で きるの では ないだ

ろ うか。 《モ ノグラム 》同様、 《エ ルギ ン ・タイ》に も首 尾 一

貫 した意味 を見 出す こ とは で きない。 しか し、水 の入 った ド

ラム 缶 に 自 らが は ま りこ む とい う行 為 は、《モ ノグ ラム》に

エ ロテ ィ ック な含 意 を見い だす読解 と、 不条理 さを強調 す る

解 釈 の両方 を、対 立 させ るこ とな く同時 に可 能 に してい る よ

うに思 われ るの だ。

2

3

2

2

FileonFlソeN齪}b欧Eソeπ 勿g5,ModernaMuseetArchives,Stockholm

私 は この 請 求 書 を ニ ュー ヨー クの ラ ウ シェ ンバ ー グ ・ス タジ オが 所 有 す る ア ー カ イ ヴで発 見 し、 金 額 や 日付 を

確 認す る こ とが で きた 、.



4.反 アメ リカ美術の動 き

しか しなが ら、 《モ ノグラ ム》が1965年3月 にモ デル ナ ・ミュジエ トの コ レクシ ョンに

入 った ち ょう どその 頃、 ス トックホ ルムの文 化人 の問 では反 米感情 が起 きつつ あ った。 フ

ル テ ンが 矢継 ぎ早 に ニュ ー ヨー クの 前衛 美術 展 を開催 した こ とで、 か れ らは危機 感 を感

じ始 め ていた のだ。 中で も、1961年 の 「芸 術 の中 の動 き」展 で はデ ュ シャ ンの 《大 ガラス》

の レプリカ を制作 して美術館 を も り立 て るのに貢献 したウル フ ・リンデ は、 この時期 に ア

メ リカ美術 とその擁護 者 を攻撃す る批 評 を展 開 し始 め る。

まず リ ンデ は、「オー プ ン ・アー ト:ミ ュ ンヘ ンか らの遺 産」と題 して、ユ ダヤ系 ア メ

リカ 人の 美術 批 評 家、 アラ ン ・ソ ロモ ンを攻 撃 した[・24]。ソ ロモ ンは今 で こそ忘 れ られ

て い るが、1964年 の ヴ ェネツ ィア ・ビエ ンナ ー レでア メ リカ館 の コ ミ ッシ ョナ ー を務 め、

ラウ シェ ンバ ー グに アメ リカ史 上初 の絵 画部 門グ ラ ンプ リを もた ら した こ とか ら、 当時

は時 の人 で あ った。 この グラ ンプ リは、 世界 の美術 の中心 が 正式 にニ ュ ー ヨー クに移 っ

た こ とを示す 出来事 と して、 ヨーロ ッパで様 々 な反響 を呼 んだ。 ソロモ ンは 『アー ト ・イ

ンターナ シ ョナル』を中心 に批評 を執筆 し、 また フルテ ンの 「ア メリカの ポ ップ ・ア ー ト」

展 に も寄稿 していた ため、 アメ リカの新 しい美術 の動 向を海外 に喧伝 す るプ ロモー ター と

見 な され る こと もあ った。

リンデ は まさにそ う した観 点か らソロモ ンを批判 した。つ ま り、戦 後 アメ リカ美術 に特

徴 的な オープ ンさは、 デ カル ト的合 理 主義 を信 奉す る ヨー ロ ッパ 人 には理解 で きない、 と

い うソロモ ンの主張 を、 ア メ リカ的 シ ョー ヴ ィニ スム だ と攻 撃 したの だ[・25]。そ して リン

デ は、 こ う した 「オー プ ン ・ア ー ト」の理 論 的支柱 とな ってい る ジ ョン ・ケ ー ジが かつ て

シェー ンベ ル クの学生 だ った こ とを指摘 し、 また シェー ンベ ルク はカ ンディ ンスキー と親

交 があ った こ とか ら、オ ー プ ン ・アー トの系 譜 を カ ンデ ィ ンス キー か ら シェー ンベ ルク、

ケ ー ジか らラウ シェ ンバー グへ と強引 に結 びつけ て ヨー ロ ッパ にそ の起 源 をお いたの であ

る。 ア メ リカ美術 の独 自性 を損 なお う とす る リンデの こう した批 評 は、 『デイ リー ・ニ ュー

4

5

2

2

UlfLinde,"Den6ppnakonsten=ArvetfranMunchenl'Dαgθ η5ハ励 θ陀r(March26,1965),4

こ こ で リ ン デ が 批 判 対 象 と し て 取 り 上 げ た の は 、 ソ ロ モ ン の 次 の 論 考 で あ る 。AlanSolomon,"員mDineandPsy-

chologyoftheNewArtノ'Ar'1η 亡θr照'fo朋'8,no.8,(October1964),52-56
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ス』紙上 で4回 にわたっ て展 開 され た[*26]。

ソ ロモ ンが ア メリカ的 シ ョーヴ ィニス トだ とす れ ば、 リンデ もまた ヨー ロ ッパ的 シ ョー

ヴィニ ス トに過 ぎない こ とを、彼 の説 は露呈 してい るか も しれ ない。 しか しなが ら、 こう

した こ じつ け も、 当時 アメ リカの覇権 主義 に危機 感 を感 じて いた ス ウェーデ ンの知識 人 に

は、 あ る一定 の説得 力 を持 ち えた こ とだ ろ う。 とい うの は、 この覇 権主義 は文化 よ りも政

治 にお いて よ り強 く懸念 され てい たか らであ る。 当時、65年2月 にア メ リカに よるベ トナ

ム空 爆が本 格化 したばか りで、 ス ウェー デ ンで はそれ を批判 す る記 事が新 聞 を 占め る よう

にな ってい た。 また、 同年5月 には後 にス ウ ェーデ ン首相 に なる オロ フ ・パル メが よ り辛

辣 な アメ リカ批 判 を した こ とか ら、ベ トナム をめ ぐるス ウェーデ ンとアメ リカの長 い対立

が始 まろ うと して いたの だ[・27]。

こ こで重 要 なの は、ス トックホル ムで は政 治 だけで は な く文化や 美術 に関す る問題 も新

聞が 詳 しく報道 していた こ とだ。 リ ンデ のオー プ ン ・アー ト批 判や それ まで の美術館 につ

い ての議論 の多 くは、美術雑 誌 では な く新 聞で展 開 されてい た。 したが って政 治問題 同様 、

美術館 につい て も十分 に知 識が あ った読者 は、時 と場合 によっ ては美術館 に対 して組 織的

な批 判 の声 をあ げ る こ と もで きたの だ。 こ う した状 況で 、 フル テ ンは厳 しい 立場 に立 た

された。 ニ ュー ヨー クの作家 達 との 関係 を保 持す る一 方 、 ジャ ン ・テ ィ ンゲ リーや ニキ ・

ド ・サ ン=フ ァル な どの ヨー ロ ッパ の美術家 、 また ウル トヴェ トな どの ス トックホル ムの

作家 とも親交 の深 かった フル テ ンは、 今 まで よ りも慎重 にアメ リカ、ス ウ ェーデ ン、 ヨー

ロ ッパ美術 の展 覧会 のバ ラ ンスを取 る必要 に迫 られ たのだ。

そ こで翌66年 、フル テ ンはテ ィ ンゲ リー、 ド ・サ ン=フ ァル、 そ して ウル トヴェ トの コ

ラボ レー シ ョ ンか らな る 《HON》 とい うプロ ジェ ク トを企 画 した。 《HON》 はス ウ ェー デ

ン語 で 「彼女 」とい う意味 だが 、女性 の体 の形 を した巨大 な建 造物 の なか を観客 が歩 い て

入 れ るイ ンス タ レー シ ョンで、大 きな話題 を呼 んだ[図23]。 フル テ ンは この企 画 を当初

はク レス ・オルデ ンバ ー グや ラウ シェ ンバ ー グ も加 えた よ り国際 的 なもの に しよう として

いたが、 ヨー ロ ッパ の作家 達 の反対 で挫 折 した。

26

27

残 る3編 の 記 事 に つ い て は 以 下 を 参 照 。Ulfhnde,"Den6ppnakonsten:Mytenomdenhistoriel6safbrmeバDαgθ η∫

ハ肋 ε`εr(March30,1965),4;"Den6ppnakonstenlDenbild`maゴhaガ'Dσgθ η∫ハ馳 ε`εア(April4,1965),4;"Den6ppna

konsten:Dialogueutanslutlつ αgεη∫ム肋 ε古θr(Mayl3,1965),4

ベ トナ ム を め ぐ る ア メ リ カ と ス ウ ェ ー デ ン の 対 立 は 、 次 の 論 文 に 詳 し い 。FredrikLogevall,"TheSwedish-Ameri-

canConflictoverVietnam;'DψZo脚 α重ゴ`Hゴ5∫oワ17,no.3,(Summer1993),421-445
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彼 らが交 わ した書簡 に は、 テ ィ ンゲ リーの次 の ような発言 が

見 られ る。 「大 きな ポ ップの ホ ッ トドッグが何 の役 に立 つ ので

し ょう。 この城 は一 つ の統一体 にな るのだ か ら、 私 たち4人 だ

けで 十分 なはず です。 どう して巨大 なハ ンバ ーガー を隣 に置 く

必要 があ るで しょうか」[・28]。また、 ド ・サ ン=フ ァル も、 「ラ

ウシ ェ ンバ ー グ も必 要 ない か も しれ ませ ん」[・29]と、名 指 しで

ラウ シェ ンバー グを除外 していた[図24]。

こ の書 簡か らは、 ヨー ロ ッパ の美 術 家達 はポ ップ ・アー ト

が ア メ リカ国外 で急 速 に制 度化 した こ とに少 なか らぬ危 機 感

を感 じて い た こ とが分 か る。 も とも とは彼 ら もその 創 出 に関

わっ てい た はず の 美術 の 越境 的 ネ ッ トワー ク は、 いつ の ま に

か彼 らの 居場 所 を脅 か しか ね ない、 競合 的 な空 間 と化 してい

た のだ。 そ して この プロ ジェ ク ト以降、 ク レス ・オルデ ンバー

グ展(1966年)や ア ンデ ィ ・ウ ォー ホ ル展(1968年)な どの例

外 を 除い て、 モデ ルナ ・ミュ ジエ トにお け るア メ リカ美術 は、

1960年 代 前半 に比べ て遥 か に控 えめ な存在 にな ってい った。

5.「 ス トック ホ ルム の た め の ニ ュー ヨー ク ・コレク シ ョン」

しか し1973年 、 「ス トッ ク ホ ル ム の た め の ニ ュ ー ヨ ー ク ・コ

レ ク シ ョ ン」([図25][図26])を き っ か け に 、 ア メ リ カ 美 術 批 判

が 再 燃 す る 。 こ の コ レ ク シ ョン は 、 ビ リー ・ク リ ュー ヴ ァ ー と

ラ ウ シ ェ ンバ ー グが 、 美 術 家 と エ ン ジ ニ ア の コ ラ ボ レー シ ョ ン

[図23]ニ キ ・ ド ・サ ン=フ ァル 、

ジ ャ ン ・テ ィ ンゲ リー 、ペ ル;オ ロ

フ ・ ウ ル1・ ヴ ェ ト、《HON》 、1966

年 、頭 部 を 除 い て 現 存 せ ず

[図24]参 考写 真(左 か ら右 へ)

《HON》 に つ い て 討 議 す る ジ ャ ン ・

テ ィ ン ゲ リー 、 ニ キ ・ ド ・サ ン=

フ ァ ル、 ベ ル=オ ロ フ ・ウ ル トヴ ェ

ト、 ポ ン タ ス ・フ ル テ ン、1966年

28

29

QuotedinPatrikSteedma11,E雄o-Poμ7hεMε 凶αηκ擁lBγ14εS`rψPθゴBαrθ1ηS亡o`肋oJηz,石γeη,Ph,D.Dissertatlon,Univer-

sityofBritishColumbia,2001,126.こ れ らの発 言 は1963年 か ら66年 にか け て ウ ル1・ ヴ ェ トが テ ィンゲ リー 、サ ン

=フ ァル等 と 交 わ した書 簡 の 中 に 見 られ る。 ス テ ィー ドマ ンは1992年 に ウル1・ ヴ ェ トに イ ン タビ ュー し、 し

ば しば暗 号 を 交 え て書 か れ た こ れ らの 書 簡 の翻 訳 を ウル トヴ ェ トか ら聞 き 出 した とい うこ とだ 。 筆 者 の 問い 合

わせ に対 し、快 く博 士 論 文 を 貸 し 出 して くれ たス テ ィー ドマ ン氏 に 感謝 す る 。

Ibid.

奪::i詈.一 厩 … 、一 ・・㍗・齪 髦
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[図251ロ バ ー ト ・ラ ウ シ ェ ン バ ー グ 、

《「ス トッ ク ホ ル ム の た め の ニ ュ ー ヨー ク ・

コ レ ク シ ョ ン」の ポ ス ター 》、1973年 、 ポ

ン タス ・フ ルテ ン蔵

[図26]ロ バ ー ト ・ラ ウ シ ェ ンバ ー グ、

《泥 の 女 神 》、1968-71年 、 モ デ ル ナ ・ ミュ

ジ エ ト

を推 進す る ため に設 立 した組織 、E.AT(ExperimentsinArt

andTbchndogy)の プロ ジェ ク トと して始 まっ た。彼 らは

まず、 ニュー ヨー クの美術 家 の作 品 を集 めて、 一括 して ど

こかの美 術館 に購 入 して もら うとい う計 画 を立 て、 フル テ

ンに作 品選定 を依頼 した。す る と、 以前 か らア メリカ美術

の コレ クシ ョンを強化 したい と考 えてい た フルテ ンは、 そ

れ を ス トックホ ルムに持 って くるた め に動 きだ した のだ。

しか し、 この タイ ミ ングは最 悪 だった。 とい うの は、ベ

トナム をめ ぐる スウ ェーデ ン とア メ リカの対立 が当 時頂点

に達 して い たか らだ。1968年 にス ウ ェー デ ンが アメ リカ

の 徴 兵忌 避 者 を受 け入 れ 始 め、69年 には 北ベ トナム を初

め て認可 した国 となっ てか らは、 ア メリカ政府 は スウ ェー

デ ンに対 す る経済制 裁 まで考慮 す る ようにな ってい た。 そ

して1972年 の冬 に は アメ リカ に よ るハ ノ イの クリスマ ス

爆 撃 をパル メ首相 がゲ ルニ カになぞ らえて非難 し、 その全

世 界 に報 道 された演 説 は、 アメ リカ政府 を激怒 させ たの で

ある[・30]。

こ う した状 況 で、 「ス トックホ ルム のた めの ニ ュー ヨー

ク ・コ レクシ ョ ン」が大 きな議 論 を呼 んだ のは必 然 の流れ

だった。 この コレ クシ ョンは形 式的 に はニュ ー ヨー クの美

術 家達 か らの 寄付 とい う ことにな ってい たが、 実際 は彼 ら

は通 常 通 り作 品 の売 値 の 半 分 を受 け 取 り、 画廊 が コ ミ ッ

シ ョンを放棄 す る とい う手法 を採用 して いた。 この 手続 き

はス ウ ェーデ ン側 に は明確 に説明 されて い なか った ため 、

ス ウェーデ ン政府 が必要 経費 の一部 を負担 す る ことが明 ら

か に なる と、 ス トックホル ムの美術 家達 は共 同で次 の よ う

な抗 議声 明 を出 したの だ。

30 Logevall,"1heSwedish-AmencanConflictoverVietllaml'440-441,



私 た ちはニ ュー ヨー ク ・コ レクシ ョ ンを、地 理的 に も内容的 に も偏 って いる とい う理

由で批 判 します。 私 たち に とっ て は、60年 代 のニ ュ ー ヨー クの前 衛 美術 は この よう

な規 模で美 術館 が取得 す るほ ど重 要 な もの ではあ りませ ん。従 って 私た ちは、美 術館

指導 部の あ る特 定の地 域 に偏 っ た考 え方、つ ま り、ニ ュー ヨー ク偏 重主義 を非 難 しま

す[*3u。

この共 同声 明 には60年 代 には ラ ウシェ ンバ ー グ と親 交の 深 か った、 ウル トヴェ トも参

加 してい た。 こ う した批 判 は73年10月 に コレク シ ョンが ス トックホル ム入 りす る とさ ら

に激化 し、 ウル トヴェ ト達 はあ らた な抗 議声 明 を発 表 した[図27]。 ウル トヴ ェ トが描 い

た イラス トの下 に は 「大 規模 な寄 付、 ある いは テー ブ ルの下 で は何 が起 きてい るの か?」

とい うキ ャプ シ ョンがつ い て お り、 フルテ ンが何 らか の金銭 的 不正 と関 わ りが あ るこ と

を示 唆 して い る。EA,Tと の 契約 で は フル テ ンは、作 品 の選 定や コ レクシ ョンの 組織 を

引 き受 け る報酬 と して、 売 り上 げ の10パ ーセ ン トを受 け取 る

こ とにな って いた 匚・32]。もちろん これ は不正 で は ないが、 問題

は コレク シ ョン形成 の手 続 きが、 ス トック ホルム の文化 人達 に

明 らか に され なか った点 に あった。 彼 らに は、 常 にニ ュー ヨー

ク ・コネ クシ ョンを重視 して きた フル テ ンによっ て、 また して

も阻害 された との感情 が あった のだ ろ う。

もち ろ ん、 こう した 感情 的 な 中傷 の背 景 には、 ベ トナ ム戦

争 に伴 う反米 感情 も大 き く作 用 してい た。実 際、 「ス トックホ

ルムの ため の ニュー ヨー ク ・コレク シ ョン」に は、 ラ ウシェ ン

バ ー グの 《泥 の 女神 》[図26]を 始 め と してE,A.Tと の コ ラボ

レー シ ョンで 高度 な技 術 を用 いて作 られた ものが多 く、 これ ら

の作 品 はア メ リカが ベ トナム で用い た軍事技 術 と結 びつ け られ

て批 判 された ので あ る。 こう した批判 は一 見言 いが か りの よう

だが、 実 は全 くの 的 はず れで もなか った。 とい うの は、《泥 の

[図27]ス トックホ ルムの美術 家達

に よる抗議声 明、 「デ イ リー ・ニュー

ス」、1973年10月

31

32

QuotedinMarianneHultmaI1,"NewYorkCo至lection食)rStockholml'ln琵 κ副og櫛r加 θ`ρ 班Eκpβr吻 βη`5加Ar厩 祕 翫 ん一

η010gγ,〔Norrk6pings:Norrl(6pingsKonstmuseum,2004),161.OrigillallypublishedinDαgθ η5赫/海 θ'θr,(lune27,1972).

FileonN酬}brκCo'Z80亡'oη プbr∫'o`肋o励,ModernaMuseetArchives,Stockholm
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女 神》に技術提 供 したテ レダ イ ン社 は、ベ トナ ム戦争 で使用 され たセ ンサ ーや照準 機 な ど

を製作 して もいたか らだ[*33]。実の ところ、 ラ ウシェ ンバ ー グや ク リュー ヴ ァー な どのE.

A。丁主要 メ ンバ ー は、ベ トナ ム戦争 に協 力 的な企業 の支援 を受 け て作 品 を作 るこ とに関 し

て、 アメ リカ国内 で も批 判 を受 けて いたの であ る匚*34]。こ うした事実 はス トックホ ルム で

は知 られてい なか ったか もしれ ないが 、先端技 術 を利用 したア メ リカ美術 の作 品が、 政治

的 、軍事 的 に敏 感 にな ってい たス トック ホルム市民 を刺 激 した ことは 間違 い ないだ ろ う。

したが って 、 ウル トヴェ ト達 が彼 らの抗議声 明を 「(この コ レクシ ョンが)山 羊 とタイヤ

で 始 まった時 代 の最後 のモ ニ ュメ ン トに なる こと を願 い ます」と締め く くった のは、 決 し

て偶然 で は ない。 彼 らに とって は、 第 二次 世界 大 戦後 アメ リカ文化 と と もにス ウェ ー デ

ン に流 入 して きた アメ リカ美術 を象 徴 す る存在 が、 《モノ グラム 》だ っ たの であ る。 こ う

して、《モ ノグ ラム》は また して もスケ ー プゴー トと なった。 今 回 はス キ ャ ンダラス な前

衛 美術 として では な く、 アメ リカの文化 的 、政治 的拡張 主義 を体現す る もの と して攻 撃 さ

れ たの だ。結果 と して、 この コ レクシ ョンは フルテ ンのス トックホル ムでの最後 の仕事 に

なった。 パ リに新 しく設立 され るポ ンピ ドゥー セ ンターの初代 館長 に選 ばれ たフル テ ンは

1973年 の終 わ りには フラ ンスに移 り住 み、 まさ し くヨー ロ ッパ 美術界 の 「周縁 」か ら 「中

心 」へ と移動 した。 そ して改 装 のため 一年 間休館 したモデ ルナ ・ミュジエ トは、 その後 急

速 に現代 美術 の中心 か ら遠 ざか って いった のだ。

結びにかえて

以上、 モデ ルナ ・ミュ ジエ トとラウシ ェ ンバー グの 関わ りを駆 け足 で追 って きた。 冒頭

で述 べ た よ うに、現在 では 《モ ノグ ラム》は美術 館 の アイ コン と して、 ス トックホル ム市

民 に親 しみ を込 めて 「山羊」と呼 ばれ てい る。 なぜ 《モ ノグ ラム》はス トック ホルムで改 め

て 人気 を博 したの だ ろ うか。 その 背景 には、1980年 代 以降 に本 格化 した美 術 や文 化 の グ

ローバ ル化が あ るのか もしれ ない。80年 代 以 降の美 術 にお ける グローバ ル化 の特徴 には、

33

34

CalvinTbmkinsPapers,丘le360バDudePeriodl'FromTomkins'interviewwithBriceMarden,conductedonFebruary10,

1978.TheMuseumofModernArtArchives,NewYbrk.

Ibid.
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美 術家 が世界 各地 に滞在 して制作 す る レジデ ンス ・プ ロ

グ ラムの制 度化や 、国際 的美術 市場 の急 速 な拡 大 な どが

あ る。 こう した現象 には勿論功 罪 あ るが 、そ うした流 れ

の中 でス トックホルム で もロー カル文化 の アイデ ンテ ィ

テ ィを失 うこ とな くグローバ ル化 の波 に対 応す る必 要が

生 じた こ とか ら、60年 代 に フル テ ンが 目指 した グロー

バ ル化 の先 見性 が再 評価 され 、そ の歴 史 を象徴 す る 《モ

ノ グラム》が改 め て注 目され たので はな いだろ うか。

この作 品 は、1991年 には美 術 館 の新 しい 建築 の キ ャ

ンペー ンのた め に、 ビルボー ド広告 としてス ウェー デ ン

中 に出現 した[図28]。 この 合成 写真 で は、美術 館 の あ

る シェ ップス ホル メ ンとい う島の上 に、 山羊が 堂 々 とそ

びえ立つ かの ように撮 影 され てい る。 かつ て はア メ リカ

帝 国主義 の シ ンボ ル と してス ケー プゴー トに された作 品

が、 今や美 術館 全体 を支 え る トーテ ム と して よみが えっ

て い るの だ。 そ こには、 モデ ルナ ・ミュジエ トはニ ュー

ヨー ク近代 美術 館 よ りも先 に 《モ ノグラム 》の価 値 を見

い だ した のだ、とい うロー カルな矜持 もあ る こ とだ ろう。
ナ シ ョ ナ ル

ラウ シェ ンバ ー グ 自身が この作 品 を一種 の 「国民 的 ア イ

コ ン」[・35]と呼 んで い る よう に、 《モ ノ グラム》は グ ロー

バ ルであ る と同時 にロー カルで ナ シ ョナル で もある、極

めて 利用価 値の 高い存 在 になっ たのだ。

そ こで本 稿 冒頭 に掲 げ た、新 しい美術 館 のロ ゴが なぜ

ラウ シェ ンバー グの手 に よる もので なけれ ばな らない の

か、 とい う疑 問 に も答 えが 出せ る ので は ない だろ うか。

この ロ ゴは、 も ともとは1981年 に、美術 館 の コ レクシ ョ

ンを ブ リュ ッセル で展 示 した と きに ラ ウ シェ ンバ ー グ

が作成 したポス ターか ら、 モデ ルナ ・ミュ ジエ トとい う

35 Rauschenberg,Aηzer訛 απα鯢ocぬpoη 亡μ∫H祕`6η.

[図28]モ デルナ ・ミュジエ ト新 建築 の

ためのビルボー ド広告 、1991年

[図29]ロ バ ー ト ・ラ ウ シ ェ ンバ ー グ、

《「ブ リ ュ ッセ ル に お け るモ デ ル ナ ・ミュ

ジエ ト」展 の ポ ス ター 》、1981年

067



[図30]図1、 図29の 部分図

表 記 だけ取 り出 した もの であ る[図29][図30]。 ラウ シェ ン

バ ー グの私 的 な筆跡 と美 術 館 の公 的 な アイデ ンテ ィテ ィ を

組 み 合 わせ て 商 標 に して い る とい う点 で、 この ロ ゴ も一 種

の 「モ ノグラ ム」だ と言 える だろ う。 この ロゴは、 美術 館 の

ナ シ ョナ ル ・ア イデ ンテ ィテ ィを明示す る と同時 に、美術 館

が60年 代 前 半 に 目指 した グロー バ ル化 へ の 動 きを想起 させ

る こ とで、 モデ ルナ ・ミュ ジエ トの現在 の 目標 、つ ま り、21

世 紀 のグ ローバ ル化 した美術 の世 界地 図の なか に、 再 び 自ら

の場所 を取 り戻す とい う、彼 らの 現在 の 目標 を体現 してい る

ので ある。

[いけがみ ひろこ ・Li本学術振興会特 別研 究員/大 阪大学非常勤 講師]
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Hans工udwigCohnIaff61915-1984:

FromtheE澀 珈gtotheE跏`αofDeS切1

聡ukasaK6dera

Whatparticularsigni丘canceisthereinhishavingbeenaIewisharthistorian～

Hanslivedli艶asahumanbeing

(OpeningremarksfromaninterviewconductedwithEUyIa舐 …一Freem,November29,1999)

.,.Aboveallelse,

丘9.IHansLC.la促

Thisstudysetsouttointroducethe

activitiesandwritingsofarthistorianHans

LudwigCohnIa餘 …(fig.1),attemptingto

shedlightonthesigni負canceofJaf丘 …'saG

tivitiesandideasthroughtheanalysisofhis

writtenworks.Finall弊itseekstoexamine

thewayinwhichonemanofGermanIewish

origininteractedwiththeworldofartover

thecourseofhislif6tirne,

Iaff6-relatedresearchincludesanan-

thologypublishedshortlyafterhisdeath,

memorialarticlesapPearingin劭rl加9∫oη

M匿9αzfη θandotherpublications,aspecial

memorialeditionofBε θ1ゴmagazine,an

unpublishedmaster'sthesisbyRobLam-

bersinregardtoIa丘6'stimeattheStede1りk

Museum,andashortstudybymyselfAllof

these,however,supplyonlyfねgmentaryin一
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負)rmation,andnonecanbesaidtoconstitutecomprehensiveorexhaustiveresearch,[*1ユOnanin-

ternationallevel,Ia麁isknownprimarilyasaresearcherofMondrianandDeSt辱L[*2]Y6tinrealit男

Ia伍 …wasase正f-proclaimedgeneralistwhowrotestudiesinDutch,German,EnglishandFrenchon

anextremelydiverserangeofthemes,andplannedandorganizedagreatmanyexhibitions.

Thestudアwi更1beginwithapersonalhistoryofla丘 さ.Inadd丘tiontothea石orementionedanthol-

og男memorialarticlesandresearch,thispersonalhistoryalsodrawsone-mailcorrespondencef士om

Iai驚'syoungersisterTheaReistomysel鴦theArchiefIa伍 …(Iai玉…Archive)housedattheRilksbureau

voorKunsthistorischeDocumentatie(RKD)intheHague;andmyowninterviewwithIa磁 …'swido瑚

EilyIa旋 一Freem,conductedinNovembe葛1999.[*3Hhe丘naltwowillhencefbrthbeabbreviatedas

"l
af辰…Archive"and``EllyInterview～'

1

2

3

ExistingscholarshipinregardtoIaf驚isasfbllows.Iaf驚obituaryissueofBε εZd,thelournalpublishedbytheArtHistory

Instituteof亡heUhiversitアofAmsterdam:β εε14no.3(oktober4」984).F農mkGribling,"Obituar墾Hans∫af驚3β μ漉 ㎎[如π

M¢gα 珈8(Feb.1985),pp.92-93.CollectionofresearcharticlespreparedtocommemorateIaf艶'sretirement:M.Adang,

M.vandenBrandho£R.Nieuwstraten,W:Stokvis,1.deVfies(red.),漉'81geηqgθ 駕Qρ5∫ ε11θη α砌gθ う04θη400r～ εθr〃ηgθη

εη 用ε4θwεrたθr∫仞 ηH伽5L.C.勿 厖,Amsterd㎜(Meuflenho田Landshoff)1984.Ia催anthology:A.WIReininketal(eds.),

0γ εrゆ ρfeθηwεrkθ1ヴ 北忽4勿4θ わθθ14θ履 欲 研5∫=γ θ駕翩 θ14θqρ5`εllθηγ翩H工.CJ塀(1915-1984丿,Amsterdam(Meulen-

ho田Landshoff)1986Jnauguralspeech(asprof6ssor)byEvertvonUitert,whosucceeded}af丑 …asProfbssoroftheUniver-

sityofAmsterdamArtHistoryInstitute:EvertvanUitert,H就gθlo〔1μ η4θ 用04θrη θたμη5ちAmsterdam(Meulehof肌and-

shoの1987.UnpublishedmasterもthesisbyRobL㎜bersinregardtoIa餤'stimeattheStedel導kMuseum=RobLambers,

H.LCJ4酵,k吻5砺5亡or此 μ51η41eη5ε γ卿 ん86'θ4θ1ヴ κMμ5θ μ脚 σ935-1961丿,(doctoraalscriptie)KunsthistorischInstituut,

UniversiteitvanAmsterdam,1987.TreatisebyMarliteHalbertsmaonIa儡 …inrelationtoGermanarthistoryscholarship

trad量t畫ons=MariiteHalbertsmぺ`Han81af驚,2加v並sieop皿odernekunstenmodernekunstgeschieda加s,"丿 碑g働1」 砌44

(1988),no.2,pp.22-30.恥ukasa】 く6dera,``Peripher猶SpiritualitアandFaithinModernArtHistorゾin:IkegamiCh司i,Kan-

bayashiTbunemichi,andShioeK6z6(eds.),AπS蝕 漉 θ5Fbrμ η13,阨5'θrηArちKeisoShobo,1992,pp.309-325.(inIapanese)

H.LCJa照sdoctoralthesis,DεS亡 解1917-1931,伽Dμ 励`o癬fわ 纏o解o.2η04ε プη αr亡(Amsterdam1956),apioneering

workonthesu切ectofDeSt坦whichsetthestandardinthis丘eldofresearch,hasbeenrepublishedinrecentyears.

TheArchiefJa催consistsof尹a照scorrespondenceandotherdocumentationdonatedbアhiswi驚,EllyIa伍 ….totheRKD.The

archiveincludesdataranging丘omrecordsofIa飩'stimeatthegymnasiumtoIetters丘omartists,privatecorrespondence

andIa麁'snotesf士omthefinalyearsofhisli驚,amountingtoabout70fileboxes'worthofmaterial.Thearchivehasstillnot

beencatalogued,anddoesnotatpresentincludeIaff臨correspondencef士oml9800nward.TheinterviewwithEllyIa億

wasconductedonNovember29,1999inAmsterdamAdditionall弊Ia催 もpersonalarchiveattheStedelilkMuseumhouses

correspondenceanddocumentationffomIa磴'speriodsasCuratorandVice-Directorthere.ThoughIinspectedthisar-

chive,Iref6rredmainlyto工amb6rs'master'sthesisasanin負)rmationso呱ceinregardtoIaf驚'sStedel輌kMuseumperiod,

asLamberspresentsitinanorganizedandsystematicmanneLInfbrmationwasprovidedbyTheaReisinane-mailtothe

writer(datedMay8,2000).
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1・PersonalHistory Origins,ChildhoodandYbuth

HansIa醗wasbornHansLudwigCohn,intoaGermanIewishfam一

離認 鬣1翻慧1黒91鐙121,糠1漁畿器蓋罪
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fig.2HansCohllca.1920

fbrhisresearchonRubens,isalsoapparentlyarelative.匚*4]Furthermore,

hisgreat-grandfatherHeinrichGraetz(1817-1891)wasahistorianknownfbrwritingtheIewish

historyG8∫c肋 玩副 εrノ㍑48η(1853-74),aswellasacloseacquaintanceofKarlMarx.Ia伍 ぎsgrand-

motherwasalsopersonallyacquaintedwithMarxinhislateryears .[*5]

Inthiswa)弓theCohnsandIa催swerebothcosmopolitanIewishfamilies,andHansCohnwas

thusbornintoaliberal,acculturatedIewishhousehold.TheaReis,itshouldbeadded,statesthather

parentswerefirlnbelieversintheIewishf合ithandfbllowedIewishtraditionandcustomsuptoa

point,Thechildrenreceivedareligiouseducation倉omIewishteachers,andaBarMitzvahwasper-

fbmledfbrHanswhenhewas13,Inakinghimafhll-nedgedmemberoftheIewishcommunitγHis

parentshadawarmrelationshipwiththeirrabbi,attendedsynagogueregularlyandcelebratedIew-

ishholidays.[*6]

4

5

6一.・.

Lambers,op.cit.(NoteI),p,149,FromaninterviewLambersco旦1ductedwithElly(1986).

一Mθ 爾gε ηogε η
,(NQtel),p,1LInterviewwithHansIa艇=MarilkevandenBrandho£``Demaniervanhctkralenrりgen=

WaaggesprekmetHans∫a醗2

From「rheaReis'e-mailtothewriter,datedMay8,2000,

i}1丁 磁 繍1購 辞・1嬬ダ¥.・韆 蝋 辷{メ1・,無㌻ 071



Fromage9toI8,HansstudiedattheprestigiousGoethe-Gymnasiu皿inFrankfurしAreport

carddating丘omthisperiodattheGymnasiumcanbefbundintheIa伍 …Archive(丘g,3).Inaddition

toGerman,hestudiedEnglish,French,GreekandLatin.ThereisnoSign,however,thathestudied
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丘g.3HansCohn'sZε ㎎ 頭5,Goethe-Gymnasium,

FrankfUrta.M,

Hebrew;or,surprisingl)ろartapPreciation(施 η5飴 ¢〃μch一

如 ㎎)orarthistory(K跏5轡35c履c玩 θ).AccordingtoThea,

howeveちtheCohnfamilyplacedahighpriorityoncul-

turaleducation.Hans'parentswerekeenlyinterestedin

artandmusic,f士equentlyvisitedartmuseums,andas-

sociatedwithartmuseumdirectors.Thefamilyappar-

entlymadef士equentexcursionstoadmirechurcharchi-

tecture.[*7]IndocumentswrittenbyHanshimselfupon

enteringuniversit)もheexpressesthewishtomajorin

lawandarthistorγ[*8]Morethananything,Hans'paper

"C
omparisonofTwoModernPaintingsl'whichhewrote

fbraclassattheageof16,revealsuponreadingthatIaf驚

hadalreadyreceivedaneducatioHofsomesortinartap-

preciation,andalreadyhadasubstantialknowledgeof

arthistorybythistime.[*9]Atschoolorotherwise,Hans

wouldseemtohavealreadybeenquite㌻horoughlyedu-

catedinthesu切ectsofHebrewandarthistor}乙

7

8

9

E-mailf士omThea,sameasabove,Iaf蘇 …himselfstatedininterviewsandonotheroccasionsthat,"FrommyyouthIhad

beenanA㎎ θη阻eη5訥(manoftheeye)!'ThoughIa嚥 …claimedtohaveheardalecturebyTheovanDoesburginGermanyin

l928(漉'θ 轡 ηqgθ η(Note1),p.15),hissister]=heaexpresseddoubtsaboutthis,saγingitwasunthinkablethatherbrother

wouldhaveattendedsuchalectureattheageof13.Inthe丑 εo槻 πDoε5勧 馨Ar`海fげattheRKD,thereisnodocumentary

evidencethatvanDoesburggavesuchalectureinFran㎞rtorinGermanyaroundI928.

"Eid
esstattlicheVεrsicherung"ArchiefIaff6,RKD.〕[hisdocumentwaswrittenin1958,andisthoughttobeacopyofa

documentdemandingcompensationf士omtheGermangovernmentfbrdamagesincurredasaresultofNazipolicies."lch

beabsichtigteanderUniversitatinFrankfUrtzustudierenundzwardieRechteundKunstgeschichte.DiesenStudieplan

konnteichwegenderrassischenVerfblgungeninDeutschlandnichtdurch負1hren2'

Handwrittenpaper,"VεrgleichzweiermodernerGem註ldeご'ArchiefIa儷,RKD.TheanthologycontainsaDutchtransla-

tion."V¢rgelilkingvantweemoderneschilderサenJ'in:ReininketaL,op.cit.(Note1),pp.15-20.
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Inl933,HansCohngraduated丘omtheGoethe-Gymnasiumwithoutstandingmarks.Thesig-

ni五canceofthissonofanacculturatedIewishfamilygraduating丘omtheprestigiousGymnasium

inl933,theyearinwhichHitlercametopower,shouldbealltooeasytograsp.Forone,thisyouthも

魚turepotential,whichshouldhavebeensopromising,wascompletelydeniedwithinhisowncoun-

trγSecondl第HansCohn'sgenerationbecamethelastonetoreceiveaclassicalGermaneducation

(Bま1ぬ ㎎)attheGymnasium

FearingfbrHans'fUture,hisparentsdecidedtoentrusthimtothecareofPaulIaf甃,theuncle

onHans'mother'ssideresidinginHolland.Befbrethis,theyallowedHanstogoonagraduationtrip

toItalyandSwitzerland.Duringthesetravels,Hanssentletterstohisparentsandunclethatinclud-

edtraveloguesanddetaileddescriptionsofthesceneryandsights,aswellasvividdescriptionsofhis

stateofmindatthetime,ThestayinRomeleftapro丘)undimpressiononIa艇,anditwasapparently

thisexperiencewhichledhimtostudyarthistorγ[*lo]

HansprocllredaDutchgrammarandsetaboutstudyingthelanguage,Itwouldseemthathe

"masteredtheDutchlanguageinlustaf6wmonths
,andbecamemore㎞owledgeableaboutDutch

historyandothermattersthantheDutchthemselves"(EllyInterview).Thoughhehadplannedto

study正awandarthistoryattheUniversityofFrankfurt,hechosetom毎orinarthistoryandhistory

inAmsterdam,fbregoillglawduetothe"politicalclimateofthetime2'Incidentally;thetotalnum-

berofstudentswasabout25,withIa催theonlystudenttoenterthearthistoryprogram.[*11]
.Be-

ginningin1933,hecompletedboththeundergraduateandmaster's(40``o鯢 ηぬ5)programsinan

almostunheard-offburyears.HebeganstudyingunderthetutelageofProfEW:Hudig,thenem一

10

11

WReinink,"OverHansI蠱1'in=Reininketal.,op.ciし(Note1),pp.252-268.ContainsseverallettersWrittenbyla催over

thecourseofhistravels.Inregardtohisreasons負)rstudyingarthistor弊Ia碗himselfmentionedhistriptoRomewitha

伍end,sa)dng,"ltreallycametomewhenIwasthere[inRomeLandIsaid:`Thatもit,arthistorメThisiswhatI'mgoingto

do3"InterviewwithIaf丑 …,巛ProfごssorIaf丑 …verzameltkunstinzりnhoofd:`Opjeteen句esgaanstaanvindiknognietelitair7'

正blぬ,37(1984juni)40,p.7.Inhere-mail,Iaf驚'syoungersisterTheaReisalsospeculatesthatitwasprobablyherbrother's

stayinRomethatledhimtochoosearthistorγFurthermore,shewritesthattheirparentsweredelightedthatHanshadde-

cidedtostudyarthistorア

From"EidesstattlicheVεrsicherung"ArchiefIa磁 …,RKD(Note8)."IchwurdeinSeptember1933anderUniversitatin

Amsterdamimmatrikuliert.IchstudierteKunstgeschichteundGeschichte.DasStudiumderRechtswissenscha丘ennahm

ich,inHinblickaufdiepolitischeEnt輌ckelungnichtauf2'Mθrεfgε ηqgθ η(Notel),P.13,andtheinterviewintheIQurnal

R伽(NotelO),p.12,wereconsultedinregardtothenumberofstudentsattheArtHistoryInstitute.
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barkedonvolunteerworkattheStedelijkMuseumwhilestilla

studentinl935,actuallytakingchargeofthe``猟oCenturiesof

BritishArt"exhibitionthefbllowingyearatthetenderageof21.

Hecompletedthemasterもprograminl937underthetutelageof

ProfJ.Q,vanRegterenAltena(fig.4).

,。9∴;艦糟 灘 器 糠1濫縲
cationdocumentsstatehiso伍cialnameasCohn,itwouldseem

thatheneverusedthenameinhiseverydaylifを.Accordingto

PaulaAugustin,acolleagueofIa振 …'sattheStedelilkMuseu瓜Iaf

驚spokeverylittleabouthisbackgroundduringtheperiodlead一

丘9.4HansL.C.la館ca.1937

inguptoWorldWarII,anditwasonlymuchlaterthathismu-

seumcolleagueslearnedthathisrealnamewasCohn.EvenIa礫'swi艶,Ell}㌧learnedofthis魚ctonly

a丘ertheirmarriageinl947.[*12]Consideringthesituationinthe1930's,onecansurmisethatitwas

sociallydisadvantageousandevendangeroustouseanobviouslyIewishnamesuchasCohn.Thefact

ofbeingaGermanIe琳aswel1,wouldhavebeenafhrtherdisadvantagetohiminHolland.Though

Ia催isalsoaIewishname,Hansmayhave艶ltthatthenameensuredhimamarginofprotectionby

clearlydelineatinghimasakinsmanofhisuncle,amallofhighsocialstandinginHolland.Hemay

alsohavebeendrawntothename"laf驚"itsel£whichmealls"beautifhl"inHebrewAtanyrate,Hans

LudwigCohnabandonedboth"Ludwig"and`℃ohn尹andwentbytherelativelysaf6nameof``Hans"

andthelastnameofhisuncle/guardian,meaning"beautifhll'f士omthattimeonward.

顛ergraduating丘omuniversit}qa促continuedhisworkattheStedelijkMuseumasanun-

paidcurator,andsoonalsobeganteachingarthistoryattheNieuweKunstschoolinAmsterdam.

TheNieuweKunstschoolwasanartschoolestablishedbyPaulCitroen,andwasverymuchaDutch

versionofBauhaus.DespitetheseseeminglyfavorablebeginningsofIa醗 もcareer,obtainingDutch

12 Lambers,op.cit.(Note1>,p,148wasconsultedillregardtostatementsbyPaulaAugustil1.EllyInterview:"Evenatthetilne

ImarriedHans、Ididnotknowhisrealname,Cohn,A丘e廣 ・wegotmarried,Iwrotealettertohispare正1tsinLuzern.Iad-

dressedittoMr.andMrs.Ia饅;whaピsmore,IwrotethelettennFrellch.Itturnsoutthatlwasdoし1blymistaken!'
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citizenshipwasnoeasytask.Inl938,whenIa伍 …hadcompletedhisstudiesandwasemployedatthe

museum,he丘ledanapp正ication丘)rDutchcitizenshipwhichwasultimatelyunsuccessfUL

wartime

InMayl940,HollandwasinvadedbyNaziGermanメUnderNazioccupation,Ia驚wassacked

bytheStedel輯kMuseuminNovember1940,thendismissedbytheNieuweKunstschoolinApril

l941,bothbecausehewasIewish.Thefbllowingpassagecomesf士omthe"WfittenOathl'whichIa醗

玉sthoughttohaveincludedamongdocumentsdemandingreparationsf士omtheGermangovern.

mentin1958,andgivessomeideaoftheeventswhichfbllowed.

1丘rsthadtogointohiding,thatistoillegallyconcealmywhereabouts,inautumnofl941,be-

causemynamehadbeenincludedonanarrestwarrantwhichlistedthenamesof4,500youths .The

peopleonthislistwerearrestedin1941andsenttoMauthausen,andnotoneofthemreturned.

FrolnMay2,1942,IwasfbrcedtoweartheStarofDavid,whichservedtomaketheDutch

Iewsreadilyrecognizable,InIulyl942,Ireceivedasummonsorderingmetoreportfbrmytrans-

portationeast,andInedtoSwitzerlandbywayofBelgiumandFrance.[*13]

Atthistime,Ia艇hadalreadymoreorlesscompletedhisdoctoralthesisonthesublectofvan

Gogh,buthefledwithlittlemorethantheclothesonhisbackandwaslaterunableto丘ndthethe-

sisagain.[*14]Duringhisescape,Iaf驚,whohadplannedtocrossthePyreneesintoSpain,injured

hisleginthemountainsandwascapturedbyFrenchsoldiers.Hewas丘rstdetainedinPaufbrone

month,theninCh含teauneu臼es-Bainsfbramonth.Manylettersandtelegrams丘omthetimeare

storedinthe∫af丑 …Archive,andvivid1アconveγthetensesituatjon.He丘rstcontactedhisparentsin

Emmenbr血cke,Luzern.AtelegramIa催seemstohavesentf止omCh盒teauneuf-les-Ba童nstohispar.

entsreads,"Hurrytoobtainvisゴ'(Pγ ∫醜 艙'θro玩 θ漉oη γ∫5σ,丘g.5).Inordertogetpermissionto

leaveFrance,Ia飩hadtohavesomesortofidenti丘cationdocuments.Duetohisparents'eHbrtsin

SwitzerlandJa齦 …managedtoobtainapassportissuedbytheParaguayanConsulateinSeptem一

3

4

1

1

From"EidesstattlicheVεrsicherung'}Archiefla磁 …,RKD(Note8).

ノ晩 ∫εfg8ηog8η(Note1),p.15.
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丘g5颱legramfromIa飩tohlsparentsChateauneuflesBalns

ber(且g6)AsaParaguayancltlzen,Hanswas丘nallyabletoleaveFranceandenterSwltzerlandln

OctoberInAugustofl943,thefbllowlngyear,anldentltycardwaslssuedbytheDutchEmbassyln

SwltzerlandThlswasnotapassport,butanldentltycardfbrpolltlcalrefUgeesvalldonlylnSwltzer

land][hespaceR)rnatlonalltyonthecardwasstampedS五4TENLOOS("statelessl'行g7)

A氏erthls,ItseemsthatIa醗lolnedtheDutcharmyandactuallytookpartlnthewar,butmuch

remamsunknownofhlssltuatlondurlngthlstlmeIaf驚hlmselfsaldthathehadengagedlnrecon-

nalssanceoperatlonslnBrltaln,andtoldofanexplolttherelnwhlchacolleagueandfbrmerarthls-

torlananalyzedanaerlalphotographandwasabIetodlscoverahlddenGermanwarshlp[*15]Ex-

cep面rIa麁'sowncomments,however,norecordshowlngthatIa催wasmBrltalnls㎞own[*16]In

herlntervlew,EllyIaf丑 …statesthatIaf驚waswoundedlnanoffをnslveanddef6nslvesklrmlshbetween

theNazlsandAllledForcesllltheArdennereglonofBelglumInl944WhenIwasvlsltlngGerma-

n弊Iaff6hlmselftoldmethat"Iwasshotthroughthethroatandlostconsclousness,andwhenIre-

gamedmysensesIsawthefaceofaBrltlshnursegazlngdownatme"Iaf驚seemstohavehad"aten-

dencytosamtlzethepast"(EllyIntervlew),andltlstruethatIaf驚saysnothlngabouthlstraglcwar

厂
)

/
O

l

l

めzゴpl4

-Ialnber～statesthatltlsafaしtthatIaffヒrecelvedorderstogotoBru∬elsln1944
,butpollltsoutthatthere亙5noevldence

corroboratlllgIaH爲 ～tayInBrltamLambe聖sopclt(Notel),pl51
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厚 陣 画 栂 广

丘9.6ParaguayanPassportfbrCohn-

Ia飩,Bern,SeptemberI942.

翁g.71dentityCardpublishedby

DutchEmbassy,August1943.

Hg.81DCardpublishedby

U.S.fbrce,Decemberl946.

experiencesinhisinterviewsorotherstatementsintendedfbrthepublic.ThoughIa億himselfman-

agedtosurvive,hisf士iend,IohanLimpers,asculptorwhohadbeenIaf臨comradeintheresistance

movementinHolland,wasshottodeathbytheNazis.[*17]BothIa伍 …andhiswif6`lostagreatmany

peoplef士omourgenerationinthewar,and免ltastrongresponsibilitytodosomethingfbrthose

people"(EllyInterview).

Jaf藪…'sactivitiesimmediatelyfbllowingthewararealittlebetterknown.First,herecovered

artworksinHollandwhichhadbeenplunderedbyNaziGerman弊andengagedinpreservation

andnlanagementmeasures丘)rthelargenumberofhistoricalbuildingsandartworksinGermany

andHolland.Duringthistime,hecarriedanidentitycardissuedbytheAmericanarm弊andwas

chargedwiththesetasksaspartoftheAlliedForces'post-waroperations(fig.8).Hevisitedmany

artmuseums,churchesandotherhistoricalbuildings,andgottoknowpeoplef士omothercountries

whowereengagedinthesametask,eventuallybecoming"lifdong丘iends"(EllyInterview),[*18]

7

8

1

1

IohanLimpers,AsculptorwhotookpartintheDutchresistallcelnovelnent.Healsoproducedabustof}af丑 ….

ThomasCHowe}L,S詑M1η θ5αη4Cα5亡1ε5r亡hε α5ω ソεrア砌4Rε ∫亡産顔oηqμooオ θ4Eμr(¥)8仞Ar亡,Indianapolis8ζNewYork

(Bobbs-MerrillCompany)1946,Chapter10"MissiontoAmsterdam尹pp,169-70makesashortre艶rencetoIa鋒during

thisperiod,describinghi㎜as"intelligentandindustrious!'
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WhenIwasstud}歴nginEurope,IloinedIaf丑 …onanexcursionclass,andspenttwoweekstrav-

ellinginGerman}乙Onelmpressionf士omthisexperienceremainsdeeplyetchedinmymind;Iaf留

sastonishing㎞owledgeabilityinregardtothevariousbuildings,largeandsmall,visibleffomthe

trainwindo瑚andthe魚ctthattheseweresomehowdeeplylinkedtohisexperiencesduringanda仕er

thewaLLooldngbackonitno瑚thiswealthof㎞oMedgemusthavebeenamassedduringhispost-

waroperationstasks.Atthetime,howeve為1㎞ewnothingofthis,norevenofthefactthatIa催was

Iewish.Onething,however,wasstrong取imprintedonmyconsciousness:thesebuildings,whichfbr

usconstitutedtheoblectsofan"aestheticpilgrimagざ'or,atmost,"historicalstudゾweretoIaff6ex-

tremely"political"entitieslinkedtohisownwartimeexperience.Inretrospect,eachandeveryoneof

theartworksthatIaff6recovered,buildingsthathepreserved,andartworksandbuildingshesawall

overEuropeconstitutedanencounterinthemidstofhisownlourneyof"escape"and"recoverゾdur-

ingwhichIa伍 …cameandwentoveravarietyofborderscarryingavarietアofIDcards.Onecaneasily

imaginethatthistypeofartisticexperiencemusthavehadapro丘)unde麁ctonhissubsequentwork

Post-War-ActivitiesontheInternationalStageinHolland

InDecemberl946,Ia催returnedtohispostascuratoroftheStede正"kMuseum.InIuly1947,

heobtainedDutchcitizenship,andinAugusthemarriedEllyFreem,ateacherofFrenchlanguage

andliterature.EllyFreemwasf士omAmsterdam,thedaughterofaDutchfatherandaIewishmotheL

FromApril1949,Ia催heldthepostsofbothCuratorandDeputyDirectorofthemuseum.In}anuary

1954,hewaspromotedVice-Directorofthemuseum.Overthisperiod,hisactivitiesbegantoextend

outsidetheStedel"kMuseum.In1950,am句orexhibitionofpublicly-contributedworkswasheldat

MunichもCentralCollectingPoint.FinancedbytheAmericanBlevinDavis,theexhibitionwasosten-

siblyorganizedtorestoreGermanartもlinktothewor正d,whichhadbeenseveredbythewaLAbout

4000artworksweresubmitted,andoutstandingworkswereawardedtheBlevinDavisPrize.

Theexh量bitionludgesonthisoccasionwereanimpressiveline-up(丘g.9):thepainterWil正y

Baumeister;EwaldMatar6,whotaughtsculptureattheDusseldorfAcademy;MaxHuggler,Director

oftheBerneArtMuseum;W6rnerHa氏mann;Ernsゼ 肚oche,DirectoroftheGermanNationa豆Muse-

uminNnrnberg;∫eanLeymarie,DirectoroftheGrenobleArtMuseum;HansR6theloftheMunich

ArtCollections;HenryPoore,ProfヒssoroftheAmericanAcademyinRome;Ludw童gGroteandHans

Ia伍 …himself]:hisexhibitionofpubl童cly-contributedworkswasnotparticlllarlynoteworthyinahis一
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丘g.9Exhib正tionofGermanArt,BlevinDavisPrize,jurymembers.

Frolnle丘=Poore,Matar6,R6the1,Huggler,Baumeister,Leymarie,Ha丘mann,丁 士oche,Ia催,Grote

toricalsense,andarthistoryref6rstoitmerelyasoneoftheexhi-

bitionsheldattheCentralCollectingPointinMunich.[*19]De-

spitethis,oneisintriguedbytheextremelyanimatedatmosphere

conveyedbyphotosremainingamongtheexhibitionrecords(丘g.

10&11).Itwouldappearthatafterexperiencingthehardshipsof

war,theparticipantsweredelightedatthisopportunitytogather,

toascertaincommonvaluesystemsthroughtheactofjudgingart

works,andlusttoworktogetheronthesameground.Andisit

wishfhlthinking,orperhapsatrickofthephotographiclens,that

Ia伍 …100ksexceptionallylive工yinthesepictures?

Atanyrate,thereislittledoubtbutthatthistypeofinterna-

tionalstagewastheplacewhereIaff6coulddohismostenergetic

work,Ia催wasdrivenf士omhishomelandofGermanメexperienc一 丘g,108ζ11ExhibitionofGermallArt,

BlevinDavisPrize,lurγmembers.

19 IrisLauterbach(Red,),Z翩rα 勧5オ加 げ 箆rκ μη∫lg85`妣 肋,MUnchenl997,p.19makesaref6rellcetothisexhibltion.Manγ

photographs,newspaperarticiesandothermaterialsrelatedtoth孟sexhibitionarestoredintheIaff6Archive,
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illggreathardshipandevendangertohisli驚atthehandsoftheNazis.Andyet,accordingtoEllメhe

borenogrudgetowardtheGermans,andmaintainedclosetieswithbothhis伍ends丘omhisdaysin

GermanyandthoseconnectedtotheGermanartworld,Healsoenjoyed丘iendlyrelationswithmany

EasternEuropeansf士omtheperiodimmediatelyfbllowingthewaL

Ia醗expandedhisinternationalactivitiesa衰ertheexhibitioninMunich.HeactedasSecretary

oftheAICA(AssociationInternationaledesCritiques♂Art)f土omthesummerofl951,andVice-

Chairman丘oml955.In1956,heobtainedhisdoctoratewiththethesis"DeStijLtheDutchContri-

butiontoModernArtl'In1958,hewasappointedasap御 σα耐oc鋸(instructor)attheUniversity

ofAmsterdamArtHistoryInstitute.Atthetime,it

WaSeXtremelyirregUlartOgiveuniverSitylectureSOn

universit}孔AccordingtohiswifbEIly,thelectures

weresopopularatthetimethatthegreatlecturehall

was丘11edtocapacityandsomestudentscouldnotsit

艫轄;灘 驫讌
畿:認e∴灘e器 ご濫1慧器l
painterAsgarIomwasledtocommentthatIa価had

contributedjustasmuchtothesuccessoftheStedelりk

行g,121a僑illtlleStedelijkMuseumMuseumasSandberg,ifnotmore(丘g.12).[*20]

20
.一HallsSlzoo

,`しla旋dejeugdenhetgeloofh〕utop【eelゴ'Bεelゴ,3(oktoberl984),p.14.Ontheoccasioncomlnemoradng

Salldbergアsretire111ent,theartistsattelldillgpreselltedworksoftheirsdlrectlytoSandberg,AsgarIorn,however,重ssaidto

havewalkedpastSalldbergandhalldedhistola醗,tellillghis艶IlowCobraaltists,`AttheStedelllkMuseumandthrough

ltsactivlties,IaH道hasdolleat[easしaslnuchfbrn〕odernartasSandberg,ifllotInore3'
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FromArtMuseumtoUniversity-A右unProfbssorofModernArt

Buoyedbyhisdazzlingsuccesses,Iaff6'scareerappearedtobesmoothsai正ing,butinfactdark

cloudsweregatheringonthehorizon.Atthetime,anypersonholdingthepositionofVice-Direc-

torwasthoughttohavehisfhtureallbutassuredasthenextmuseumdirectoLAtsomepoint,how-

ever,DirectorWillemSandbergand圃 …'srelationsbegantoshowsignsofari氏.Tbda第whenmany

ofthepartiesinvolvedhavepassedawaywhilea艶wremainalive,itisdi岱cultto㎞owthewhole

truthoftheaffaiLEIIysaysthatSandberghadbegunto"f6ellealousy"towardraf驚fbrorganizinga

successionofexhibitionswiththeirownthemesandintenectua弖 丘ameworks,suchasthe"Europe

l907「'"Renaissanceinthe20thcenturゾand"Polarities:ApollonianandDionysian"exhibitions,as

wellas飴rwinninginternationalacdaimfbrhisdoctoralthesisandbeginningtoteachatauniver-

sit}dnf註ct,byl956,theyearinwhichIa縦submittedhisdoctorate,ithadbecomecleartothose

aroundthemthaUa缶 …andSandbergwerenotgettingalong.[*21]Regardingthereasonsfbrthisri食,

one皿ightciteaconfめntationstemmingf沁mSandberg'ssupPortofexpressionistartsuchasCo-

bra,versusIa醗'svaluingofanintellectualtendencyinart,beginningwithDeS両LOnemayalso

speculatethatSandbergmayhave飴voredthecontinuationofartistexhibitionsandretrospectives

overthetypeofexhibitionsIa飩organized,withtheirstrongintenectualcomponent。Thetruthof

thematterremainsamyster弊howeveL

Whateverthecase,itiscertainthatSandbergbegantothinkofasuccessorotherthanIaf驚who

couldtakethereinsa食erheretired.In1961Ja俵 …suddenlyresignedf士omtheStedel弓kMuseum.In

thiswaメthecon且ictfinallycameoutintotheopen,andthemassmediawrote且oridarticlesabout

candidatesfbrthesuccessor,evencompetingfbrscoops.The丘rstnametobementionedwasthat

ofPontusHultenoftheStockholmArtMuseum.In飴ct,Hultenwasnotevena丘nalcandidatefbr

thepost,andwaslateremployedbytheCentrePompidou.ThenexttobementionedwasEddyde

Wilde,DirectoroftheVanAbbeMuseuminEindhovenatthattime.DeWildewasin魚ctchosenas

Directorover∫aff6ina丘nalvoteinl963,[*22]twoyearsa丘erIaf畄 もresignation.

21

22

FromEl汐Interview.ThmughincidentssuchasoneatthecelebratorypartyfbrIaf驚'sdoctoralthesis,atwhichSandberg

madenegativecommentsaboutIa饉,itseelnstohavebeenquitedeartoEIIyandothersaroundthemthatthetwowerenot

ongoodterms.

"M
LDeWildebenoemdtotdirecteurSM,DL∫a催kreeg13stemmenl'Aゆ 御θθηDゆ 厩(21maart,1963).Ina丘nalvote

betweenDeWildeandla旋,DeWildewaschosenbyamarginof31tol3.
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Inthissameyear,∫ai驚waspromotedattheUniversityofAmsterdam丘ominstructortothe

rankofregularassociateprofbssor(わ ㍑伽9εWOO肋009伽 α・),andwasalsoappointedDirectorof

Amsterdam's∫oodsHistorischMuseum(MuseumofIewishHistory).SinceIa伍 …'sinstructorpost

hadbeenanunsalariedone,hereceivednopaywhatsoeverinthetwoyearswhichelapsedf止om

hisresignationf士omtheartmuseulntohispromotiontouniversityprof6ssor,leavingtheburden

onhiswi飴Ellytomakeendsmeet.Itseemstohavebeennoeasアtaskfbrla催tobecomeapro角s.

soLIn魚ct,accordingtoEll》 ろIa伍 …'smentorRegterenAltenahadshownseriousreservationsabout

makingIa促apro角sso二WhenIa麁'sunclePaulasked,"Whycaゴtmynephewbecomeapro色s-

sor～",RegterenAltenaissaidtohavereplied,"Becausehe'sacommunist～'Therewasavigorousan-

ti-communistmovementinthe50'sand60's,歌ndIa缶 …,likemanyotherlefトwingIewishintellec.

tualsoftheday;wasviewedwithsuspicion.[*23]][heAmericangovernmentrefUsedtoissuehima

visa,hismailwascensoredinHolland,andhewasapparentlydeniedpermissiontoappearliveon

radio.Infact,neitherIai張 …norhiswif6hadeverbeenmembersoftheCommunistPart脇yetElly

wastreatedassuchbecausetwocommitteemembersoftheanti-nuclearorganizationshebelonged

tOWereCOmmUn1StS.

LookingattodaゾsAmsterdaln,itishardtoimaginethissortofthingtakingplacethere.His-

toricall脇Holland,andAmsterdaminparticular,hasbeenextremelyreceptivetofbreignersofall

kinds,includingIews.皿)day;thecityremainsopentofbreignersandhasadecidedlylefセ ーwingfセel

toit.Andyetatthistime,thereseemtohavebeenalmostinsurmountab量ehurdlespreventingle丘 一

wingIewishintellectualsofGermanorigin食omholding .anykindofo伍cialpost.WhenIaskedElly

whethershethoughtnationalismoranti-Semitismhadbeenafactorinthechoiceofthemuseum

director'ssuccessor,shereplied,"No,Idon'tthinkso,becauseHollandisbasicallyanopencountr笋

buttherearealsosomesubtleemotionalelementsthere."

1皿theend,Ho1】andallottedJa麁theroiesofprofεssoranddirectoroftheMuseumof∫ewish

HistorγInspiteofvariousobstacles,Ia伍 …becameafhllprofヒssor(gθwooη んoqglθ駕 αりandattained

asecuresocialstanding.Adif五cultsituationofaso出ewhatdif琵rentnature,however,aroseatthis

point.Severalyearsa丘erhisappointmentaspro飴ssoちthewholeuniversitywasdrawnintothevor一

Ge・rgeLMosse,Cεr鷹'z/6階 β卿 κ4ル 癜f∬ π,1亡hacaJndianaUn正vers貯P肥ss1985,Chap亡er4wasc・nsultedinreg訂d

totheIewishleft-wingidentity=
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texofthestudentmovementandthecampusdemocratizationmovement。InHolland,the60'swit-

nessedtheriseofananti-Establishmentmovement㎞ownasProvo.Evenwithintheuniversit男it

seemsthatthestudentmovementwasparticularlyvigorousattheArtHistoryInstitute.[*24]Tbgive

aconcreteexample,丘omthisperiodonthroughtothe70もitbecamedi伍culttoholdclassesinthe

so-calledlecturefbrmat.Thisstateofeducationwascriticizedonthegroundsthatprofbssorsone-

sidedlyfbrcedtheirknowledgeandvaluesontothestudents肋lntheirteachingplatfbrms,andmost

classesweretransfbrmedintosmallseminarfbrmats』[hisr司ectionofthelecturefbrmatcontinued

fbrquitesometime,anditwasapparentlyonlyasIa伍 …wasapproachingretirementthathebecame

abletohold正ecturesagain.Ifthishadon正ybeenamovementtodemocratizethecampus,itseems

unlikelythatIa麁wouldhavefb皿danymajorproblemswithit.Whenthestudentsandyounger

sta仔membersattheArtHistoryInstitute,howeveLshi丘edabruptlyf止omestablishedresearchmeth-

odsinthedirectionofideologicalcriticism,itbegantoleadtof士ictionwithIa齦 ….Ia促belongedto

the且nalgenerationtoacquireclassical"Bμ4槻g"(learning)withintheGermanGymnasiumsystem,

and丘)rthisreasonthechangeinvahlesqfthe60'sturnedits五reonIa儡 …,whowasstillverymuchin

theprimeofhisli免.

WhenIstartedtos重udyinAmsterdaminI981,thelecturefbrmathadbeenrestored,and∫a二

驚gavetalksonPicassoandDeStijhnthegreatlecturehalL丁heDeStijllectureswereparticularly

popular,andIrecallthelivelyquestion-and-answerperiodswhichfbllowed.Theoverallcurricu-

lumoftheinstitute,however,consistedoverwhelminglyofclassesintheseminarratherthanlec-

turefbrmat.Theteacher'sroleinsuchseminarswastogivesomesortofdirectiontotheproceed-

ingsandthenactmoreorlessasanobserveLclearlyenvisioningaclassroomsituationinwhichthe

leadershiplaywiththestudents.Iwasparticularlystruckbytheprevalenceofideologicalcriticism

andsociologicalapproachesinyoungerteachers'classes.[*25]Ididnotthinkmuchabouttherea-

sonfbrthisatthetime,butthiswasunmistakablyalingeringe麁ctofthestudentmovementsofthe

past.YbungerstaffandstudentsclearlytreatedIaf髭withrespect,yetwhentheydidcriticizehimin

somewa防itwasinvariablytosaゾ`la伍 …isn'tcriticalenough2'Inotherwords,Ia伍 …,inspiteofbe一

4
A

「
ゾ

2

2

HansSizoo,op.cit.(Note20)wasconsultedinregardtoProvoandthe60もgeneration.

SeeK6dera聡ukasa,`AnIntroductiontoOverseasInstitutes-theUniversi尊ofAmsterd㎜ArtHistoryInstitutel'Pん110鰄 α

2,1985,pp.201-204.(inIapanese)
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ingaMarxist,wasunabletosystematizeortheorizehispoliticalstanceinanyclear丘)rmwithinhis

arthistoricalresearch.]:houghhediscussedcontemporaryart,hismethodofdiscussionwasquitea

ClaSSiCalOne.

Ia麁,whohadbeeninpoorhealthfbrsometimebefbrehisretirement,passedawayin1984,

justoneweekbefbrehewasduetoretireo伍ciallγInlightofthis,thebookpreparedtocommemo-

ratehisretirementtookoninsteadtheaspectofacollectionofmemorialessays,titled"Meteigen

ogen(withmyowneyes)2'狐oughIaf発hadnevercharacterizedhisownviewofthingsasanexpert

one,heassertedateveryavailableoPPortunitythatthe觚`50η ゴ診亡γ80farthistorydidindeedliein

theactof"looking2'BehindIa催 もpersistentclingingtothisseeminglyobviousassertionlayhisin-

tenttocriticizeandremonstrateagainsttheideologicaltendenciesoftheyoungergeneration.And

yet,onesensessomethingmoreprofbundthanthismotivationalonelurkingbehindIa伍 …'sattach-

mentto巛lookingl'aInatterwhichwillbedealtwithlaterinthisstudyl

2.WrittenWorks

Ia旋dealtwithagreatvarietyofthemesinhiswritings.Thisstudywillexamineonlyaf6wof

hismoreimportantworks.Foranoverallpicture,readersmayref6rtothecompletelistofIa伍 …'s

writtenworksappearingintheappendixoftheanthologymentionedatthebeginningofthisstud)孔

Ia艇'swritingmosto負eninvolvesDeS鱒1,Mondrian,orvanGogh.Otherrecurringmodernart

themesarePicasso,ChagallandCobra.Otherworksappearingintheanthologyincludearticles

ontheApolloTbmpleatPhigalia,RungeandHumbertdeSuperville,Schinkel,Goethe,iconsand

contemporaryart,Baudelaire,RomanticismJewishHaggadah,emigratedartistsetc.Additional-

1払thereiseYidencethatIaf驚waspreparingfbranunwrittenworkonthespringsandfbuntainsin

Italianρ 脇ZZα5.[*26]

Iaff6wroteseveralworksonantiquityandtheMiddleAges,buthisbasicsphereofinterest

clearlylayinmodernart.Inatreatmentoficons,fbrexample,Ia催endsupquotingK:andinskyin

regardtothemodernitアoftheiconJaf驚wrotealmostnothing,howeveろonthesu切ectofAmerican

26 Photographicdataandf士agmentsofamanuscriptonthesubjectofItalianpfαzzα5remaininthe∫a飩Archive.
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modernart.HeoncehadtheexperienceoflivingintheUnitedStatesattheinvitationofHarvard

Universit}山utIai驚 もwifbsaysthattheUhitedStatesheldl童ttleappeal丘)rhimasacountr}乙

PartlyowingtohislobasdirectoroftheMuseumofIewish .Histor対a俵 …wroteagreatdealon

subjectsrelatedtoIudaism,suchastheHaggadah,synagogues,the∫udaicaCollectionandrepresen-

tationsof∫erusalemin∫udaism.[*27]InregardtoIudaism,howeveろ ∫a欝sinterestsandunderstand-

ingrarelygobeyondtherealmofcommon㎞owledge,andhisstudiesonthematterseemdevoidof

anyclearlydiscerniblepoliticalmessage.Exceptfbrveryrareexceptions,suchashis1962newspa-

perarticletitled"IsThereSuchaThingasIewishArt～",hiswritingsonIudaismhaveasomewhat

nattone,bothacademica}lyandpoliticall男andlackthepassionofhisworksonmodernart.Perhaps

Iaf表…,anacculturatedIew;didnotidentif夕withtraditionalIewishcultureonapersonal豆evel,RatheL

totracetherootsGfIaf硲sidentit脇itisnecessarytogobacktohistime量nFran㎞urt,speci且callythe

educationhereceivedattheGoethe-Gymnasium.

Anessaytitled"ComparisonofT脚oModernPaintings"appearsatthebeginningoftheIaf驚

anthology(fig.13).[*28]In正931,a16-year-oldHansCohnsubmitteditasaclasspaperatthe

Goethe-Gymnasi㎜.][heessaycomparesFerdinandHodlerも 巛Readeご'displayedinanexhibitionat

FrankfurtもStadelArtMuseum,withErichHeckelもpaintingofthesametheme.Re飴rringtoC6zanne,

vanGogh,Gauguin,FeiningeろByzantineart,Grunewald,EIGrecoandGoetheもtheoryofcolorto

develophisargument,heendsuprecognizingtheexpressionistictendencyinallmannerofart,in-

cludingprehistoricandfblkart.Heconcludesbyemphasizingthattheartisticimageisnotamere

"reproductionl'butanexpressionisticandsymbolicentit)ろReadingthises
sa外itisevidentthatatage

l6,HansCohnhadalreadyacquireda丘mdamental㎞owledgeofarthistor男agraspoftheexpres-

sionistaesthetic,andrudimentaryideaswhichwouldlatercometoconstitutethecoreofhiswork.

Belo罵thisstudyseeksto{bllowla伍 …もideologicaldeve正opmentbyexamininghiswrittenworks

27

28

"HethemelseenhetaardseIeruzalem1'Drμ 妖8∬wε ε妨104θ ηA麗o'加
,kerstnummer1959,pp.47-6L``Synagoga-expo-

sitievanIoodsekunstinRecklinghausen1'DθGroθ ηεAη1∫`θγ4α刑御er,84(1960)53,p.9.``Inleiding1'in=exhib.cat./boゴ ∫e

γ6r1μ面e加 層5`海 ψ θη,Amsterdam(loodsHistorischMuseum)196L"Discussieovereenoudprobleem.Bestaatereen

Ioodsekunst～ 　 M8μwB鯢 βZ漉5c海Wセ θκ房αゴ93(1962),26,PP.6-7,9."lnleiding尹in:exhib.catJ磊4σ'σ α μピ亡θθηPαrf``μ 距θアθ

γ♂rz翩 θ1∫㎎ ～Amsterdam(loodsHistorischMuseum)1964.町he丑lustrationsl'in:MSpitzer(ed.),賄 ε腕憾 ん餬 助 ㎎gθ 伽

qブ亡んeBεzαZθZN彑 ∫め吻zlAπ/レ 毎5εμ〃2加1乙rμ5αZeη 軍,1967,pp.31-89。

Seenote9、
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fig.13巛VbrgleichzweiermodernerGemalde"

inroughlychronologicalordeLAsisstatedinboththeprefaceandpostscriptofIaf張 …'santholog男the

conceptofB∫1伽 ㎎heacquiredattheGoethe-GymnasiumunmistakablypervadesallofIa麁'swork

onafUndamentallevel.Therealquestionishowandonwhatievelthisconceptproceedstodevelop.

1臙 ㎏

AsispointedoutinMosseもGθ 跏 仞1帥5Bηoη41掘9鯑andstudiesofmodernIudaismin

general,theconceptofB'14μ ㎎isindispensableibrunderstandingmodernEuropeanIews,andGer-

manIewsinparticulaL[*29]TheliberationoftheEuropeanIewsbeganwhentheEnhghtenment

spreadthroughoutEurQpewiththeNapoleonicwars,andrevolutiontransf6rredpoliticalpower

廿omthearistocracytothenewemergingclassoftownspeople.Itisawell一 ㎞ownfactthatthecon-

ceptofB∫Zぬ ηgiscomprisedofidealsestablishedbyGermanclassicistwriterssuchasGoethe,Schil一

29 Mosse,op.cit.(Note23).
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lerandHumboldt.Itinvolvesthepursuitofauniversalandidea正humanitメendowedwithintellec-

tualbeautyandethicalnobility;whichharmoniouslyinteg止atesthetrue,thegoodandthebeautifUl.

Theseedsofthishumanityexistwithineachandeveryhumanbeing,andcanbenurturedand

broughtoutbyErz∫ θ肋 ηg(education).WhileB11伽 ㎎isessentiallyanindividualisticideal,italso

cametobolstertheideo1QgyoftheemergingtQwnspeoplざsclass,asanewvaluetoreplacearisto-

craticnobilityoftheblood.

TheIewsliberatedattheheightoftheEnlightenmentpromptlyembracedtheidealofB歪1ぬ ηg.

ThetimingoftheliberationofIewsinGermanyandthesurroundingarea,andtheidealofB'Z跏 ㎎

perceivedbythesenewly-liberatedIews,hadadefinitiveimpactonsubsequentGermanIewish

identit)孔ByeducatingthemselvesJewishpeoplemadeitpossible長)rthemselvesto正iveasGermans

andcosmopolitans.

InordertogetadearpictureoftheidealofBll伽 ㎎ ～itmaybeusefultoen磁sionitsconceptual

opposite:nationalismandethnocentrism,whichfavoremotionoverreasonandthegroupoverthe

individuaLNeedlesstosay」itwastherapidrushinthisdirectionthatbroughtaboutthehorrorsof

theHolocaust.Racialandnationalmythsthatallownoroomfbrrationa正ization,right-wingnation-

alisticideologythatpromulgatesidealsof"pure-heartedandwell-intentionedhumanbeings,simple

andunsulliedbyreason"一theseconstitutetheultimatemenacetotheidealofBゴ1ぬ ㎎.InhisR(ヶ1θ κ一

∫oη∬ μrlogμ ε5"oη ノαi㍗θ,Sartreexpressesthistypeofanti-Semiticrhetoricasfbllows:"Letusleave

totheIewsaHthatcanbeprocuredbymeansoftheinteUectormoneメfbrsuchthingsareluste皿P-

tγAIIthatistrulyimportantisthatwhichisofirrationa正value,andthatistheverythingweshall

nevergrantthem[*30]"

EvenastimeschangedandB∫1伽 ηgwasreducedtoanaccoutrementofbourgeoismaterialism,

theIewsclungtothe丘)rmeridealofBゴZ4躍g,fbrsincetheirliberationithadbeenvirtuallytheonly

way{brthemtolivehonorablメOnecouldgofUrtherandsaythatwhenthisidealcrumblesandeth-

nocentrismtakescontroloftheworld,theIewslosenotonlytheirhonorablewayofli免butevena

landtolivethatli艶iR,Itisalreadyawell一 ㎞own魚ctthattheGermanIewsbecamehighlyaccultur-

atedinGermany;becominginsomewaysbetter-versedinclassicalGermanculturethantheGer一

30 Iean-PaulSartre,R朔 εκ纏5∫ 解1α 卿 θ5勿 η卸 惚,Paris1954.Ref6rredtoIapanesetranslationpublishedbyIwanamiShin-

sho,1956,p24,
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mansthemselves.[*31]Withthepassageoftime,however,theconceptofBl1跏 ηgcametobealter一.

natelymisunderstood,distortedtoserveethnocentricinterests,andevenconstruedassomesortof

religiousidea.Withthis,thesituationbecamemoreandInoredangerous{brtheIews.Moreover,

theidealofB11ぬ ηg,whichshouldrightfUllyhavebeenmadeavailabletoallpeople,cametobecon-

trolledbytheintellectualeliteatgymnasiaanduniversities,anassetavailableonlytoaprivileged

minorit弘ThemoretheIewsdungtothisasset,themorethe"simp玉emasses,"andtheright-wing

nationalistsbentoninstigatingthem,cametoviewtheIewswithhostilit払doomingthemtofUrther

isOlation.[*32]

ThoughIa伍 …waseducatedinthe丘naldaysoftheWbimarRepublic、theeducationprovidedat

prestigiousgymnasiaofthetimewouldcertainlyhavebeenbasedonthetraditionsofB∫ 」伽 ηg.In-

deed,onecan丘ndtracesofthisinIaf欝ssubsequentwritings,suchas"TheFriezeoftheApolloTbm-

pleatPhigaliゴ'(1976),"SchinkelsGemalde`BlickinGriechenlandsBlute'一einBildungsbild"(1982),

"GoetheenNederlandseschilderkunst"(1983)
,and"FarbetheorieundFormtheorie;Rungeund

HumbertdeSuperville"(1979).Onecanalso丘ndquotes丘omGoethein``Inleidillgtotdekunstvan

Mondriaan"(1959)andIa魚 …'snotes丘)rtheunrealizedlecturewhichwouldhavecommemoratedhis

retirement.[*33]Itisimpossibleto㎞owHansCohn'stakeontheidealofBl1跏 ㎎,isolatedandossi一

丘edasithadbecomewithintheacade血cworld,atthetimehewascompletinghiseducationatthe

gymnasium.Thereislittledoubt,however,thatwitnessingthedemiseoftheidealofB∫1跏 ㎎would

havele丘1af丑 …wi亡hanxietアabouthisfUture,aswellasakeenrealizationthathecouldnotpersistin

・li・gi・gt・th・idea1・ ・itw… ～>h・t・t・nce,th・n,didl・ 催 ・d・ptt・
.・・P・withthi・?n・ 丘・・tk・y・t・

丘ndingoutliewithinIaf艶'sinaugurallectureandhisdoctoralthesis.

31

2

3

つ」

3

MossecitesthefactthatmanymembersoftheGermanGoetheAssociationwereIewish(op.citりNote23,f士omp.94).Fur-

thermore,PeterGa男 片 θ忽,知w5卿 ゴo飾 εrGεr御o"5r御 α5'εr5仞4γ ゴσ`肋5助 配04θ 禰 ∫古c㍑伽rε(Oxfbrdl978)citesseveral

examplesoftheextenttowhichacculturationoftheIewshadprogressed.(lapanesetranslation,p.205,etc.)

Mosse,op.cit.(Note23),pp.28-31.

"SchinkelsGemalde`BlickinGriechenlandsBlute' 一einBildungsbild尹Wf∬ θη5c乃41肋 εZ8琵 ∫o海r轣4εrErπ ∫`一Mo漉zArη 誑

し砺 γθr5'纏G7θ 丞w副4,31(1982)2/3,pp.121-125."GoetheenNederlandseschilderkunstノ'D碗5θKナoηf盈33(1983)4,

pp.2-12."FarbtheorieundFormtheorie=RungeundHumbertdeSuperville尹W冨55θ"∫ch頃Z励 εZ碗5`加 雛4εrErη5∫ 一Morf`z

Arη4∫ し励vθ 緯 擁∫G解 丞 脚14,28(1979)1/2,pp.15-18.加1θ ∫ゴf響 ∫of4β たμη舘vμ ηMoη ゴ7f砌 η,Assen(Born)工959.Allofthe

aboveareincludedinOγ θ厂し配(ψ陀 θπwθrた ♂ヴたh哲4(NoteI)・

088 鬘鴛宝穿ぎ多翕¢誉}転 霞賢 畿巻耗i駐$鋒 彰鼻奪3『紫芻 裁£量i亨i審脅峯



DeStijl

AmongIa催 もworkasanacademic,hisdoctoralthesis,``DeStijl:DutchContributiontoMod-

ernArtl'hisinaugurallectureasaninstructor,``TheProblemofRealityinTWentieth-CenturyArt"

(1958),andhisinaugurallectureasaprof6ssor(or繭 θ),"Hetbeeldenhetwoord"(1964),arepar-

ticularlysigni丘cant.[*34]AttheUniversityofAmsterdam,doctoralthesisdefをnsesandinaugural

lecturesbyinstructorsandprofbssorsareheldintheuniversityauditorium(theChurchofSt.Luther

indowntownAmsterdam).Moreorlesscompletelyopentothegeneralpublic,sucheventsarealso

theobjectofconsiderablepublicinterest.Mostsuchlecturesarepublished,andtheircontentsare

倉equentlydebatedonthepagesofnewspapers.Furthermore,

theyareaimednotonlyatspecializedscholarsoruniversi-

tycolleaguesbutalsoatthegeneralpublic,withtheintentof

denlonstratingthespeaker'sacademicandpoliticalstanceasa

scholar.Forthisreason,sucheventso麁r魚scinatingglimpses

Qfacandidsideofthescholarswhichisnotreadilyvisiblein

theirwrittenscholarshipThisstudywillnowfbcusonIaf丑 …'s

inaugurallectureasaninstructor,whichnotonlyservedasIaf一

艶'sstartingPointasanacademic,butalsoexpresseshisstance

mostclearlyamongtheworksinquestionhere(丘g.14).

Iaff壱'sinaugurallectureasaninstructor,``TheProblem

ofRealityinTwentieth-CenturyArtノ'touchesonthework

ofMondrian,VanDoesburg,Kandinsky,Klee,VanGogh,

Courbet,MonetandC6zanne.Besidescommentsbytheafbre一 且

9,141a驚,lnaUgUralleCtUre,UniVerSity

mentionedartists,Iaff6alsoquotesMaxDvo通k,RilkeandofAmsterdam.

Flaubertashedevelopsatheoreticdef6nseofmodernart.In

34 H,LC.laff6,DεS塀1917-」931,ぬ8D厩 凶 ω 雁rめ 班loη`oη τ04εrηαr亡,Amsterdaln1956.H8ゆroう1εe初 漉 γwεrκε1ヴ肋 ε観1η

ゴθ加 εZづεη4猷 瑚 ∫朗 θrXXε βeμw,Alnsterdam1958.He亡 ∂εε14θηんε'woor4,Amsterdam1964.la伍 …'sdoctoralthesiswasre-

publishedllll986bアMeulenho田Landsho仔alldHarvardUniversityPress.Thelattertwoarei1兀ludedilltheIa麁anthol-

09昇Jaf驚 もillauguraUectureasinstructor、listedsecondabove,hasalsobeellpubhshed}nFrenchandEnghsh.「`Leproblさ 一

medelar6alit6danslapeinturecontemporaineノ'B㍑ 〃ε伽4e∫M矼 ∫6ε5R〔り!側κ4θ5B8翩 κ一Ar'5,8(1959)3,pp、149-167,"The

problemofrealitγintwentieth-centuryartl'D♂1古 σ,2(1959)2,pp,3443.
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termsofcontent,Ia魚 …,drawingonDvofakandWbrringer,arguesthatmodernart,andabstractart

inparticular,isareflectionoftherealityofthemodernworld,thengoesontoa伍rmitssigni丘cance

assuch.[*35]][hefbllowingisanexcerptffomtheconclusionofthelecture.

Inotherwords,valueofatranscendentalnature,realityintheoldsenseoftheterm槻fγ ε飆 一

1ぬ5㍑ 班7θ α1的.Forthesakeofthisvalue,thesensualpleasureoforganic"matterl'thenaturalistic,

the"materialworldl'theworldofaestheticappearances_thesehavealreadybeenbanishedentire-

lyf士om20thcenturyart.Thisbanishmentischaracterizedbystruggle,astruggletowardthepurity

whichisanattributeoftheAbsolute.Alongwiththistendencytowardpurit)由owever,ith耳ssimul-

taneouslybeena丘)rmofprotestanddissent-aprotestagainsttherealityoftoday;againsttheinsig-

ni五canceof"matter;"againstthepowerlessnessofman,Intodaゾsworld,merebeautyisa魚lsehood.

Inaworldofnudearbombs,withthelatentpotentia1丘)ratragedyevenf白rgreaterthanthatof

Hiroshima,beautyhasbeende丘ledanddiminished.皿1enuclearbombhasreducedtheivorytower

of"artfbrart'ssake"toruins."Material"beautyhasbeenfhrtherdiminishedbyanotherfactaswelL

Thatis,beautyhas負)rsakenpeopletoonumeroustocount,andhasbecomeaprivilegeaccessible

onlytoachosenf6wpeopleinachosenf6wnations.(_)][heroleofourselvesandourcontempo-

raries,then,istorespectfUllyandpatientlypointoutthesemioticsofthese【modernarts].(_)"When

Icandepictthesesigns,amongthemsignsinwhichIcandiscovermysel£onacanvas;andwhena

numberofotherhumanbeingsaretouchedbythese,andextendmethehandofbrotherhood-at

thattime,Ishallf6elthatIhaveattainedvictor男andshallwish丘)rnothingmore.Ibelievethatthe

qualityofaworkofartcanbemeasuredbytheamountofhumanityitcontains,andtheamountof

humanityitevokes"(RogerBissiさre).(_)"][hemoreIthinkaboutit,themoreIf6elthatnothing

issotrulyartisticastheactoflovingothers"(V註nGogh).皿1erelationbetweenmanandrealityhas

undergonemyriadtransfbrmations,butisinexorablylinkedtohumantiesineveryage.[*36]

35

36

Ihavealreadydealtwiththecontentsofthislecture,aswellasitscriticismbyEvertvanUitert,whosucceededIaf丑 …もprofヒs-

sorialposition,inapreviousstudアSeeKOderaTヨukasa,op.cit.(Notel),pp.309-325.IalsoconsultedvanUitert'scriticism

ofIa魚 …(E.vanUitとrt,op.cit.,Note1);andRobLambers,"HansIaf張 …,kunsthistoricusenpromotorvandemodernekunstl'

Kμ η∫'距`h亡14(1993)1,ppユ0-14.

"H
etprobleemderwerkelijkheidindebeeldendekunstdertwintigsteeeuw5"in=Ovθ7μ`qρ ゴεθηwθ 承 ε1ヴ緬 ε耐(Note1),

pp.31-33.
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Thisconstitutesasortofconf6ssionoffaith.Inshort,theworldofso-calledrealisticorrepre.

sentationalpainterlybeautyisafalsehoodinthemodernworld.Onlytheworldpresentedbymod-

ernartcantransfセritselfintohumanties-notanationalorethnicbond,butabondwhichcon-

nectsindividuals.Mi豆dthoughitmaybe,Ia伍 …hasthusworkedasubtlemessageofanti-warandle丘 一

wingideologyinξohisdiscourseonmodernart.ThecoreelementsofIaf膠sideologyareallmoreor

lesspresentinthislecture.TheidealvisionwhichIaf驚depicts,bothdirectlyandindirectlメovera

widerangeofthemesinhiswritingscanalsobefbundinthislectureinpracticallyidenticalfbrm.

ThefactthatIa醗chosetheDeStりlmovementfbrhisdoctoralthesisa豆soshowsthathefdtagreat

a缶nityfbrtheimageoftheworldidealizedbyDeStり 豆orMondrian.n)Ia催,MondrianandDeS両l

werenotmere正ytheobjectofhisartistic量nterest,butalsoofhissocialandethicalinterestanddeep

empathγAndattherootofthisidealizedimageoftheworldwithwhichIa催empathized,one丘nds

theuniversalvalueandcosmopolitanismofart.

TheAICAInternationalConfεrence-TheNationalandInternationalCharacterof

ModernArt

TheIa驚ArchivecontainsmaterialsrelatedtotheAICA(AssociationInternationaledesCri-

tiquesdArt)Conf6renceheldinWarsawin1960』[hebasicthemesetfbrthiscon色rencewas,"The

InternationalCharacterofModernArt,andtheRolePlaアedbγVariousNationalCharactersinits

Formation2'Befbrethecon艶rence,asurveywasconductedbytheorganizers,andtheresultswere

distributedattheconfヒrenceasrefセrencedata.匚*37]Thedataisfascinatinginthesensethatitcon一

37 Theresultsofthesurveyweresummarizedinatypeddocument.VIICONGRESINTERNATIONALDESCRITIQUES

DAR冗Varsovie-Septembre1960,rARr-LESNATIONS-rUNIVERS,Enqu合teInternationale,SectionPolonaisede

lAICA,V急rsovie,rueDluga26-28,InstytutSztukiPAN.1)rartmoderneentantqueph6nomさneinternational.2)rart

moderneentantquer6sultatetexpressiondesmultiplestraditionsettendancesartistiquesdesdiff6rentspeuples.3)Lart

moderneetlesperspectivesdudεvelopmentdel'artdesdiff6rentspeuples.Inadditiontorepliestothesurve笋thenames

oftheparticipantsarelistedintheprogramfbrtheconf6rence.Inspectionoftheserevealsthatfεwoftheparticipants

were丘omGermanyorBritainwhileaconspicuouslyIargen㎜berofthemwereFrench,indicatingtheactiveandsystem-

aticparticipationoftheFrenchcontingent.TheAICADirectoratthetimewasIamesIohnsonSweeneyandtheConf6r-

enceSecretary-GeneralwasIuliuszStarzyhski(Poland),HeadoftheAICA蓐PolishSection,whileLionel豆oV6nturiactedas

HonoraryChairman.GiulioCarloArgan(ltaly),RaymondCognat(France),PierreCourthion(Switzerland),∫J.Crespode

laSerna(Mexico),HafmG㎜zu(Israel),WillGrohmann(Germany),EmileLangui(Belgium),MarioPedrosa(Brazil)and

TbminagaS6ichiσapan)arelistedasAICAo伍cials.GeorgesWildensteinisnamedasanhonorarymember.GertSch岻
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veysthestateoftheEuropeanartworldin1960,andishelpfUIfbrunderstandingIaff6'sstanceat

thetime,Thesurveyconsistedofthreequestionheadings:1)modernartasaninternationalphe-

nomenon;2)modernartastheresultorexpressionofthemultip正eartistictraditionsandtendencies

ofvariousnationsandtheirpeoples;and3)modernartandperspectivesonartisticdevelopments

amongvariousnationsandtheirpeoples.Onecansummarizethesupplementaryexplanationsfbr

eachheadingmoreorlessas丘)llows.First,canmodernartbeunderstoodastheproductofonesin-

gleanduni丘edinternationalcharacter,andifso,inwhatsense～Secondl男whatinfluencedo面odern

art'sdiverseorigins,andthefactthatmodernartiscreatedbyavarietyofnationsandpeoples,have

onitscharacterinthiscase～Thirdlメwilltheartoftheworld'svariouscountriesandpeop正escon-

vergeintooneuni丘edfbrminthefUture,ordivergeintoanevengreatervarietyoffbrms?

About20responseswerereceivedf士omartcritics,arthistorians,architectsandotherspecial-

istsf士omFrance,Holland,German弊Poland,Italy;YUgoslaviaandColombiapriortotheconf6r-

ence』 血erespondentsincludedIanBialostocki,WaldemarGeorge,PierreRestan}琴PierreCour-

thion,MichelRagon,and,ofcourse,Ia促,whowasVice-ChairmanoftheAICAatthetime.Ia飩

Iookedovertheassembledsurveydataand,inmanycases,wroteshortcommentsorunderlined

passagesinpenciLlhefbllowingareextractsf土omsomeofthepassagesunderlinedorotherwise

notedbyIaf驚.

An``artist"trulyworthyofthetitlecanattainuniversalitywithoutceasingtobehimselforflee-

ingtheplaceinwhichhe丘ndshimself(_)Modernartisnot,andcanneverbe,anentirelyfabri-

catedlanguagelikeVblapUkorEsperanto.Itmustillustratediversitywithinunityl匚*38](Waldemar

George.Notunderlined,buttheentirele仕columnhasbeenmarkedwithaverticalline,)

38

DoreAshton,Ren61ullian,IacquesLassaigne,PierreRestan払RenildeHammacher-vandenBrande,PeterSelz,Wladyslawa

Iaworska,andNakaharaYαsukearelistedasparticipants.Ia儷'snotesalsoincludethename"肱kashina,Usami"aspartici-

pants.Furthermore,Iaf驚'sownreportontheconf6rencewaspublished."HetVIIeCongresvandeA.1.CA.teWarschaul}

Mμ5ε μηり'oμrησα」6(1961)8,PP.191-94.

"U
nartistevraimentdignedecetitrepeutatteindrel'unive厂salit6sanscesserd篭trelui-memeetsansj㎜aiss'6vaderdeson

plan.DantevouaitunculteaRomemaisn'aimaitqueFlorence.

rartmodernen'estpasetnepeut合treunlangagefabriqu6detoutespiさcescommeleVblapnkoubienl'Esp6ranto.Ildoitil-

lustrerladiversit6dansl'unit6～'(WaldemarGeorge)
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Asweourselveshaveshown,modernart_

p塰 …;itcreatesacommonIanguagefbrthem.Theircreations,however,willvarygreatlydepending

onthedegreeofnationaldevelopmentandthenationaldisposition.Theresult宝sakintodialects'

tendencytodiversi旬withinacommonlanguage.ThusmodernartisinnowayatypeofV61apUk

orEsperanto.Unlikeanarti丘ciallanguage,modernartnevertriesto``translate"thecontentofna-

tionalcreations,butexpressesitinsteadwithdirectnessandtheutmostsincerity諏)ritisessentially

internationalanduniversalinnature.[*39](FranceStele,YUgoslavia.)

Thetormentthatputspaintinginmotionisthatoftheanguishofbeing.ユh-g

hasbecomethe丘rstand丘nal'usti丘cationofthecreativeact.Purelyaestheticconceptsaresecond

aryinthisenterpriseofself-realization.(_)Paintinghasbecometheinternational,sensualandim.

mediatelanguagefbrexpressingtheanguishofbeing.Boththecreatorandvieweroftheworkspeak

thissamelanguage.Thedevoteesofthe丘nel-craftedob'et,theeicuresoftheaintinworld,are

headedfbrextinction.[*40](PierreRestany江hesecondunderlinedpassagehasbeenmarkedwitha

questionrnark.)

Overall,modernartisapparentlyviewedasacommonlanguageoftheworld'svariouspeoples.

ItisnotanartificiallanguagelikeEsperantoorVblap{ik,butonethatrestsonartistic``creation3'

Norisitbelievedtoeliminateorassimilateindividualornationalcharacter.Theseideasconstitute

AICAsbasicideologicallineatthetime,andIa醗'sresponsestothesurveymoreorlessfbllowthis

line.WhatdistinguishesIa振 …'sresponsef士omtheothersarehisuseofDeStりlasanillustrativeex一

39

40

`℃om
menousI'avonsexpos6,1'artmodernen蒼cartepaslbriginalit6artistiquedesdiverspeuples;elleleurcr6eunlangage

commun,maisleurscr6ationsdiff乙rentin丘nimentselonledegr6de1セvolutionetdesdispositionsnationales.Ler6sultatest

semblableauxtendencesdedi丘 壱rentiationdesdialectesauseind'unelanguecommune.Lartmodernen篭stdoncnullement

uneespとcedevolapUkouesp6ranto.Encontrasteavecunelanguearti丘cielle,1'artmodernenピtraduit'paslecontenudes

cr6ationsnationales,mais,parcequ'ilestessentiellementinternationaletuniverse1,il1セxprimedirectementetavecpleine

sinc6rite."(FranceStele,Y6ugoslavie)

"L
etourmentquianimelapeintureestceluidel'angoissed姿tre.Cetteanoissed詮treestdevenuela'usti丘cationremiさreet

derniをredel'actecr6ateur:Leconceptesth6tiquepurpasseausecondplandanscetteentrepriseder6alisationdesoi.〔..,)

Laeintureestdevenuelelanaeinternational,sensueletimmediatderanoissed篭tre.Auteuretspectateurdel'oeuvre

parlentcem邑melangage.LesamateursdeIbb'etbienfatJesastronomesdeIaeinturetendentadisaraitrel'(PierreRestany)
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ample,andhisemphasisontheDutchnationalcharacterIa伍 …beginsasfbllows:"TheDeSt"lmove-

menthascreateduniversalvalues,andactuallyproducedworksofuniversalvalue.Ithasthusmade

acontribution,nationalinorigin,totheinternationaldevelopmentofartinourcenturゾ'Hepro-

ceedstostatethat`町heartofDeSt弓1(_)isdeeplyrootedinthespiritualclimateoftheNether-

landsl'andwritesthattherightanglesandhorizontallineswhichmakeuptheDeS両1`style'owe

somethingtotheDutchlandscape,whichis,literall}もarti丘ciallymade.Hegoesontodescribethe

landscapeitselfassomething"humanγ θα50ηhasgiven"(italicsbywriter),andstressestheexistence

oftheDutchcharacterasoneshapedbyreason..

Ontheotherhand,theDeStりlartmovementisalsodescendedf士omanoldDutchtradition-

thatofPuritanism.ThisPuritanism-bothmoralandtheological-alreadyexistedwithinDutch

spiritualitybefbre重hearrivalofCalvinism,andithassincebecomepartofthenationalcharacter。

AllDutcharePuritans,whethertheybeProtestant,CalvinistJewishoratheist.ThisPuritan-

ism-thatistosa脇theneedfbroverriding,rigidprinciplesindailylifb-wasreinfbrcedbyCalvin-

ism.The丘rstimportantactbytheCalvinistsinHollandwasthatoficonoclasmJhemastersofDe

StijlaretherightfUldescendantsoftheseiconoclastsofthe16thcentury」(...)

Forthisprinciple[theprincipleofunifγinghumanactivityLDe`Stサ1'[style亅hascreatedthe

languageandwrittenthegrammarfbranewfbrmativevision.Thislanguagetranscendsborders,it

belongstoallthenationsofourage.[*41ユ

41
"L

emouvementduSt"lacr66desvaleursuniverselles,ilarξalis6des(£uvresuniversellementvalables;iladoncdonn6une

contribution-dbriginenationale-aud6veloppementinternationaldel'artdenotresi6cle.

rar亡duS亡 む1-1apeinturedeMondr髭m,de鞠nderLeck,de惚nDoesburge亡rarch量tecturedeOud》de惚n'tHo£deWls,

deVanEesterenetdeRietveld-estpro丘)nd6mentenracin6edansleclimatspiritueldesPays-Bas.Cetart,o血r6gnentlali-

gnedroiteetl'angledroit,aveclescouleursprimaires,est長 通tarimagede正aHQIlande.

M6mehmagephysiquepourraitycontribue卜puisquelaHoHandeestundesrarespays,ourhorizonnたstpasuneligne

imaginaire,maisunfaitvisuel=unelignedroiteethorizontale.Maiscequiestd'uneimportancebeaucoupplusgrande,cセst

lefaitquelaraisonhumaineadonn6aupaysagehollandais-cepaysageoulanaturenecomptequetrさspeu-cem合meca-

ract6redurectiligneestdelbrthogonal.(…)

D'autrepart,lemouvementartistiqueduStりlestaussiundescendantd'unevie且letraditionhollandaise-celledupurita.

n丘sme.Cepロritan三sme-moraletth6010gique-6taltd(勾a正)r65entdanslaspiritua1三t6hollandaiseavantユ 吾rrlv6educalvis-

nisme:depuisilestdevenupartieducaract6renationaL

Tbuthollandaisestpuritain,qu'ilf血tprotestant,calvinisme,luifouath6e.Cepuritanisme一 ごestadire[siclcebesoindela
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Here,"Puritanism"isnotusedinthegeneralsensebutrathertoexpressaquitespeci且candab-

stractmeaning,namely"theneedfbroverriding,rigidprinciplesindailylif63'Itwouldbedi伍cult

topointtoaconcreteexampleofthistypeof"Puritanisml'whichIa無 …claimshadalreadyexistedin

HollandbefbrethearrivalofCalvinism。Thoughthisassertionissomethingofastretch,bycalling

PuritanismaDutchtraditionandgoingoutofhiswaytolinkittotherightanglesandhorizontal

linesofNeo-PlasticismaswellastotheDutchlandscape,Ia催e麁ctivelypresentsDeStりlassilnul-

taneouslynationalandinternationaL

Tbhisdoctoralthesis,Iaff6hadalreadyaddedthesμbtitle,"DutchContributiontoModern

Art2'Bothinhisdoctoralthesisandinh圭sresponsetothesurveyonthisoccasion,hecitestheDutch

word5`hooηasanexampleunderscoringtheprofbundconnectionbetweenDeSt華landHolland.In

otherwords,hepointsoutthat5σ 乃ooηmeansboth"beautifUl"and"purel'andusesthisasevidence

tosupporthisassertionthatatraditionofequatingpuritywith"beautジexistsinHolland.[*42]

Alittlethoughtonthesubject,howeveろmakesitclearthatitwouldbeimpossibletocharacter-

izeDutcharttraditionsintermsoftheconceptsofintellectualit第purityandrigidprinciplealone.

ThoughV6rmeer,Saenredam,todaゾsPeterStruyckenandothersdomoreorless丘tintothisnarrow

senseof"traditionl'thepresenceofDutchartistssuchasRembrandt,IanSteen,VanGoghandthe

CobragroupmakesitinappropriatetocallDeSt勾landitsideals"quintessent圭allyDutch2'[*43]][he

realityofthatwhichIaf驚calls"Dutchtradition"wouldseemtobesomethingdi麁rent.

Fromhisdoctoralthesisonward,Ia銀 …continuedinhisworkofcharacterizingDeSt琴lasan

artmovementwithbothnationalandinternationalproperties。Itwasin"DieNiederlandischeStijレ

GruppeundihresozialeUtopie"(1965),whichappearedinaGermanartsandaestheticsjournal,

thatIaf丑 …expressedthisargumentinitsmostwell-roundedR)rm,treatingitasanethicalandsocial

42

43

dominationd'unprinciperigidesurIar6alit6quotidienne-aξt6renfbncξparlecalvinisme.Lapremiとreactionimportan-

tedescalvinistesenHollandefUtriconoclasme.LesmaitresduStijlsontdesdescendantsl6gitimesdecesi¢onoclastesdu

XVIesiさcle,(,..)

Pourceprincipe,le`St簟racr66unlangage,ila6critlagrammaired'unenouveUevisionplastique.Celangaged6passeIes

仕ontiさres,ilapPartientatouslespaysdenotre6poque2

MarkCheetham,R罐o控cσPμ 吻 ア(Cambridge1991)isastudyon"puritゾ'inmodernart,butthewritermakesthegriev.

ousmistakeofequatingMondrianもthinkingwithNaziideologγ

IanG.vanGelder,"TWoAspectsoftheDutchBaroque.ReasonandEmotionノ'in:肪 θG仰r1翩4Lfう 紹 厂γqf酌 εHf∫ 娩 γ〔ゾArち

5θγθ漉 θθη出C8η 嬬 アAr'加F1砌4θ 欝 砌4Hθ1～ 硼4,NewYbrk&London1976,pp.445-453,(platespp.148-153).
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ratherthananartisticissue.Inthisstudyaswellas"Deutopiederbeeldendekunstenaars"(1970),

∫ai驚demonstratestheextenttowhichfbrmativeartistspresentavisionofutop正abアmeansoftheir

workandtheorメ[*44]Belowisanextract丘om"DieNiederlandischeStijl-Gruppeundihresoziale

Utopie"inwhichIaf甃discussestheconnectionbetweenpaintingstyleandsocietγ

Indeed,enlightenmentisatthecoreofthetaskwhichMondrianandtheotherDeSt輌lmasters

haveassignedtoart.]:helightissuedhythisartpoursintoavarietyofrealms,including,ofcourse,

thesocialrealminparticulaLMondrian'swritingsonthesubjectofsocialutopiaaregrandaswelI

asmoving."Rectangularprismsofvarioussizesandshapesamplyillustratethefbllowing.Thatisto

sa罪internationalismneversigni丘eschaos,whosedo血nantelementismonoton)乙Rather,itguides

ustoanorderedunityinwhichtheboundarieshavebeenaccuratelydrawn.TheboundariesofNeo-

PlasticistpaintingcouldevenbecalledexceedinglycleaLThesebordersareneverclosedinthetrue

sense,however,Crossingperpendicularlinesdivideeachotherendlessly;andthisrhythmextends

totheentirework,Similarl脇inthefhtureinternationalordeろvariouscountrieswilleachhavetheir

ownuniquea且devenfhrther-enhancedvalue,fbrtheyareallofpreciselyequalvaluetoeachoth-

erPropernationalboundarieswillexist,inaccordancewitheachcountrゾsvalueinrelationtothe

leagueofnationsasawhole.Theseboundarieshavebeenaccuratelymarked,buttheyarenot`closedl

Thereisnoneed丘)rcustomso魚cialsorpassportsl'(_)Andinthissociet払aswellasinMondrian's

utopianrepresentations,thereisnosuchthingasclass.TheovanDoesburgmemorablyexpressed

thisinwriting:"Thereisnosuchthingasartmadebytheproletariat,fbraproletarianceasestobe

aproletarianandbecomesanartisttheinstanthecreatesartTheartistisneitherproletariannor

bourgeois,noriswhathecreatesproletarianorbourgeoisinnature;itisaworkofuniversalhuman-

kind.(_)Aslongasitisaworkofart,itcompletelytranscendsclassdi偸rencesoftheproletariat

andbourgeoisie.[*45]"

Thequote丘omMondriancomes丘om"TheNewArレTheNewLi琵:theColIectedWritingsof

44
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"DieNiederlandis
cheStijl-GruppeundihresozialeUtopieノ'掴hr伽o海 ∫髭rA5出e猷 μηゴ αZ㎏θ御θゴηθκ雌5∫瞬55ε η5c勉頃,10

(1965)pp.25-35."Deutopiederbeeldendekunstenaars;'in:P1㍑5θ ∫飽 ηvoμ5,C4)5`8118ηoγ εrrε`勉亡eηcμ 雌翩LAα ηg8う04ε η

α翩pr(ゾ 鷹A酬o亡8rgθ 崢 励 齠v砌z珈25仰 碧 んoog18鯢 薦`⑫,Haarlem(乃eenkWillink)1970,pp.478-92.

"D
eNederlandseStillgroepenhaarsocialeutopie;'inlOvεr漉qρ ∫εεηwθ 沃e吻 肋 θ14_(Notel)pp.210-21L

096 融 麟 鯑倉拜繍 黝蜜i鱗 齢鉤禦戯 魔要i》i.廴i灸離



PietMondriaバwhiletheVanDoesburgquotewastakenf止omDθ ∫吻Z.[*46]Mondrianacknowledg-

estheexistence6fnationa正bordersbutnotthatof``bordercheckpointsl'andstatesthatmaintaining

thebalancebetweenvariouscountriesconstitutesintemationalrelations。ItistherethatMondrian

丘ndsaconnectiontothefbrmativecharacteristicsofhisownwork,andaconnectiontoθ γθη漉ch`

(equilibrium),afavoritewordofMondrianもthathef士equentlyused.ForMondrian,VanDoesburg

andIaf丑 …,theutopiarepresentedthroughartisroo重edinenlightenmentanduniversalreason,a

worldwithoutclassstrugglesorbordercheckpoints.Incidentall対a催 もquoteffomMondrianends

with"Thereisnoneedfbrcustomso缶cialsorpassportsl'butinMondrian'sactualwrittenwork,

thereisonesentenceafterthiswhichconcludesthatparticularparagraph:"Fore呈gnerswillnolonger

belookeddownuponaspeoplestrippedoftheircitizenship3'Forsomereason,Iai驚chosetoomit

thisonesentencef止omhisquo重e.

Spinoza

WhenIa催discussedutopiainart,particularlyMondrianandDeStilrsutopia,therearetwo

propernounswhichf士equentlycomeup:HollandandSpinoza,1[hefbllowingareextracts丘01n"Die

NiederlandischeStill-GruppeundihresozialeUtopie":

"Here
,DeStijlもsocialutopiaappearsbefbreuswithitsfhllsigni丘canceandinunf6tteredfbrm.

ItwasnotbuiltonapoliticalorethicalR)undation,butconstitutesthe丘rstutopiatobebornofaes-

theticprinciplesandartists'insight.Forthisveryreason,thisutopiawouldappeartobecharacter-

isticofourcentur男aswellasofDutchspirituality;丘)rDutchspiritualityhasalways魚voredimages

overwordsasafbrmofexpression.Furthermore,inmanywaysthisutopia丘tsinwiththatimage

whichHuizingatermed``thedistinctivecharacterofDutchspiritualitゾInthecourseofsuchobser-

vations,oneislikelytobecomeawareofacertainkinshipbetweenpurposeand僉)rm;thatistosa矜

thekinshipwhichconnectsDeSt"rsworkasawholewiththelif6workofSpinoza.[*47]"

46

47

H.LCJa麁,DθS吻11917-1931(Note34),pp.210-54.AlsoindudedinH.Holzman&M.SJames(eds.),艶 θN伽Aπ 一 励 θ

N帥L旗 酌θCo11θ`孟θ4Wケ1吻 瓔(ゾPlθ`Mo癡 厂f翩,London(ThamesandHudson)1986.ThevanDoesburgquoteistaken

倉omDeS蠏lrg.6,p.17,

Ovεr班qμ θθηwθr舵1ヴ んんθ観(Note1),p.210.
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"(
_)Wεmustbeginbyfbrmingimageswhichwillneedtobeactualizedbysocietysooneror

lateL(_)Ifnewmencanconvertnatureintosomethinglikethatwhichshapesthemselves-that

is,tocreateabalancebetweenthenaturalandunnatural-thenallpeople,youincluded,willbe

abletoreclaimearthlyparadisethroughthesenewmen!'Thesearewordsstraight丘omMondrian's

heart.Hisartandlifεwerededicatedtothis`reclaimedparadiselInthisrespect,hebearsaresem-

blancetoSpinoza.OnecanalsopointoutsimilaritieswithSpinozainthemethodologyofMon-

drian'ssearchfbrthisparadise,whichinvolvedtheuseofclearandtheoreticai,onemightevensay

mathematical,language;andinthesensethatMondrian'sutopiawasalso`geometrica玉lydemon-

strated2Furthermore,aquintessentiaUyDutchaxiomisputintopracticeintheethica星extensionof

thisaestheticutopia.Ourword5`hooηsimultaneouslycombinesthemeaningsofboth脚o歪(beau-

tiful)andz露 γθr(pure),andtheaxiomstatesthatthekeytopurelinguisticexpressionlieswithin

thisfact.匚*48]

Inhisotherwrittenworks,too,Iai驚assertsthatSpinoza'slif6workmostcloselycharacterizes

MondrianandDeStり1'sworkasawhole,andthatthefUlltitleofSpinoza'sma圭nwork,E酌lcαor伽 ε

gεo御 θ`r此04θ ηω η5亡㍑`σ(E砺c5D¢ 褓oη5〃 祕 θ4'ηGεo御 θ`rκOr4eろgenerallyabbreviatedasE砺c),

wasthebestlinguisticcharacterizationofMondrian'sbodyofpainting.[*49]Tbbesure,thereissome

similaritybetweenthetwointhesensethatboth,whileadoptingageometric,intellectualmethodol-

og)弓arealsoethicalandprojectavisionofthefUture.However,nosourcematerialsindicatingthat

MondrianwasanadmirerofSpinozahavebeenfbund.Theon1アgroundsla鷽gives釦rlinkingthe

twoarethef註ctthattherewasacopyofSpinoza'sE砺oαintheDeStijlgroup'slibrar)乙

SpinozaalsoappearsinarticlesbyIaf丘 …dealingwithsubjectsotherthallDeStilLsuchas

((S
pinozaenhetbeeldenddenken"(1965丿,``BeeldendeEthica"(1977),and``RungeundSpinoza"

(1979).[*50]In"Spinozaenhetbeeldenddenkenl'Ia俵 …discussesthecourseofart丘omRembrandt

8

0
/

0

4
ム

4

5

治観.P.213

翅4.p,213.WhttencommentsofasimilarnaturealsoappearinH.LC.Ia麁,Moη4吻 η,BilutsuShuppansha.

``Spinozaenhetbeeldenddenken尹Mθdθ4ε 距㎎ θηγαπw解 んα 畠p勿ozσ 海μf5
,21,1eiden(Bril1)1965.IncludedinOvεr躍(4冫 彦e

θηwεrた θZヴ肋 θ耐(Note1),pp.91407.``BeeldendeEthicaノ'in=Go4、goθ6θ η たw醐4;恥25の μ"dε ㍑θrεr8γ αη4ε γ雛 ηzε5オ195∫θ

γθが餌r伽gγ 仞Prq飼 πH.ZHθ θrfηg,HJ,Andriaanse(red.),DenHaagl977,pp.305-14."RungeundSpinoza尹in=Hanna

Hohl(Hrsg.),R瑚gε,Fr㎎ θημη4跏 帥 σπθη,Munchen1979,pp.256-74.
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toDeStijl,payingspecialattentiontothepainterRunge.TheconnectionbetweenRungeand

SpinozacanbetracedtoHamburgもintellectualsandpoets,speci丘callyFriedrichHeinrichIacobi.

InheritingtheintellectuallegacyofLessing,IacobiturnedGoetheもattentiontoSpinozaもwork
,

andintroducedSpinozainGermanywiththepublicationofOη ερ∫ηoz誌 艶 ασhl㎎s-Fγo觚 σLθ 亡一

'θr'oM伽4eZ55んoηin1785JtiscertainthatHamburg'sEnlightenmentintellectuals ,Iacobifbremost

amongthem,hadagreatinHuenceonRunge;butthequestionremainsofwhyIa伍 …,noscholarof

Romanticism,wouldhavepaidsomuchattentiontoRungeasapainteLItwouldseemthat,bygiv-

ingpositiveproofoftheconnectionbetweenRungeandSpinozaJa催wasattemptingtolinkthe

northernGermantraditionofEnlightenmentphilosρph払whichproducedtheIewsofmodernEu-

rope,withthedif驚renttraditiontowhichtheDutchphilosophersbelonged .

丑)Iaff6,then,SpinozawasthehubthatheldhissplitidentitytogetherSpinoza,whocame

丘omaMarrano(SpanishandPortugueseIewswhowerefbrciblyconvertedtoRomanCatholicism)

household,fledf士omPortugaltoAmsterdaminsearchofreligiousf士eedom .Theconnectionof

SpinozatoDeSt司landRungeservedtolinkIudaism,HollandandGerman}乙ThephilosophyofEn-

lightenmentandthetraditionofBゴ1ぬ ηg～whichhadonceliberatedtheGermanIews,werethusres-

urrectedbythemediumofSpinozaandDeSt輯L

Conclusion TheUnfinishedSel仁Portrait

Dutchuniversityprof6ssorsareobligatedtoproducetwo"self-portraits"andpresentthemto

thegeneralpublic.Oneoftheseistheinaugurallecture,whiletheotheristheretirementlecture.

Inaspeechmanuscripttitled"]:heUn丘nishedSelf-Portrait-TwoSketchesofHansIa醗 もRetire-

mentLecturel'MarcAdangusesnotesle丘behindbyIa催fbrhisretirement正ecturetoventuresome

guesses,albeithighlyspeculativeones,aboutitscontent.[*51]Ia催'snotesareextremelyf士agmen-

tar)dnadditiontoGoethe,hehaswrittennamessuchasSchiller,Baudelaire,Vico,Shakespeare,

C6zanne,vanGogh,Mondrian,KleeandH田de男aswellasGeorgSchmidt,theDirectoroftheBasel

51 MarcAdang,``Eenonvoltooidzelfportret:over2schetsenvoorhansIa催sa飴cheidscollege,Amsterdam,14september

I9841'atypedlecturemanuscript,AcopyishousedintheRKDもIa振 …Archive.
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ArtMuseum.Insomeplaces,quotationpassagesareindicatedbypagenumbers.[*52]Twonotesin

French,『 ρθη∫θrαγε`～ε∫ア釧 κ"(thinkwiththeeyes)and"1'碗Z仰5e5砌'50η5,卿 θταrα'50η ηεcoη η碗

ρo瓶"(theeyehasitsreasons,ofwhichreason㎞owsnothing),andanumberofotherquotations

relatetotheimportanceof"viewing!'Otherpartsref6rtotheroleofarthistorians,therelationbe一

tweenworksofartandlanguage,andtheconnectionbetweensigni丘canceandfbrminworksofart.

Whatshouldarthis之oriansdealwith～

Notonlyhighart.[thislineiscrossedout]

52 Quotationpassagesarelistedbelo瑚inthefbrminwhichtheyappearinIa麁 もnotes.

penseraveclesyeuxlC6zanne～]

1'(£ilasesraisons,quelaraisonneconnaitpoint(422-277,p.552)[f士omPascal]

GoethelEinleitungindiePropylaen

UmvonKunstwerkeneigentlichundmitwahremNutzenfUrsichundanderezusprechen,sollteesf士eilichnurinGegen-

wartderselbengeschehen.AlleskomtaufもAnschauenan;eskommtdaraufan,dassbeidemW6rte,wodurchmanein

Kunstwerkzuerlauternhof丘,dasBestimmtestegedachtwerde,weilsonstgarnichtsgedachtwird.

Goethe=ZahmeXenien=

DummesZeugkannmanvielreden,

kannerauchschreiben,

WirdwederLeibnochSeeletodten,

EswirdallesbeimAltenbleiben;

Dummesaber,vor'saugegestellt,

hateim[sic]magischesRecht:

VゾεilesdieSinnegesesselthalt,

BleibtderGeisteinKnecht.

Vico:Denostritemporisstudiorumratione:

_dassdurchdieSprachendieGeister,nichtdieSprachen

durchdieGeistergebildetwerden_

Huxleyltragedyandthewholetruthl

Artists(...)receiveffomeventsmuchmorethanmostmenreceive,andtheycantransmitwhattheアhavereceivedwitha

peculiarpenetrativefbrce,whichdrivestheircommunicationdeepintothereader'smind.
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Mustsomedistinctionbemade?

If .so,where～Notincontent.

[_]

Whatisimportantis飴rm,butnotconventional{brm

Formthatmakesanimpression

Formandcontent-avesselandliquid

(notthatway)

Whatisit,then～[onewordisinegible]

Gra丘ingthewildroseandthedomesticrose[w'娩 εηθ4θZεγoo5],plustheoliveandsuch

Whatdoyougra丘themonto～Ontolanguage(nature)(Vico73)

Whatdoyougrafセ ～Aculturalproduct[*53]

Why;though,didIa蹤remainsoattachedto"fbrm"and"viewing"totheveryend～Sure1}ち 艶w

peoplewoulddisagreewiththeassertionthat"whentheactofviewingisneglected,arthistoryIoses

itssigni丘cance2'OnecouldoffヒrtheinterpretationthatIaf丑 …didsooutofeducationalconsiderations

僉)ryoungerscholarsveeringtowardideologicalcriticism,butthereremainsnosatisf瞬ngexplanation.

Inhisinaugurallectureasaprof6ssor,"HetbeeldenhetwoordJ'Iaff6statesasfbllows:`Atthis

point,anotheraspectoffbrmativelanguagecomestothefbre.Thatistosa男fbrmativelanguagecan

beunderstoodbyalmostallpeople,orattheveryleastalmostallpeoplecanlearnhowtounder一

53 waarmoetdekunsthistoricuszichmeebezighouden?

nietalleenrnetdehogekunst[crossedout]

moetereenverschilwordengemaakt～

waarligtdataan～ 奥aandeinhoud

hetgaatomdevorm,nietomderoutine-vorm

maaro皿deindruk皿akende

vormeninhoud-vaatwerkenvloeistof

(zoishetniet)

hoeishetdan

wildeenedeleroos+olilfetc.一enten

waaropenten～optaal(natuur)(Vico73)

watenten～cultuurproduct
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standiし[*54]"Additionallメinaninterviewregardingthesocietalroleofarthistoryeducation,Iaf驚

statesthattrainingasuccessororworkingonspecializedresearchp耳persarenotofmuchimpor-

tancetohim.Instead,his面ssionistoteachstudentstoread"thefbrmativeworldofworksofart,

thefbrmativelanguageofeverydayli飴1'andenablestudentstocreatefhturesurroundingsandsoci-

etiesthroughtheacquisitionofthistypeofvisuallanguage・[*55]

Artattainsuniversalitynotthroughcontent,butthroughfbrmandstyle.丁heonlywaytoin-

cludediverseworkssuchasCatholicaltarpaintings,GermanRomanticistlandscapes,abstract

paintings,Gothicstainedglassandsynagoguemuralpaintingswithinonestoryisthroughstyle,

notthroughcontentor血1nction.When"reading"isgivenahigherprioritythan"viewingl'di麁r-

encesinrace,nation,culture,language,religionandclassaredriventothefヒ)re・Countlessstruggles

unfbld,andthecom皿unityofreadersrisksbeingsplitapart.Whenirrational,emotional,intuitive

andmythical``readings"runrampant,whenhumantiesareseveredandf}ictionbetweenthe丘ac-

tiousgroupsleadsto丘ghting,itisnoneotherthantheIewswhomayturnouttobethe丘rstvictims.

Whle"viewing"isalsoanintuitiveact,toIaf驚itisneveranemotionalone,asitinvolvesanintu-

itionwhichinvariablylinksitselftorationallanguage.Ontheotherhand,readingisnotnecessarily

anirrationalact,norinanywaydoesideologicalcriticismadvocatethelikesofirrationalethnocen-

trism.Still,attheveryleast,Ia伍 …saw``style"ashavingthecapacitytounitediverseelements,where-

asreadingsof"content"wereboundtobedif艶relltiatingandinvolvedagreaterriskofdisunion.For

thesakeoftheuniversallanguage,then,itwasnecessarytoa缶rmtheactof"viewing2'Onecould

callitIaf丑 …'sadherencetowhatSartredescribedinRヴ16κ めη55μrZαq皀 θ5如 ηノ硯セθas"theescapeto

theuniversar'and`をpassionateimperialismofrat重onalitγ[半56]"

InaninterviewfbrFol∫ σ,Ia催describedDeS切1'stypeofsocialinvolvementas"notactualso-

cialinvolvement,butsocialinvolvementintheutopiansense.[*57]"Oneassumesthatthiswasnot

onlyDeStり1'sstance,butIaf丑 …もownstanceaswell.CoulditbethattheyoungergenerationattheArt

HistoryInstitutesawthroughthisideal,perceivingitasoverlyoptimisticandutopian?Whenthe

ArtHistoryInstitutebecametoocrampedandmovedfromitslongtimehomeonIohannesVεrmeer

4
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5

匚
」

「)

Ovεr碗qρle8ηwεrた ε勿k舵f4(Note1),p.48.

漉 亡ε馨eηogε η,(Note1),p.18.

Sartre,op.cit.(Note30),pp.140-14L

Interview;R)1fα(NotelO),P.8.
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Straat,aretrospectivevolumeontheInstitutewaspublished.匚*58]Asthebook'stitle,"Escape倉om

Utopia1962-199α'symbolicallysuggests,itprovedin色asiblefbrtheyoungergeneration,whowere

educatedafterthewar,topursueidealswhichwereholdovers丘omthe五naldaysoftheWdmarRe-

public.Relecting`もscapetotheuniversal"and"passionateimperialismofrationa玉itゾtheychosein.

steadtoconffontarealityresulting丘omamultitudeofdiff6rences,national,ethnic,religious,class

andotherwise.[*59]

ForIa醗'sgenerationofIews,andthegenerationsthatprecededandfbllowedit,howeve島the

havocthisrealitywreakedonselfandlovedonesmusthavebeentoopainfhltorecall,muchless

con丘ontJa飩watchedtheidealofBl娩 ηg,onwhichthemodernIewshadp弖edgedtheirdestin男

bemercilesslydestroyed.A丘erwitnessingthisandsurvivingthewaりa旋encounteredDeS両1,and

proceededtoentrustthisDutchofBhootwiththetraditionsofB'Zぬ ηg』bborrowthelanguageof

Ia麁'sownnotes丘)rhisretirementlecture,he"gra丘ed"DeS両1,thenSpinoza,ontothetraditionsof

Bゴ～4μ㎎inordertokeepitsrootsalive.

Gra丘ingthewildrose,theroseandtheoliveJa赫6chosethe"human"pathinlif6.

[こ うで らつ か さ ・大 阪 大 学 大 学 院文 学 研 究 科 教 授]

[Prof:TbukasaK6dera,OsakaUniversitメGraduateSchoolofLetters]
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H.Ezelman,B.Rebel,H.vanRheeden(red.),漉g嘘4ε 舵f15∫仞`_1962-199α ασ玩 θη伽 謝 喀ノ翩rK撹 η5砺5診orゴ∬房 η5漉呶'

丿肋 砌 ηε5V診 朋 εε醜r仞 亡,Amsterdam(KunsthistorischInstituut)1991.IncludesanarticlebyRobLambers,"Dekunstge-

schiedenisdermodernekunst=hettildvakHansIa饉 尹pp.95-103.

Sizoo,op.cit.(Note20)wasconsultedinregardtoIaff乙'srelationtoutopiaandtheyoungergeneration.
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中 央 ヨー ロ ッパ とモ ダニ ズ ム につ い て の 対 論

ハンガリーを中心として

小島 亮

(聞き手:伊 東信宏)

伊 東1ハ ンガ リーを始 めバ ル ト諸 国な どに長 く滞 在 され て きた小 島 さん にい ろい ろな話 を

うか がい たい と思 い ます。大 阪大 学の研 究会 なの でまず世界 システ ム論 をめ ぐって質問 し

て いい で しょうか。 この 理論 は2003年 春 まで 大阪 大学 にお られた 川北稔 先 生が 日本 で の

紹介 者 だっ た と言 っ て良 い と思 うの です が、最 初 にそ の 「世 界 シス テム論」とい う言 葉 を

作 ったの はウ ォーラー シュ テイ ンだ と言 って いい んで し ょうか。

小 島1社 会 にお ける 間主 体 的 な仕 組 み と して 「システ ム」の使 用 はパ ー ソ ンズ に よって確

立 され た わ けです が 、マ ックス ・ウェ ーバ ー は 「ミクロ な個 別 の行 為が 予期 せ ぬ 結 果 を

もた ら して しま うマ クロな シス テム」と して社 会 を眺 めて い ます ね。 この 「シス テ ム」を

「世界」に くっつ けて 「世界 シス テム」な る社 会科 学 的な概念 に した のは ウ ォー ラー シュ テ

イ ンの まった くの独創 だ と思 い ます。 それ まで は冷戦 構造 とい う ときの 「構 造」の よ うに

一種 のゲ シュ タル トを示す 概念 はあ って も これ は 「シス テム」とは認識論 的 に異 な る もの

です。

伊 東1そ の世界 シス テ ム論 の背景 と して、 旧東欧 の歴 史学者 の果 た した役 割が非 常 に大 き

かっ た とい う話 を され てい た覚 えが あ りますが 、 その あた りの こ とを教 えて いた だ け ま

す か。

小 島1ウ ォー ラー シュテ イ ンをめ ぐってひ とつの謎 が あ ります 。 日本 の文 献 にはすべ て彼

はニ ュー ヨー ク生 まれで あ ると書 いて あ るのですが 、本 人は ブダペ ス ト生 まれ だ と言 って

い るので す。 ウォー ラー シュ テイ ンは ブ ダペ ス トにや っ て きた こ とあ りま して 、1980年

代 の半 ば くらい にハ ンガ リー科 学 ア カデ ミー社 会 学研 究所 で講演 をや って いる んです ね。

そこで は 自分 はブ ダペス ト生 まれだ って 自己紹介 して い ます。 実際ハ ンガ リー語 に翻訳 さ

れた ウ ォー ラー シュテイ ンの い くつ か の本 で もニュ ー ヨー ク生 まれだ と書 いてい ます し、

英語 の原 文の略歴 で もその ように記 されて い ます。 日本 では富 永健一氏 の テユ ー ビンゲ ン

大学 で行 われた 日本 近代化 に関す る講 義録 匚*1コだ けが ウ ォー ラー シュ テイ ンを ブダペ ス ト
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生 まれで あ る と明記 してい るはず です。 この本で はマ ンハ イムや ルカー チな どハ ンガ リー

出身の社会 学者 への オマ ー ジュを捧 げ られ てい ますの で、何 か特別 な研 究 をご覧 になって

い るのか もしれ ませ ん。 いずれ にせ よ、 ウ ォー ラー シュテ イ ンの家系 が ブ ダペ ス ト出身の

ユ ダヤ人 の出 自であ る とか 、そ んなふ うな意 味だ と思 うんです ね。 ウ ォーラー シュ テイ ン

が、 その ブ ダペ ス トの科学 ア カデ ミー で行 った講演 録 を誰 も 日本語 に翻訳 した ことないの

で、 その うち見 つけ て私が翻 訳 して もいいか な って考 えてい るんで す よ。 その 講演会 の討

論 で、確 か ベ レ ン ド ・イ ヴ ァー ン(BerendIvan)か ラー ンキ ・ジェ ルジ(RankiGy6rgy)あ

た りが、 ウ ォー ラー シュテ イ ンに尋 ね てい る ことが あ るんです 。

伊 東1ベ レン ドとか ラー ンキっ てい うのはハ ンガ リーの歴 史学 者で すね。

小島1ど っ ちか忘 れ ま したが、 こんな こ とを ウ ォー ラー シ ュテ イ ンに聞い てい るん です。

先生 は アフ リカ をご専 門 にな さってお られ て、 アフ リカ史研究 者 として 人生 を出発 な さい

ま した。 そ の先 生 の初 志 は、 世界 システ ム論 に いっ た い どん な影響 を与 えて い るん です

か って ね。 それ に対 して、 ウォー ラー シュ テイ ンは、 次の ような比 喩 で答 えてお ります。

そ れ は、 私 に、 カエ ルの眼 の高 さで 世界 を見 る こ とを教 えて くれ た こ とです 、 と。 これ、

意 味 わか るで し ょ。 単 な るエ ピソー ドにす ぎな いん です け ど も、80年 代 の半 ば に ウ ォー

ラー シュテ イ ンがブ ダペス トで そん な発 言 をや ってい るのです 。彼 が ブダペス ト生 まれか

ど うか は別 に して も 『近代 世界 システ ム』を構 成 す るい くつか の著作 を見 れば分 か る よう

に、 ウォー ラー シュテ イ ンが意識 的 に旧東 欧の近代 史研 究 をあ る時 期か らや ってい たっ て

い うことは 間違 い ない と思 い ます。 ポー ラ ン ドの産業化 につ いて の ロー ザ ・ル クセ ンブ ル

クの学位 論文 か らベ レン ド、 ラー ンキ にい た る東 欧史研 究 の影 はは っ き りい くつか の分析

に落 ちて い ます し、 ア レキサ ンダー ・ガー シ ェ ンクロ ン(AlexanderGerschenkron)の 知的

影響 な ど もしかすれ ば決定 的で は なか った ので はない で し ょうか。 彼 は 日本語 にはほ とん

ど翻 訳 されて ないの が残念 な んです け ども、 ロシア近代 史研 究で は重要 な研究 者で す。 ロ

シア 出身 で、後 に ウ ィー ン大 学 を経 てハ ー ヴ ァー ド大 学 の経 済史 の教 授 に な った と思 い

ます。 ガー シェ ンク ロン賞 とい う経済 史研 究の有 名 な賞 も存 在 して、欧 米で は良 く知 られ

て い る人で す。 開発経 済学 の領 域 な どで は 「線形 理論 」の提唱 者 と して 決 して 日本 で も無

名 で は ないの で すが 、専 門 的背 景 は ロシ ア経 済 史研 究 です 。確 か清 水 幾 太郎 が ま った く

研究 界か ら離 れて独 自に紹 介 した こ とがあ る はず です。 この 分野 の最 も知的刺 激 に富 ん だ

1 富永健一 「日本 の近代化 と社会変動 テユー ビンゲ ン講義』、講談社、1990
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彼 の分析 は近代 ロシアの 農業 政策 と工 業化 につ い ての論 文 です[・2]。要す るに初期 レーニ

ンの市場理 論、 資本 関係が 農村 に浸透 す る と農民層 分解 を誘 い市場経 済が 生 まれる とい う

楽観 論 を コテ ンパ ンに ガー シェ ンクロ ンは叩 いて いる のです。 そ んな現象 はス トル イ ピン

改 革 の直後 に生 まれ た一 時 的 な もの であ っ て、 ロ シア近代 にお け る よ り重要 な トレン ド

は農奴 制 的 な緊縛 の 強化 に こそ あ った ので あ り、資 本 関係 の浸 透 は農 民層 分解 に直結 な

ど しない とい うわけ です。 一 連 の ロシア経 済 史研 究 は、60年 代 の終 わ りくらいか らハ ン

ガ リー語 に次 々 と翻訳 され てお りま して、 社会 科学 界 で は論文 集"Economicbackwardness

inhistorica弖perspective"[*3]などは他 な らぬベ レン ドとラ ー ンキの二 人 に よ ってハ ンガ リー

語訳 され てベス トセ ラー にす らな りま した。 この翻 訳 はブ ダペ ス トの古本屋 を歩 い ていて

今 で もし ょっち ゅう見 か けますね 。 フ ィー ル ドと した対象 は まった く違 ってい る ようでい

なが ら、 ガ ー シェ ンクロ ンの論 点 はウ ォー ラー シュ テイ ン と似 て いる と思 い ませ んか?

ウォー ラー シュテイ ン旋風 の遥か前 か ら、ハ ンガ リーで はガ ーシ ェ ンクロ ン旋風 は巻 き起

こってい たんです ね。 そ して、 これ を土 台 にって いい ます か、 直接 の追い風 になって 、ベ

レ ン ドとか ラー ンキ のいわ ゆる グー ッヘ ル シ ャフ ト(Gutsherrsha丘)論 が理論 的 に登 場 して

きます。 そ して彼 らはイ ンデ ィアナ 大学 に定 期 的 に出講 し、英 文講 義録 が"Economicde-

velopmentinEast-CentralEuropeintheXIXthandXXthcenturies"と して整 理 され、 おそ ら く

デ アー ク ・イ シュ トヴ ァー ン(DeakIstvan)あ た りの仲 介 で し ょうか 、 コロ ンビア大 学 出

版会 か ら出 ます と[・4]それが ハ ンガ リーの イ ンサ イ ド ・ス トー リー で はな くな ってす ぐさ

ま旧東 欧 の歴 史学 者の共 有財 産 になっ て争 って読 まれ るよ うにな ります 。実 際 にルー マニ

ア語 を除 くほ とん どの周 辺 社会 主 義 国の 言語 に彼 らの主 要作 は翻訳 された ので は ない で

し ょうか。個 人 的な思 い出 で恐 縮 ですが 、エ トヴ ェシュ ・ロ ラー ン ド大 学大学 院社 会学研

究科科 長 を勤 めた ネー メデ ィ ・デ ーネ シュ(N6mediD6nes)先 生 か らガー シェ ンクロ ン旋

風 の 巨大 さを知 らない と70年 代以 降 のハ ンガ リー社 会科 学 は まっ た く分 か らない よ、 と

強 く諭 さ れた思 い出 があ ります 。私 が コ シュ ー ト ・ラヨ シュ大 学 で聴 い たオ ロ シュ ・イ

シュ トヴ ァー ン(OrosIstvan)先 生 の 「近 代 史概説 」の講義 もガー シェ ンク ロン理論 のハ ン

2

3

4

Gerschenkron,Alexander:`AgrarianPoliticsandindustrializationofRussial;Inl"]=heCambridgeHistoryofEurope,voLV聡

CambridgeUniversityPress,1966

Gersdlenkron,Alexandeろ[va1.Berend工Ivan6sRa皿kiGy6rgy]`Agazdasagiehnaradottsagt6rt6neknit註vlatb61颱 皿uhn6皿yo1～;

Gondlat,1984

邦 訳 は 南 塚 信 吾 監 訳 『東 欧 経 済 史 』、 中 央 大 学 出 版 会 、1978
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ガ リー版応 用篇 の ような内容 だ った と記憶 してい ます。 ウ ォーラー シュ テイ ン とは異 な る

世界 シス テム論 の系 譜 を ガー シェ ンクロ ンか ら辿 る重 要性 はこ とにモ ノクロー ムな 日本 の

研 究界 にあって 強調 されね ばな りませ ん。

伊 東1グ ーツヘ ル シャフ トにつ いて説 明 していた だけ ますか?

小島1日 本語 で再 版農 奴制 っ て翻訳 されて い るんです け ども、 エ ルベ川 の東 く らいか ら、

ロ シア西部 にか けて典 型的 に展 開 した土 地所 有形態 です 。 日本 で もかな り早 くか ら注 目さ

れて いるの は、初期 の ウ ェーバ ー が盛 んに研究 を行 って いて、 ウ ェーバ ー の経済 史研究 を

丹 念 に フ ォロー して いた黒 正巌 らの 『経済 史研 究』学派 か ら大塚 史学 に いた る知的 影響 の

おか げで し ょうか。 「東エ ルベ の土 地制 度」と して 一般 経 済史 の教科 書 にす ら よ く言及 さ

れて い ます。大 塚久 雄 の書 いた 『近代 欧州 経 済史序 説』な どの諸研 究 は もと よ り、 秦玄 龍

とか芝 原拓 自な どの執筆 した大 学教 科書 で私 は まず その存 在 を知 りま した。 中 欧につ いて

言い ます と、オー ス トリア とハ ンガ リー との 国境 にラ イタ川 ってい う川が流 れて い ます が、

ラ イ タ川の 東 に典型 的 に展 開 した 土地制 度 なんです ね。この辺 で は西 ヨー ロ ッパ と違 って、

近代経 済が発 展す る と ともに逆 に農民 を土地 に縛 り付 け農奴制 の再編 成 にで も見紛 うばか

りの経 済制 度が作 られ は じめる んです。 その ため再版 農奴 制 ってい う名前 で呼 ばれ てい ま

して、 東 ヨー ロ ッパの 遅れ を決定 づけ た経 済 史上 の大 イベ ン トだ ってい うふ うに、昔 か ら

注 目 され ていた のです 。 ここで注 意 してお きたい のは、西 ヨー ロ ッパ は 「先 進」地帯 で ヨー

ロ ッパ を東へ 行 け ば行 くほ ど 「遅 れ」、一 貫 して辺 境 で あっ た とす る偏 見 です 。 ヨー ロ ッ

パの 歴史 を 「東 西 」で分 ける視 点 もい いか げん 間違 って はい ます が、 その ステ ロ タイプ を

引 き継 いで もなお言 わね ばな らない のは、 ア ンリ ・ピレ ンヌ を持 ち 出す まで もな く 「西」

も含 めて 「アルプス よ り北 」は近代初 期 まで はず っ と辺境 であ ったわ けで、 「西」の産業 化

と 「東 」の 「遅 れ」はパ ラ レルに起 こ ってい た とい う経 緯 です。 ヨー ロ ッパ 史 におけ る本 来

的 な差異 は 「南 北 」に存 在 した とい う原 点 を改め て確認 しま しょう。 ど うして再版 農奴 制

が 「近 代世界 システ ム」の登場 す る時 に起 こったか 、これ につ いてず いぶ ん長い論 争が あ っ

た んです ね。 ウェーバ ー もそ うですが 、 ソ連 の研究 者 をは じめ古 典 的 なマル クス主義歴 史

学 は東 欧社 会の根 本 的な遅 れが原 因で あ るってい う説明 をや って いたん です け ども、 ベ レ

ン ドとラー ンキ は西 ヨー ロ ッパが工 業化 す る と、農 産物 を西 ヨー ロ ッパで は調達 で きな く

な ったか ら、農作物 の市 場化 って い う現象 が全 ヨーロ ッパ 的 に起 こった、 その総体 の なか

で再版 農奴 制 を把握 すべ きであ る と考 えたの です。作 物 を作 れば作 るほ どもうかる、 資本

主義 的に売 れ るって い う事態 が起 こ った時 に、東 ヨー ロ ッパ では農民 を土地 に逆 に縛 り付

1鰾脅r熱総 識招蓮嫐1宏蝓s霧箏嬲欝轆 蓬貴i¥i匙鱠$



けて、麦 とか甜 菜 とか単一作 物 を作 らせ て、 農産物 を西 ヨー ロ ッパ に送 るこ とに よって資

本主 義的 に もうけ る構 造が西 ヨー ロッパ の工 業化 と同時並 行 的にお こっ た。つ ま り西 ヨー

ロ ッパ中心 の ヨー ロ ッパ システ ムが出 来上が った こ とか ら生 まれた共 時的 な事態 で あって

「遅 れ た」経 済制 度 で はな かっ たい う評価 をベ レン ドとか ラー ンキが や った んです ね 。 こ

れ はガー シ ェンク ロ ンが ロシアの 農業 につい て行 った分析 そ っ く りで して、彼 は ロシア農

村共 同体 の近代 的再 編 を西 欧市場 と絡 めて分 析 した のです 。 レーニ ンの 『ロ シアにお け る

資本 主 義 の発展 』は1860年 代 か らの 資本 主義 的 生産 関係 の進展 に よって ロシアの 農村 共

同体 の崩壊 過程 が起 こ ると神 経質 に述べ 立 ててい たの ですが、 ガ ー シェ ンクロ ンは レーニ

ンが使 ったゼ ムス トヴ ォ統計 を読 み直す こ とに よって、 レー ニ ンと まっ た く逆 の結論 を得

た わけです 。資本 主義 の浸透 に伴 って、 農村 共同体 は崩壊 な どしなかっ た と。 ちなみ に開

発経 済学 で知 られ る 「線 形理 論」な るもの は、 経済発 展 には 「段 階」とい うか歴 史的条件 に

規定 され ていて 、そ れぞれ の段 階 に よって まった く違 った発 展 戦略 は規定 され る とい う考

えです。逆 に言 えば発展 を一 列の競 争 の ように想起 しか ねな いロス トウな どの経 済発展 論

を括 弧 に くくって相対化 で きる視 点で、 ガー シェ ンク ロ ンの方 が ロス トウに先行 しなが ら

ポス ト ・ロス トウ ・モ デル をすで に して視野 に収 めてい るの です。 この考 え を適用 す れば

ゾ連 の経 済 政策 は 「経 済成 長 の失 敗」で な く、 明 治維新 以 降 の近代 日本 と同 じく 「経 済 的

段 階 に うま く対応 したキ ャ ッチ ァ ップ ・モデ ル」だ とい う反 ロス トウ的結論 も導 かれ ます 。

70年 代 に始 まる本格 的 な 旧東 欧で の 日本 経済研 究 も この ガー シェ ンクロ ン ・モデ ル に明

らか に鼓吹 されて登場 しま した。科 学 アカデ ミー世界 経 済研究所 にお られた エー リッヒ ・

エ ー ヴ ァ(EhrlichEva)さ ん の 『日本一 キ ャッチ ア ップの解 剖 学』[・5]など有名 な業績 はそ

の代表 的 な もの です。 「後 進地 域の優 位性 」なる見方 もガ ーシ ェ ンク ロ ン理論 の コロ ラリー

であ って、初 期 レーニ ンの よ うな一般 的経 済法則 を特殊 な経 済 的状 況 の分析 に代位 す る手

の方法 に彼 は挑戦 す るわけで す。 なお ウォー ラー シュテ イ ンは 「遅れ」な る ものの 共時性 、

つ ま りは 「遅 れ」を構 造 的 に形成 した 「進歩 」の意 味 を駁 撃す るス タンス を取 るの に対 して、

ガー シ ェ ンクロ ンは 「遅 れ」させ られ た側 の主体 的戦 略 に よ り注意 を払 い ます が、 この点

も東欧 歴史学 の共 感 を呼 ん だ点で はない で し ょうか。 あ ま りガー シェ ンクロ ンに深 入 りす

る と本 題 か らず れ ます ので こ こで止 め ます が、彼 の線形 な らぬ 「線 形理 論」は 日本 の宇野

弘蔵 の主張 した段 階論 にやや 近い 内容 で 、 この点 は強調 してお きたい のです が、宇 野 の段

5 Ehrlich£va,"}apanAf白lzark6zasanat6mi勾a♪ ㍉K6zgazdas査g6sIogiKvk.,1979
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階論 は系 譜 的 に独 自で あ るばか りか ガーシ ェ ンクロ ンよ りも遥 か に先 行す る指摘 です。 さ

て ウ ォー ラー シュテ イ ンの世 界 システ ム と東 欧歴史学 の 関連 につ い ての最初 の質 問 に、 こ

こで よ うや く戻 る ことがで きま したね。

伊 東1阪 大 では音 楽学 で民族音 楽学 っ てわ りとさか んで した。 フ ィール ドワー クに行 く人

が多 かっ たん です け ど も、私 もわ りと素朴 に民 族学 み たい な もの を受 け入 れ てい ま した。

昔 、小 島 さんか らハ ンガ リー で世界 シス テム論 の話 を きいて、 た とえば東 ヨー ロ ッパ の遅

れっ てい うのは、 もとも と遅 れて いたか ら農業 国 になっ たん じゃな くて、 その世界 システ

ムに よって遅 れ るこ とを組 織化 された、 とい う ような話 です よね。 それ はす ごい シ ョック

で した よ。つ ま り民 族学 で、 どこか今 も資本主 義か ら取 り残 されて いる 国に行 って、 その

文化 を研 究す る とい うよ うなこ とをの ん きに言 うけれ ども、そ の研 究 者本 人が実 はそ の国

が遅 れてい る原 因の一端 で あるか もしれない とした ら、 そん なのん きな こ とは言 っ て られ

ない んだ な と思 ったわ けです。

小 島1た だ ね、ハ ンガ リー の研 究者 は 「遅 れ」とい う言葉 を使 わない です ね。「近代 社会 成

立 に対 す る主体 的対応 」って い うふ うな評価 をね 、グ ー ツヘ ル ツシ ャフ トに対 して行 って

い る と思 い ます。 この辺 に もガー シ ェ ンク ロ ンの影 は大 き く落 ちて い ます。 一方 的 に ヨー

ロ ッパ の東 の方 の経 済 制度 は、 西 ヨー ロ ッパ に比 べ て根 本 的 に遅 れた構 造 を持 って い る

とい う視 点 ば っか りを言 われ て い たの に対 して、実 は主体 的 に近 代 シス テム に対 応す る

ため に行 った経 済制 度が グ ーツヘ ル ツシ ャフ トで あ った。 「遅 れ」が原 因で は な くて、 「主

体 的」に、 資本 主義 的 な世 界 シス テム に入 るため にそ うい う シス テ ムを創 出 したん だ、だ

か ら 「遅れ」た封建 的 な制度 で はな く、 まった く近代 的 な シス テ ムなんだ。 しか しなが ら、

こ こか ら歴 史のパ ラ ドックスが始 ま る…… ってい うような言 い方で す。 グー ツヘル シ ャフ

トか らの上 が りを蓄積 して先 進 産業 に投 資 したの は ドイッ人 とユ ダヤ 人 です か ら、今 度

は産 業化 を本格 的に行 う と金融 的 に 「ガイ ジ ン」に対 して従 属化 が 本格化 して ゆ く。 ハ ン

ガ リー な どが戦 間期 に直面 した問 題 は、 中央 ヨー ロ ッパ 地域 の帝 国の 崩壊 に と もなっ て

裸の 「民族 国家」形成 の幻想 が生 じた と き、 この 「ガ イジ ン」に対 す るル サ ンチ マ ン も強烈

に生 まれ たパ ラ ドックス です 。 「遅れ 」た植民 地経 済 を作 った の は ドイ ツ人 とユ ダヤ 人 の

せい だ とい うわ けです 。実 際 に は 「遅れ」をキ ャ ッチ ア ップす るた めの 資本 を導入 して く

れた のは 「ガ イジ ン」だ ったの にね。本 当 は 「ガ イジ ン」で はない ドイ ツ人やユ ダヤ 人 をそ

うした偏見 を もって一度 眺 めだす と、 次 に待 っ てい るの は 「ハ ンガ リー はガイ ジ ンに支 配

され てい る植民 地 だ」とす るナ シ ョナ リズム では ないで し ょうか。 ここ に一種 の反近代 主
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義 または反都 市 主義 的 なア グラ リア ン志 向 と 「国民 経済 学」的 キ ャ ッチ ア ップ論 の二 方向

が 出 て き ます が、 そ れ は第一 次世 界 大戦 以 降の この地域 に共通 す る知 的傾 向 を作 る と考

えて差 し支 えあ りませ ん。 なお この傾 向の デ ィメ ンジ ョンの上 に 「一国社 会 主義」とい う

ス ター リン ・テー ゼ も展 開 され るの で あ って、 ス ター リン主義 は一 種 の後 退 戦 と言 うよ

り20年 代 か ら30年 代 にい た る辺境 近代化 の一つ の典 型的解 決 であ っ た と見 れ ば間違 い な

い と思 い ます。 この危 うさの 中に 日本 の 講座派 を想起 させ るエ ルデ イ ・フェ レ ンッ(Erdei

Ferenc)な どの社会発 展分析 は現 象す るわけです 。

伊 東iな る ほ ど。 こ こで 中欧論 の方 に ち ょっ と話 を移 して い きた い と思 うん です け れ ど

も、 前 回の研究 会 で小 島 さんの最 新の著 作 『白夜 のキ ーロパ ー』か ら 「間欧 とは何 か」って

い う短 いエ ッセイ をコ ピー して配 って あ ります。 その あた りを きっかけ に話 してい ただ こ

うか と思 うんです けれ ども、 「セ ン トラル ・ヨー ロ ッパ 」を 「中欧 」って訳す の はおか しい

んです か?

小 島1い や、 お か し くない と思 い ます け ど、 た だ 「中欧」って い うふ うに言 って しまい ま

す と、 もうひ とつの 「ミ ッテ ル ・オイ ローパ 」とい う ドイッ語 を起源 にす る方 と どう違 う

んだ とい う議 論が 出て きます の で、 わ ざとア ジェ ンダ ・セ ッテ ィ ングす るため に 「セ ン ト

ラル ・ヨー ロ ッパ」の方 を 「問欧 」な る造 語 で訳 してみ たわ けで すね。 日本 語 と して まっ

た く流 通 してい ませ んが 、 百瀬 宏 さ んが先 駆 的 に用 い られ て いる例[・6]があ る よ うで す。

この問題 は地政 学的 な認識 に関 わる過去 を引 きず って いるた め、訳 の適切 さと言 うよ りも

差異 その もの を論 議す る重 要 性 を喚 起す るため の戦 略 だ と考 え て くだ さい。 ヨー ロ ッパ

の学 会 な どに出か け てゆ くと、 誰 かがMiddleEuropeな ど と言 お う もん な ら、即 座 に誰 か

別 な人 がCentralEuropeと 言い なお す くらい熾烈 な戦 いを展 開 します ね。 これ は地 域概 念

を考 える決定 的要件 だ と思 うので すが 、「中欧」は 「東 ア ジア」とい った地理 的 区分で な く

「大 東亜共 栄圏 」な どを髣髴 させ る 「過去 を背負 った」地政 学的標 識 だ とい うことです。 「東

ヨー ロ ッパ」って い う言 葉が まった く歴 史的 な存在 理 由 をもっ てない とい うこ とが、世 界

的 に言 わ れ は じめ たの は、 今か ら20年 くらい前 だ と思 い ます 。 日本 で も加 藤 雅彦 さんの

先駆 的 大傑作 『中欧 の崩壊』が 出た ころで、伊 東 さ んや私 が この地域 に 目覚 めた の もこの

頃で ない です か?こ の 地域 を 「東 ヨー ロ ッパ 」として一括 して とらえ るって い う見方 っ

てい うのは歴 史的 にほ とん どなかった って い うふ うに思 うん ですね。 実際 ハ ンガ リー とか

6 百瀬宏 「「東欧」とは何か」、 『国際ベーシ ックシリーズ 東欧』、 自由国民社、1995
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チ ェ コ とか ポー ラ ン ドとか 今 の中央 ヨー ロ ッパ のEU加 盟 に成 功 した代 表的 な 国々 におい

て、 自 らの 自己 意識 に 「東 ヨー ロ ッパ」な る名称 は歴 史 的に存 在 しませ んで した。単 な る

ソ連 時代 の政治 的 な枠 組み を東 ヨー ロ ッパ ってい う名前 で表記 しただ けであ る、だ か ら長

い千 年以 上 にわ た る この 地域 の文化 的伝 統 で あっ た 「中欧」って い うア イデ ンテ ィテ ィー

の根 本 に戻 って い く、 とい うス トー リー はそれ な りに説得 力 があ った よ うな気 は し ます。

コ ンラ ッ ド ・ジ ェル ジ(KonradGy6rgγ)に 見 られ る よ うに、「中欧 」概 念 の提 唱 に は政 治

的選 択肢 の 自覚 を伴 った反体 制 的ニ ュア ンス を有 して もい ました。 しか しなが ら私 は 「東

ヨー ロ ッパ」概 念 で この地域 を、 正教 の広 ま ってい る地域 か らバ ル カ ンまで を一括表 記 し

た こ とは横暴 で あ る、政 治的 な ネー ミングであ った って い うこ とに は同意 す るんで すが 、

千年 にわ た る歴 史 的伝 統 な る ものが 一貫 して脈打 って い た ってい う宣 伝 につ い て もけ っ

こ う嘘 が 混 じって い るの で は ない か と気 が つ い た んです ね。 そ れ で あ えて挑 発 的 に 「中

欧」って い う言葉 を括 弧で く くる とと もに、 「間欧 」ってい う言葉 で この 地域 の ことを呼 び

は じめ た訳 な んです 。歴 史 を さかの ぼ ります と、17世 紀 に30年 戦争 が あ って、 そ のあ と

条約 に基 づい て ヨー ロ ッパ の 国家 シス テ ムを決 め る端 緒 に な った ウェ ス トフ ァ リア条約

が1648年 に締 結 され ます ね。 そ れ に よって この 地域 の近 代 的版 図が 決 まっ てい くんです

け ども、 旧来 は、 フラ ンスの覇権 成立 や大 きな神 聖 ローマ帝 国の分 裂 とい う視 点か らの み

この時期 が捉 え られす ぎた嫌い があ る と思 い ます 。重要 な こ とは、 そ の時 にロ シア帝国 と

フラ ンス との 間 に膨 大 な 「エ ックス」の 地域 と して横 た わっ てい た領域 につい て、 ドイツ

語 圏 に限 定 された神 聖 ローマ帝 国 とハ プス ブル ク帝国 のデ ュア ルな、 しか しフ リー ハ ン ド

な支 配が 国際 的 に承認 された点 です。 これ 以降 は、神聖 ローマ帝 国に 関係 した君主 も ドイ

ツ語 圏外 な らこの地域 に 関与で きな くな るのです 。 これが あの ウ ォー ラー シュテ イ ンをマ

ネす る と 「長 い18世 紀」の始 ま りに至 る この地域 の姿 で あっ た、 ここか らまず 出発 した い

と思 うんです。 オ ラ ンダや ス イスが神 聖 ローマ帝 国か ら離脱 した あ と、 この正 体不 明の超

帝 国 は18世 紀 以 降、実 質的 に 「大 ドイツ帝 国お よびそ の隣邦 」に改組 されて行 くわ けです

が、 この ときに 「エ ックス 」地域 全 体 を ドイ ツ語 を本源 的 な メル クマ ール にす る 「ドイツ

民族 」ってい う概 念 で まとめ てい こう としたのが 、「ミッテル ・オイ ローパ」って い うイデ

オ ロギ ーで あ った と考 え ます 。民族 混在 地 域 の中 で も 「ドイツ人 」のイニ シア テ ィブが 明

確 であ り人 口 も多 か った シ レジア、 ボヘ ミア、バ ル ト海沿岸 、 い わゆ るバ ル ト回廊 は 「ド

イツ本 国」に入 る こ とは言 うまで もあ りませ ん。 問題 は 「本 国」か ら排 除 され て残 った 「そ

の 隣邦 」地 域 で して、 英語 に します と、「Europe-between」 い う名 前 で呼 ばれ る 「間 の ヨー
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ロ ッパ」っ てい う ように呼 ばれ る しか ない、 中途 半端 な地域 と して放置 された のです 。 こ

の残 余部 分が ドイ ツ人 あ るい は ドイツ民 族主 義 を払 拭 して 生存 を図 る際 、や や遠 慮深 く

発 明 した のが 「セ ン トラル ・ヨー ロ ッパ 」な る概 念 で した。 本 当の ところ は、 この 「セ ン

トラ ル ・ヨーロ ッパ 」に共通 す る体 験 は ドイ ツ人 に支 配 された以外 は歴 史 的 にあ ま り存在

せ ず、 お互 い も決 して仲 もよ くな く、 隣…国 また は隣…の民族 へ の猜疑 心 に固 まってい ます。

「中央 ヨー ロ ッパ」(中欧)は 「ドイ ツ帝 国主義 」の地 政学 的表 明 とす る な ら、「問の ヨーロ ッ

パ」(間欧)は その 「ドイツ」抜 きで 「ドイツ」に従 属 して きた諸 地域 が消 極 的 に 自己主 張す

るための ア イデ ンテ ィテ ィーで あ ると言 っていい で し ょうか。

伊東1ド イ ッ語 に よる イデオ ロギーで あっ た、 とい うのはそ れがハ プス ブル ク とプ ロイセ

ンで あった とい う意 味です か?

小 島1ド イ ッ帝 国 はプ ロイセ ンに よって統合 され るわ けです ね。 これ に対 して、ハ プス ブ

ルク帝 国は プロイセ ン主導 の ドイ ツ帝 国主義 か らは結局排 除 され て行 きます。 ナチス の時

代 に 「大 ドイ ッ」とい う標 語 の もとでそ の 回復 は行 われ る わけ です が、 こ こで も 「大 ドイ

ッ」を肯定 す る場 合 には 「中欧」、 大ハ プス ブル ク帝 国論 に固執 し、 ドイ ッ民族 主義 と袂 を

分 か ちたい 向 きは 「問欧」主義 を標榜 します。 この控 え 目な概念 に息 吹 を吹 き込 み、 やや

積極 的 な形 に したの は クー デ ンホー フ ・カ レルギ ーあた りです が、 この段 階で も主眼 は間

欧地域 の集 団的安 全保 障の 画定 に留 まって いて、消極 的 な性 格 を完全 に払拭 してい るわけ

で はあ りませ ん。 なお 今 日の 「セ ン トラル ・ヨー ロ ッパ 」主義 は消 極 的で な く極 め て積極

的 な 自己規定 で ある わけ ですが 、 これ は 「東 欧」離 脱 の地 政学 的戦 略 を コンテ ンツに した

た め に起 った事態 といえ ます。 なお付 言 してお きます と 「セ ン トラル ・ヨー ロ ッパ 」論者

は ドイ ッを 「西 ヨー ロ ッパ 」に分 類 して 自分 たちの仲 間で ない と言 い張 るか、 「東 中欧」な

る下 位概 念 に 自己を分類 して ドイツ と一線 を画 そ う と します 。 しか しこれ と対 に な るべ

き 「西 中欧」な る概 念 は聞 いた ことがあ りませ んの で、気持 ち は分 か るけれ どもど うか ね、

とい う印象 を拭 い きれない ですね 。

伊東1も う一 つ は この 「問 欧 とは何 か」って い う文 章 の後半 です ね、 最後 か ら二つ 目の段

落。 「今一つ 『間欧』を理解す る要 点は、 ドイツ語 もし くはイデ ィ ッシュ語 を話す大 都市 の

ユ ダヤ人 に よって文 化 的共通 性 を形成 された過 去 を持 ち、都 市 の 「間欧』文化 に対 決 して

農村 か ら各 国のナ シ ョナ リズムの 自立 をみた事 実で ある」ってい う部分 です。今 おっ しゃっ

てい る こと とこの文章 とはお そ ら く関係 して いるだ ろ う と思 うんです け ど、 イデ ィッシュ

文学 の専 門家 もい ます ので、 ち ょっ とそ のあ た りコメ ン トして いた だけ ます か?
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小 島118世 紀 後 半 に な る と、 プ ロイセ ン中心 の ドイ ツ帝 国 が作 られ てい くわ けで す け ど

も、 同時 にハ プス ブル ク帝 国 も中心 の よ く分 か らない多 民族 帝国 で したか ら、 それ を近代

的 な絶対主 義国家 に再 編 しようって い う動 きが起 こっ て きますね。 時期 的に は ドイッ統一

よ り約1世 紀 前 の話 ですが 、 マ リア ・テ レジア とか ヨー ジェ フ2世 とか啓 蒙絶 対君 主 って

呼 ば れる 国王 とかそ の周 辺 にい る官 吏 が、啓 蒙 主義 なん かの 影響 受 けて 、強 固 な近代 国

家 に上か ら帝 国 を再編 してい くわけで すね。 それ に対 して下級 貴族 が、啓 蒙 的絶対 主義 を

振 りか ざす上層 貴族 と対抗 す るため のイデ オ ロギー と して、 自分 と本来 的 には関係 なか っ

た 農民 世界 、 あ るい は ギ リシ ャ語 で い うエ トノス世 界 を極 度 に理 念化 して、 ナ シ ョナ リ

ズ ム ・イデオ ロギー を作 って行 きます 。要す るに、 この地域 の近代化 過程 の イデ オロギー

的対 立 は、 帝 国官僚 と上層 貴族 に よる コス モポ リ タンな帝国 の近代 国家 的再編 ・対 ・下級

貴族 主導 の ナシ ョナ リズム です 。 これ が19世 紀 を作 ってい くよ うな感 じが す るん です ね。

先走 って言 い ます と、 この 地域 の1848年 革命 の真 の担 い手 っ てい うの は、 フラ ンス なん

かの それ と違 って、 ブル ジ ョワジーで はな くて、下 級貴 族だ った とい う特 質が あ る と思 う

んで すね。 ハ ンガ リーで は コシュー ト ・ラ ヨシュって い う人 が中心 に なって い くわ けです

け ど も、 コシ ュ ー ト ・ラ ヨシュ 自身 は ブル ジ ョワ ジーで は な くて、 貴族 であ っ たわ け で

す ね。 これ まった く今 言 った よ うな図式が見 事 にあて は まるわけ で、ナ シ ョナ リズ ムは下

級貴 族 に よってエ トノス世 界 を理 念化 す るこ とで、啓蒙 主義 な絶対 主義化 に対 抗す る イデ

オロギー として生 まれた。 これ が この地域 のナ シ ョナ リズ ムの関係 場で あ る とい うの をま

ず押 さえてい ただ きたい と思 うんです ね。 ここで都 市 は何か って い う議 論です け ども、西

ヨー ロ ッパ の場 合、都 市 に発 達 した ブル ジ ョワ ジーが ナ シ ョナ リズ ムの担 い手 に なっ て、

民族 革命 をや ってい くの に対 し、 中欧 地域 の都市 は人 口のか な りな部分 はユ ダヤ人 あ るい

は ドイ ツ人の移 民で あ るわけです 。 と りわ けペ シュ トの場合 はユ ダヤ都市 とい う特徴 が あ

りますね。 これは中 欧の大都 市 に は多 かれ少 なかれ共通 す る民族 的特徴 だ と思 うんです け

ど も、彼 らはナ シ ョナ リズムか ら、 いわ ば除外 され排 除 されてい った存在 で あ った と言 え

ます 。逆 に言 えば、 主敵 は言 う まで もな く絶 対主 義官僚 お よび上層 貴族 だ ったん です け ど

も、 同時 に都市 に巣 くうユ ダヤ 人 を敵 として、そ の両面 作戦 を遂行 す る対 抗 イデ オロギ ー

と してナ シ ョナ リズ ム を作 って い った構 造 があ った と思 うんです ね。都 会 にい るユ ダヤ人

た ち、あ るい は ドイツ人 は何 や って いたか と言 い ます と、農 産物 の上が りを資本集積 して

西 ヨー ロ ッパ市 場 に売 りさば き、 同時 に特 に ドイ ツ資本 の投 資呼 び込み な どを媒介 して い

るわけです 。 これ また一つ のパ ラ ドックス は、エ トノス世界 を理念化 した中小 貴族 はか な
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りの程 度 グー ッヘル シ ャ フ トの雇用 主 で あ って、要 す る に農民 を緊縛 し 「民 族 」な り 「国

民」な りを創 造 す る近代 化 の邪 魔者 で す。啓 蒙 的絶 対 主義 の権 力 は 「コスモ ポ リタ ン」な

帝国 の再編 を目指 した と言 い ま したが、 こ ち らの方 はユ ダヤ人 を解 放 し、 グー ツヘ ル シ ャ

フ トの解体 と農 奴解 放 を 目指 して行 きます 。絶 対 主義 の形容 語句 と して 「啓 蒙 的」な る修

飾 語 が付 い てい る所 以 です。 へ 一ゲ ルが 「歴 史哲 学講 義』の 中で ハ ンガ リーで は 「臣民 が

お な じ く隷 属状態 に ある なかで、 自由 な貴族 が暴 力 的 な支 配 をつづ けてい る」(訳文 は長谷

川宏訳)と 皮 肉ってい るの は言い得 て妙 です ね。

話 は変 わ ります が、 この 中央 ヨー ロ ッパ地域 を旅行 す る と視覚 的 に似 て いる って言 われ

ます ね。 実 際 にか な り似 て い ます 。 その 「近似 性」を よ く検 討 します と、 まず もって 「歴

史的 な類似 性 」とい うの で な く 「近 代化 遺 産 の類似 性」とで も言い ま しょ うか、 要す るに

19世 紀 以 降の 建築 物 の相 似 性 が最 大 の特 徴 で あ る事 実 に気 が つ きます。 言 い換 えれ ば、

中欧 の首 都 は多 かれ 少 なか れ20世 紀都 市 で あ るわ けで、東 京 や シ カゴを研 究す る視 点 で

取 りかか るべ き分析 対象 で はない で し ょうか。 どの辺 の範 囲で似 て いるか って言 うと、 だ

い たい エス トニ アの タリ ンが 北 限か な と思 い ます。 ペテ ルブ ル ク も含 め てか まい ませ ん

し、含 め る と論 点 は さ らに鮮 明 に なって きます 。す なわち近 代化 を戦 略 に したユ ダヤ人 、

ドイツ人 を重 要 な人口 的特 徴 にす るメ ガロポ リスだ とい う点 で、 あ る意 味 では ブダペス ト

と双璧 をな してい ます。 いず れ に して もバ ル ト海 の端 あた りが この 「似 て い る景観」の北

限 だ と思 い ます 。南 限 で象 徴 的 な街 は トリエ ステ だ と思 い ます。西 に行 きます とチ ュ ー

リッヒあた りが 目安 になる と思 い ます 。東 限 は論 争 にな りそ うです が、 トラ ンシル ヴ ァニ

ァの クルジナ ポ カあた りが 切 れ 目か な って い うふ う に思 うん です け ども。 最 近翻 訳 され

た トー マス ・メデ ィ クス の 「ハ プス ブル ク 記憶 と場所』[*7]でも 「重層性 」や 「相 互 のメ タ

フ ァー」をハ プスブ ルク都市 の解読 の鍵 と捉 えてい ます。 メ デ ィクスは南 限 をベ ネチア に

置い て い る よ うで す が、私 はベ ネチ アを これ に含 め ず、 あ えて トリエス テ に こだわ りま

す。 この地域 に歴 史的伝統 が一 千年 にわ たって根付 いてい るっ てい うよ うに主 張 したが る

論 者 ってい うの は、景観が 似 ていて、 そ こで行 われ てい る精神 生活 がそ っ くりであ る とい

うん です よ。 これ また私 の考 えに よ ります と極 め て単 純 な誤解 だ と思い ます 。先 ほ ども

言 い ま した よ うに、類 似性 は近代 化遺 産 におい て現 われてい る わけで、要 す るに近代 建築

7 Medicus,Thomas."StadtederHabsburger",VヒrlagAntonH瓠nMeisenheim,1991邦 訳 は 『ハ プ ス ブル ク 記憶 と場 所一

都 市 観 相 学 の 試 み』三小 田祥 久 訳、 平 凡 社 、2005
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の技 術 的担 い手 が共 通の土 壌か ら出て きて い るんです ね。 その技術 者 は誰か ってい い ます

と、都会 に住 んで手 に職 をつ けて いるユ ダヤ人 で、建 築技 師 になるた め に、 た とえば ブダ

ペ ス トとか プ ラハ とか ウ ィー ンとか 、 クラ カウ とかで彼 らは学 び修 行 した わけです 。そ ん

な ところで勉 強 し修 行 を して、彼 らが ドイ ツ語 とイデ ィッシ ュ語 で渡 り歩 ける世界 の 中で

仕事 求 めて いろ んな建築 を作 って 回っ たわけ です。 だか ら、景観 が似 て しま うのは当然 で

あって、 中世以 来 の歴 史 的一貫性 で な く、 む しろ近代 にお け る技術 者 の移動範 囲 の共通性

であ る ように考 え られ ます。 近代化 の なか で共 通景 観 を中欧 地域 が作 り出 したか らこそ、

20世 紀 に なる と 「近代 化」を超 える建築 的 プ ロジェ ク トはエ トノス世 界 の復活 をプロ ジェ

ク トして 「近代 を超 え る」試み を各方 面で行 うので はない で し ょうか。 アー ル ・ヌー ヴォー

が 「近代 の神 話 」を語 り口 にす るおか しな関係 性 も私 にはそ う読 み解 け ます。 裸 のナ シ ョ

ナ リズ ムの 場合 もあ るけ れ ど、20世 紀 に狂 い 咲 くこの地域 の民族 的 モ チー フ は基 本 的 に

は超 近代 、 あ るいは ポス ト近代化 を 目指 した ズ レた存 在 です ね。 因み にブ ダペス トの 「古

都 」的風情 を作 っ てい る ゲ レル トの 丘 か らブ ダ城 の漁 夫 の砦 に いた る景 観 は20世 紀 の創

造物 で、 ペ シュ トのユ ダヤ人街 よ りも新 しい建築 物 です。 あ えてい えば、 この擬似 古都 の

佇 まい は、厳密 な意 味 でデ ィズニ ー ラン ドの原風 景 に他 な らず、 市民 の森 にあ る うそ臭 い

古城 とセ ッ トに なった真 の観光 人類 学的傑 作 であ ります。 ウ ォル ト ・デ ィズニ ーは ウィー

ン出 身の ユ ダヤ人 で、 「近代 化」に飽 き飽 きしたお 客 さん を誘 引す る ため に擬似 伝統 を創

造 した点 までそ っ くりです ね。建 築 の埃 が掃 除 された 時、 ブ ダペ ス トな どは20世 紀 都 市

た る驚 きの 面妖ぶ りを現 出す る に違 い な く、 それ は都 市 冒険家 を感涙 させ る本物 の遊 園地

となる こ とで し ょう。 ところが 、農 民エ トノス世 界 を理念 化 した 中欧 ナ シ ョナ リズ ムは、

こ う した都 市 の景観 的 共通性 とは別 次元 に あっ た筈 です し、い わ んや一 見 「古都 」の風 貌

を ま とった擬 古的舞 台装 置 とは無縁 の辺境 に起 源 を有 す る と主張 してい るのです 。 ヴェ レ

シュ ・ペ ーテル(VeresP6ter)は まった く文化 の果て の ように考 え られてい たプ ス タ(空 虚)

な 「大 平原 の農民 」(Azalfbldparasztsaga)を 理念化 します し、 プス タとい えば イェー シュ ・

ジ ュラ(llly6sGyula)に 『プス タの人 々』(Pusztakn6pe)と い うソシ オグ ラフ ィー もあ ります

ね。 こう した ドキュ メ ン トは 「まず あ りの ままの実体 を記録 す る」自然主 義 的 な意 図 で戦

間期 に盛 んに記 され た作 品 で、明示 的な政 治的 メ ッセ ー ジは異 なる ものの、公分母 は 「"真

のハ ンガ リー精 神"は 僻 地 の農村 にあ るの で あっ てブ ダペス トは外 国 だ」と主 張す る もの

です 。 ブ ダペ ス トは帝 国 の準 首都 で あ っ てMagyarorszag(ハ ンガ リー国)の 首都 と して発

展 したわ けでな いので 、 この言辞 の後半 はあ たっ てい ます。 むろん 、大平原 の 農民 な ど多

i鞠聽r惣 なな 逼乞窰襯 傑窺 垂器 駐夢$騒毳騰 讓 姦 繊ivi1辷紬 亀



くは トル コ撤 退後 に新規 入植 した カル ヴ ァン派 農民 で すか ら、 「ず っ と土 地 に しが みつ い

て いた根 生い のハ ンガ リー人」か どうか は疑 問な のです が。 ちな み にこの農 本主義 の面 々

は 「ハ ンガ リー 人 は10世 紀 当 た りにパ ンノニ ア に入 っ て きた 遊牧 民 で あ る」起源 を指摘

され るの が嫌 の よ うで して、 「土地 を耕 作 す る農民 」の出 自に こ とさ らこだ わる傾 向 を持

ち ます。 さ らに実 際 にハ ンガ リー ・ナ シ ョナ リズ ム は戦 中に はユ ダヤ人 を虐殺 し、「創 造

されたエ トノス世 界 の伝 統 」は 「創 造 された共 通 の景観 に代 表 され るユ ダヤ的 な もの」=

「中欧 の伝統 」を破 壊 す る暴 挙 に手 を貸 して しまい ます。 現在 の 「中央 ヨー ロ ッパ 」主義 者

は、 政治 的 に は反ユ ダヤ で は決 して あ りませ ん し、 エス テルハ ー ジ ・ペ ー テル(Esterh査zi

P6ter)な どハ プス ブル ク時代 の旧貴 族 の末裔 に混 じっ て コ ンラッ ドな どのユ ダヤ知 識人 も

入 ってい ますが、 エ トノス世界 の 「民族性 」を継 承 した上 に 「長 い歴史 の共通 性」を論 じて

い るな ら、 まった くの虚構 の上 に聳 えてい る と言 って構 い ませ ん。共 通性 こそ、 ユ ダヤ人

と ドイ ツ人 が創 出 した もの であ って、民衆 世界 は どこで もた い した変 わ りが な い とい う意

味で 似て いた だ けで、 中欧 の 「共 通性 」か らは疎外 されて いた か らです。 体制 転換 後、 中

央 ヨー ロ ッパ大 学 と名打 った大学 がユ ダヤ 人で ある シ ョロ シュ ・ジェル ジ(SorosGy6rgy)

さんに よって創立 された事実 は、 こ う見 る と皮 肉 では な く、 中欧の真 の担 い手 に よる自己

主張 の希有 な例 と言 えま し ょうか。 なお 厂東欧 ユ ダヤ人」なる概念 は 「中欧ユ ダヤ 人」に取

り替 え られ そ うにない よ うです が、 これ は中 欧 と東欧 の ア シュケナ ージム ・コミュニ テ ィ

の共通性 か らす れば妥 当か も しれ ませ ん。 ユ ダヤ人 で本来 的 な差 異 はオスマ ン ・トル コ占

領 地域 に はセ ファルデ ィー ム ・コ ミュニ テ ィの展 開 した点 で、バ ル カ ン半島 で はそ の両者

の共存 も見 られ ます 。 ミレ ッ トに も見 られ る異教 も含 め た共存 は逆 にシオ ニズ ムを生 まな

か った こ とにつ なが ります。 シオニ ズム とい え ば、 元祖 のヘ ル ツル(TheodorHerzl)は ブ

ダペス トの人 です ね。

伊 東[僕 は最 近 、ユ ダヤ 人 の音 楽 とか、 ジプ シー の音楽 とか に興 味 が あ ります。 普 通音

楽っ てい うのは汎 ヨー ロ ッパ 的な貴族 階級 の音楽 とい うのが あ って、 あ るい は教会 の音楽

とい うのが あって、 これはわ りとヨー ロ ッパ の どこの 国 に行 って も似 てい ます 。そ の下 に

農民 の音 楽 とい うのが あ って、 そ の農 民 の音 楽が 、 それ ぞ れ各 国特 有 の特徴 、色 づ け を

持 ってい て、 これが19世 紀 末 く らい に芸術 上 の ナ シ ョナ リズ ムの基 盤 に なっ た と、 音楽

の場合 は言 われ て い るん です 。そ れ で、ユ ダヤ人 の音 楽 とか ジプ シーの音 楽 っ てい うの

はお そ ら くもうひ とつ下 の層 に なる と思 うん ですが、 そ の下 の層 に、結構 ど こにいって も

似 て いる音 楽 の層 って い うのが ある とい うのが お もしろい と思 って い る ところな んです。
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この私 の 関心 と今 の話 とはす ご く重 なる と ころが あ って、 イ デ ィ ッシュ語 を話す ユ ダヤ

人の 共通 の技術 者 らが 各都 市 にい て、 それぞ れ似 た よ うな ことや って いた とい う共通性 、

汎 ヨー ロ ッパ 的 な共 通 性 を持 って い た と理解 す れ ば、 似 た よう な話 だ な と思 い ま した。

ち ょっ とひ とつ 質問 していい です か?今 の話 だ と、絶対 主義 を 目指す 上級 官僚 と上層 の

貴族 って い うの は、各 国固有 の色 づけ みたい な ものを持 たな い もうち ょっ と普遍性 をめ ざ

した って こ とで す よね?そ して、 それ に対す る下 級貴族 が、 農村 な んか に分 け入 った り

して発 掘 して来 たのが 各国 のナ シ ョナ リズ ムであ った と、 まあそ う言 っ ていい ですか?

小 島1そ うです ね。別 に直接 貴族 が農村 に行 った って言 うん じゃな くて、 民衆世 界 の理念

化 をや って 、普遍 的 な啓 蒙主 義的改 革 に対す る、対抗 の ス ロー ガ ンをつ くった ってい うの

が実体 だ と思 い ます ね。 ただ しさ らな る問題 はエ トノス を理念 化 して 「ナ シ ョナ ル な」固

有 の 表象 を作 り出 した とは言 う もの の、 そ れは ソ シュール の構 造主義 では あ りませ んが、

差 異 は残余 によって事 後 的 に決 定 して行 くと言い まし ょうか、要 す るに 「他 と違 うよ うに

した」関係場 が生 み出 した作為 的 な ものか も しれ ない こ とです ね。

伊 東1わ か りま した。下 級貴 族の共 通 の もうひ とつ の敵 としてユ ダヤ人み たい な もの がい

た、都 市住 民が いた と。 で は、 そ の共通 の敵 同士 って い うのは 関係 あ った んです か?つ

ま りその官 僚上層 貴族 と、都 市の イデ ィッシュ文化 との 間 には。

小島1実 際 問題 として この 地域 でユ ダヤ人解 放令 を推進 す る連 中 とい うのは啓 蒙主義 の影

響 を うけ た上 層貴 族 です ね。 絶対 主 義 的 な官 僚 がユ ダヤ人解 放 令 な んか を促 進 して い っ

て、 それ に対 して反ユ ダヤ、 ア ンチセ ミテ ィズ ムを武器 に してナ シ ョナ リズ ム を作 るのが

下級 貴族 であ るって い う構 図が引 け るかな と思い ます。 直接連 絡 のあ ったケ ース も きわめ

て多 くあ るん じゃな いです か。実 際 ウ ィー ンで は、都市 計画 を進 め る際 に金 を出 したの は

後 に リング界隈 に住み 着 くユ ダヤ人の ブル ジ ョワ ジー で した ね。

伊 東1ウ ィー ンの場 合 、1860、70年 代 あた りの 現代 の ウ ィー ンの 輪郭 が で きあが った時

代 に、実 際 に金 をだ したの はユ ダヤ系 のブ ル ジ ョワジーで、 設計 したの も、ユ ダヤ系 の建

築家 だっ た とい うわ けです ね。 もうひ とつ だけ。今 お っ しゃって いる下級 貴族 って い うの

は、ち ょっ と我 々 にイメー ジ しに くい と思 うんです け ど も、それ は どうい うものです か?

つ ま り貴族 とは名ば か りで 資産 も何 もない ジ ェ ン トリ、 そ うい う もの を思い浮 かべ れば い

い んですか?ち ょっ とそ の辺 も教 えていた だ きたい。

小島1ど うで しょうね?こ の時期 には貴 族 って い う身分 に領 地 っ てい うの はつ い てい る

か ら、名 前 だ け って い うの はな か った と思 い ます け ど、19世 紀半 ばに な った ら、 事 実上
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貴 族 っ てい う身分 は もっ てい て も、経 済 的 な特 権 は ほ とん ど な くなっ てい る とか ね、 コ

シ ュー ト ・ラ ヨシュの場合 はそ うだ と思 うんです け ども不平 貴族 として一定数 が析 出 され

だす って い うような過程 は あった と思 いますね 。 まった く話 は変 わ りますが 、 この地域 を

考 え る上 にお い て、 日本 で注 目され て ない、あ る宗教 につ いて ち ょっ とだ け重要性 を扇動

してお きたい って考 え ます。 それ はギ リシ ャ ・カ トリックです。 これ ほ とん ど日本 で は研

究 され てない ん じゃない か と思 い ます 。ギ リシャ ・カ トリ ックって名前 自体 が論理 矛盾 み

たい です け ども、 この地域 の、 これ か ら鍵 を握 る宗教 の ひ とつで は ないか ってい うふ うに

私 は考 えて お ります。 ユ ダヤ人 は実 際 ジェ ノサイ ドされ て、多 くの地 域 か ら抹消 され た

経 過 があ っ て、 ブ ダペ ス トです ら現 在2000人 くらい程 度 に な って しまい ま した。 だか ら

ユ ダヤ 人の プ レゼ ンス ってい うのは これか ら大 きな動 向 を握 るか どうか につ いて疑 問です

が 、ギ リシャ ・カ トリック に関 して は、何千 万単位 の数 が 出て くる と思 い ます ので 、眼 を

離 せ ないの では ないか と思 い ます。 これ はい ったい何 か と言 い ます と、 ドイツ地域 で宗教

改 革が広 ま り宗 教戦 争が展 開 されて、 中央 ヨー ロ ッパ地 域が 次々 と新教 地域 に変 わって い

くの に対 して 、宗教 改革 のち よっ と前 に、 カ トリックを改革 す るため に作 られてい たイエ

ズ ス会が対 抗宗教 改 革 をス ロー ガ ン化 して行 きま した。 後 には非 キ リス ト教 地域 にいろ ん

な ミッシ ョン送 り出す 運動 をや り、 日本 に も布教 に来 ますね。 そ の一環 として ギ リシ ャ宗

教地 域 にイエズ ス会 はか な り多 くの ミッシ ョンを送 り込 んで いる んです ね。そ れで ね、一

応祭 祀 の形 式 はギ リシ ャ正 教 の形 式 を完全 に認 め た上 で、神 父組 織 は ロ ーマ教 皇 に従 属

す る とい う折衷宗教 を作 り始 め るわけ ですね 。 これがギ リシャ ・カ トリ ックで、 日本語 で

東方帰 一教 会 とかユ ニァー ド派 とかい うふ うに呼 ばれて いる よ うな宗教 です 。 きち ん とし

た統計 も現在 もない んでは ないか と思 います が、 ルーマ ニアで は、百万 くらい は信 者 もい

るんで はないか って推 定 されて います。 ウ クライ ナで はひ ょっ とした ら千万 近 いんで はな

いか って い う説 もあ ります。 モ ル ドヴ ァで も何 十万 人 ってい う風 な声 も聞 きます 。要す る

に人 口のか な りのパー セ ン トが このギ リシ ャ ・カ トリックで あった んで はない かって最 近

言わ れて いるの です けれ ど も、社会 主義体 制下 で完全 に禁止 されて いたん です ね。 ル ーマ

ニ ァを例 に と ります と、ハ ンガ リー人 は稀 なカル ヴ ァン派 を除 き大部分 はカ トリ ックなん

です ね。 ドイ ツ人は ル ター派 、 ルーマ ニア人 はル ーマニ ア正教 です。 ところが、全 て の民

族が共 通 に信 じてい るのが ギ リシャ ・カ トリ ック だった んです ね。 だか ら社 会主義 政権 の

民族分 断政 策の展 開の上 にお いて 、ギ リシ ャ ・カ トリックを認 め るこ とはか な り危 険 って

い うこ とを意味 したわ けです。 カ トリ ック教会 をつぶ した ら国際 問題 な ります け ども、 ギ

讓 智灘蜘飆 漁 ・》～晦 ¢・照離 119



120

リシ ャ ・カ トリ ックはつ ぶ して もたい して問題 にな りませ んの で、 か な りの率 で つぶ さ

れた ので はないか と言 われ てい ます ね。体 制転換 後 、ギ リシ ャ ・カ トリックは再 び認 め ら

れて、 各地域 で復権 もは じまった んです け ど も、単純 に考 えて もとんで もない信者 の数 で

すか ら、 この地域 をギ リシャ ・カ トリ ック ってい う点か ら見直 す視点 につ いて気 をつ けて

いい と思い ます。 なお この宗教 を含 めて 、中欧 の近代 を知 るた めに はイエ ズス会 に よる対

抗 宗教 改革 の実態 を徹 底 的 に究明 しない とい けない と確 信 します 。ハ プス ブル ク帝 国 の絶

対 主義 化 の宗教 的受 け皿 にな ったの もイエ ズス会 です し、 「中欧 は カ トリ ックだか ら遅 れ

た地域 」な ので な く 「イエ ズス会 だか ら近代 化 に着手 で きた」側 面 の方が 重要 であ ります 。

余 談 にな りますが 、中欧 の宗教 的展 開 と社 会 の状 態 を きちん と見 るため には ウェーバ ーの

『プ ロテス タ ンテ ィズム の倫 理 と資本 主 義の 精神 』の前 半 に書 いて あ るポ ー ラ ン ドへ の論

断 は きっぱ り忘 れ去 りま し ょう。今 田元 さん の 「マ ックス ・ウェーバ ー とポ ー ラ ン ド問題 』

の剔 抉す る よ うにこれ はただ の偏見 また は ヨタです。 とい うの もポ ーラ ン ドは イエズ ス会

に よって対抗 宗教 改革 の成 功 す る直前 までは ヨー ロ ッパ最 強の カル ヴ ァン派 地域 であ った

わけです し、ハ ンガ リーで もカル ヴ ァン派 は もっ とも資本主 義 的 とは無 縁 の地域、 す なわ

ち大 平 原 に広 ま り、近代化 に比 較的成 功 した ドゥナ ン トゥール地域 はイエ ズス会 であ るか

らです 。宗 教改 革 は ブロー デル が 『地 中海』で書 くよ うに、 オスマ ン ・トルコのバ ル カ ン

侵 攻 を 「天 罰」と把 握 して信 仰義 認 を復 興 した よう に、 トル コ占領 地域 へ の とてつ もない

恐怖 と偏 見 をプ ロテス タン トは有 して います が、 イエズ ス会 もそれ は継 承発 展 させ て い ま

す 。 フロ ン トになった 中欧地域 の なか で もハ ンガ リーで 「バ ルカ ン」=「 アジ ア」人恐怖 が

極 大化 したの もイエ ズ ス会 的 「戦 陣」意 識 の高揚 と深い 関連 は ない で し ょうか。 こ こで も

「中欧 の伝統 」は近代 的な虚構 で、正教 との決 定 的な差 異 は11世 紀 か ら存 在 した とい うの

でな く、宗教 改革 と対抗 宗教 改革 を通過 して決 定 的に なった ので し ょう。 ハ ンガ リーに関

して は、11世 紀 の シスマ前 後 で も正 教 とコ ンタク トを結 構取 って い ま した し、 ブル ガ リ

アで カ トリシズ ムが定着 し始 めた時期 が あ った り、神 聖 ローマ 帝国が 十字 軍 にコ ミ ッ トし

て正教 地域 を陵辱 す るまで は宗教 的対立 はあ って も断絶 まで は行かず 、 いわんや社 会 文化

を決す る までは なかっ たのです 。

伊 東iこ の辺 で フロア か ら質 問 を どうぞ 。 どんな点 で も。

フロア1絶 対 主義、 啓 蒙主 義 的絶 対 主義 王政 に対抗 す る勢 力 として、18世 紀 か ら下級 貴

族 が ナ シ ョナ リズム を形 成 して きた って い うお話 が あ りま したが、 ドイ ツ語 圏で はユ ン

カー と呼ば れる人 たちが い ますね。 実際19世 紀 前半 に、一 私 は文学 が専 門です ので
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文学者 の 中で、大 変保 守的 で反ユ ダヤ主義 的 でナ シ ョナ リス ティ ックな傾 向を持 ってい た

作家 はだ いたい ユ ンカーの 出身が 多い んです ね。ハ ンガ リー にはた しか ナジ ウール って呼

ばれ る在郷 貴族 と大農場 主 の間み たい な人た ちが います よね。 ああ い う人 たちが下 級貴族

に入 るんで すか?

小 島1ま った くその通 りです ね。 さっ きの話 に付 け加 えれば、彼 らは中間層 です か ら不安

定 ゆえ具体 的存在 形態 は個別 に違 って いて、総体 として はお話 しま した ように ナシ ョナ リ

ズム の担 い手 になるの ですが 、別方 向 に走 った者 も もち ろんい ます。

フ ロアll848年 の 革命 の 頃 に言語 の 問題 、ハ ンガ リーで は、 マ ジ ャール語 を しゃべ る 人

がハ ンガ リー人、 い わゆ る国民 で ある と認 め られて、 同時 にハ ンガ リー領内 に住 んでい る

マ ジ ャー ル語 を しゃべ らな い人 は、 ハ ンガ リー人で はな い とい うふ うな言語 を統一 化す る

こ とに よってナ シ ョナ リズ ムへ 導 いた って ことがあ った と思 うんですが 、そ のあ た りは ど

うい うふ うに考 えた らいい んで し ょう?

小 島 「ドイ ッの民族 主 義 自体 が フ ラ ンス革 命 なん か を きっか け に して、「ドイツ人」っ て

い う意識 を人造的 に激烈 に創造 してい きます ね。 この場 合 で も例 え ばヘ ル ダー なんか に典

型 な よ うに、 ドイツ民族 の一番 中心 的 な もの を ドイツ語 に求 めた わけで すね。 この地 域 の

民 族 主義 の基 本 にか な らず言語 が で て き ます ね。 どう してか言 う と、「血」をス ロ ーガ ン

に して さえ も、人種 と して民 族 を考 え るこ とは まず ナ ンセ ンス だか らです 。 ヨー ジェ フ ・

ア ッテ ィラ(16zsefAttila)に 『ドゥナ ー ナー ル』(Dunanal)っ てい う詩 が あ ります け ど、 な

んで したっ け、 お母 さん はルー マニ ア人でお 父 さんは セル ビァ人で俺 はハ ンガ リー人 だ と

か なん とか書 いてい ますね 。だ か ら結 局言語 って い うこ とを媒 介 に民 族 を求め ざる を得 な

い、 これ こそ 言語 が 基本 にな った理 由だ と思 い ます ね。 実際 ハ プス ブル ク帝 国下 で民 族

統計 ってい うのは存在 しなか った訳で 、母語 統計 で結局 民族 の分布 なんか を推定 して い ま

す。 言語 は民族 と ど う関係 す る か って い う議 論 以前 に、 民族 って い う概 念 自体 が言 語 に

よって形 成 され てい った ってい う過程 があ った んでは ないか と思い ます。 ソ連言語 学論 争

で、 ス ター リ ンが乗 り出 して きて言語 は上部構 造、 す なわち 階級的 な存 在 で な く超 階級 的

な媒 体 だ と 『言語 学 にお ける マル クス主義 につい て』を書 いて定 義す る わ けですが 、宣 な

るか なです よ。 民族 は階級 関係 に よ って作 られた 一定 の トラ ンジ ッタブル な人 間集 団 で

あ って も、 階級 関係 に還元 で きな い実 質 を持 ち、 それ が社 会主 義 の 「入 れ物」を用 意す る

と想 定す る な ら、民族 を形成 させ た民族 言語 を超 階級的 ・間階級 的 なメデ ィ ウムに位置 づ

ける しか ないか らです 。逆 に言 い ます と、言語 を媒介 に文学 ・歴 史 的記憶 な どを継 承 し、
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その 中で対 他 的 に自分の存 在 証 明 をす る際 に 「民 族 的 自覚」な る ものが 生 じるな ら、 言語

を媒介 に して ナ シ ョナ リズ ムを喧伝 す るの は普 遍性 を持 つ現象 だ と思 い ます。 ところで、

ハ ンガ リー の言語論 争 につい てハ ンガ リー人 の研 究者 は非常 に偏 った議 論 をや ってい る よ

うな気 が いた します。ベ ネデ ィク ト ・ア ンダー ソンの 『想 像 の共 同体』はイ ン ドネ シア の

言 語 の形 成過 程 の研 究 です け ど、不 思 議 にハ ンガ リー語 に対す る議論 が 多 く出 て き ます

が、 ア ンダー ソ ンが 基本 的 に間違 ってい るの は、 ラテ ン語 に対 してハ ンガリー語語 彙が い

かに作 られ てい ったか って い う論脈 です。 ハ ンガ リー語の 問題 をイ ン ドネ シア語 とは違 っ

て、 「想 像 された共 同体 言語 」の創 出過 程 と して描 くので な く、 ラテ ン語 か らの独 立 物語

の よ うに、 ま るで ア ジア とヨー ロ ッパ は根本 的 に相 違 してい るか の ような誤 解 を与 えか

ね ない形 で分析 して い ます。 実 際 には、 ハ ンガ リー語 の場合 も 「想像 の共 同体」の メデ ィ

ウム を作為 した点 で はイ ン ドネシ ァ語 とはち っ と も変 わ らない わ けで、 ノル ウェー 語 の

よ うな劇 的な創 作物 で なか った に して も、 多か れ少 な かれ 『國語 元年』創 出 はあ りえた わ

けです 。 ア ンダーソ ンの下敷 きになって い るのはハ ンガリー言語 学 の業 績で しょ うが、正

書 法 を定め てい く歴 史過程 の議 論 におい て、ハ ンガ リー 人 は 「ハ ンガ リー語 は 自明 であ っ

た」ってい う言 い方 をす るん です ね。 リ ンガ ・フラ ンカた るラテ ン語 とか ドイ ツ語 で表記

され た言葉 を どこまでハ ンガ リー化 す るか ってい う議 論が 焦点 にな ったの であ って、表 記

問題、 た とえば どれ を正 書法 と して認 めるか って い うふ うな議論 は全然 なかっ たって言 う

んです が、 私 は真 っ赤 な ウソだ と思い ます。最 近初期 ハ ンガリー語 の資料集 なんかが続 々

と刊行 されてい ます け ども、私 の ような言語 学の素 人か ら見 たって 、ハ ンガ リー語が実 に

い ろんな表 記 をされて い る訳 です ね。 チ ャウシ ェスクの 時代 に禁 書 だっ たチ ャン ゴー ・マ

ジ ャール とい うモル ドヴ ァ周 辺 に住 ん でい るハ ンガ リー 人の言語 で書 か れた本 も最 近売 ら

れ てい る んです け ど も、 これ な ど明 らか ににハ ンガ リー 語 と違 っ た表記 が採 用 され てい

ます 。現 在 のハ ンガ リー 語 の表 記 って い うの はめ ち ゃ くち ゃ簡単 です ね。 ところ が簡 単

な割 には ち ょっ とか わ った表 記 も入 って い る と思 い ませ んか。 例 え ばSZで す ね。 これ は

エ スな んです ね 。Sは これ に対 してエ シ ュ。 だか ら 「Budapestブ タペ シュ ト」であ った り、

「Szentendreセ ンテ ン ドレ」で あっ た りす るん です け ども、 こんな表 記が もと もとあ ったか

疑 問で、 現在 のSの 代 わ りに§が 使 わ れて い るケ ース も結構 ある ん じ ゃない です か?こ

れ は ラテ ン文字 を採用 す るス ラブ語圏 で頻繁 に使 われて い る表記 で 、ル ーマニ ア語 で もこ

れ を使 っ てい ます ね。周 りはた いてい この手 の記号 を使 うん です け ども、ハ ンガ リー のナ

シ ョナ リズム か ら見 る とス ラ ブ人や ルー マニ ア人 な どは三 流の 野蛮 な アジ ア人で すか ら、
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こん な表 記 な どハ ンガ リー語 にあ っては な らない んです ね。周 辺言語 か らの借用 語、 コ ン

ジュゲ ー シ ョンなど もス ラブ系表 記 もろ と も非正統 的言 語 と して排 除 してい って今 日の表

記 に整 えて いった過程 が あるん じゃないです か。周 辺 のハ ンガ リー 入の い う劣等 民族 言語

の正 書法 とは異 な る方 向 に差 異化 して いっ た、本 当はハ ンガ リー語 に膨大 な論争 史 と政策

的排 除 の過程 があ った と私 は思 います。 も うす で に完結 したか もしれ ませ ん け ども 『トラ

ンシル ヴ ァニア ・ハ ンガ リー語 語彙 集』[*8])ってい うル ーマ ニ アの ク リテ リオ ン ・キ アー

ドーか ら出て い る全20巻 くらいの膨 大 な資料 なん か を厳 密 に見 て い くと、ハ ンガ リー語

にバ ル カ ン化 現象 が あ った んで は ないか って私 は推 測 して い ます。 「バ ルカ ン化 現 象」っ

て い うの はバル カ ン半 島 に典 型的 に起 こる相 互干渉 形態 で、全 然違 った系統 の言語 、 た と

えばル ーマ ニア語 み たい な ロマ ンス語 系 の言語 と、ス ラブ系 の 言語 とギ リシャ語 とが ね、

全然 系譜 が 違 うの に共 通 の性格 を帯 び は じめ た りす る よ うな言 語 的 な融 合 形態 を言 い ま

す。ハ ンガ リー語 の教科 書 を読み ます と、ハ ンガ リー語 は純 粋 であ って、周 囲 の言 語 か ら

見 る と言語 的孤 島で あって、 そん な ごちゃ ごち ゃ した混乱 は なかっ た、だ か ら、結 局 ラテ

ン語 とか ドイ ツ語 か らの借用 語 ど うす るか ってい う議論 しか なかっ たって い うふ うに書 い

てあ るん ですけ ど、私 はそ れ こそハ ンガ リー ・ナ シ ョナ リズ ムの制度化 された宣言 で はな

いか って い うふ うに考 えて います。

伊 東1そ の お話 は この研 究会 のそ もそ もの発想 ともつなが って いる と思 い ます。 こ こでや

ろ う としてい るのは、 その各 国の ナ シ ョナ リズムの 内側 か ら文化 を研究 す る ことで終 わ ら

ない、 とい うこ とです。 ハ ンガ リーな らハ ンガ リー の研 究者 の言 って い るこ としか 見 ない

と結局 今の 論争 史の話 みた いに、 ある イデオ ロギー に知 らず 知 らずの うち にの っか っ て し

まう。 それ を相対化 す るため に、多少 な りと もジ ャ ンプ してみ ま し ょうっ てい う発想 で始

まってい るので、 そ うい う意 味で は まった くこの研 究会 に相 応 しい話か な、 と思い ます け

れ ど も。三谷(研 爾)さ ん、 コメ ン トあ りませ んか?

フロ ア1我 々の研 究 会 は 「モ ダニ ズム」とい う言葉 が 一番 前 に来て い るわ けな んです け ど

も、モ ダニ ズム を どれ くらい の時期 で設定 す るか、 いろい ろ議論 がわか れ る ところだ と思

うん です 。僕 なんか が見 てい る 限 り、 モ ダニズ ム は基本 的 に は都市 で発 生 して くる、 と

い うこ とになるん で、近代 主義 が基本 的 に都 市 を拠 点 に した もの だ、 とす る と、都市 に起

こ って来 た モ ダニズ ム とそ れか ら先 行 してい る ナ シ ョナ リズ ム、 さ らに それ に先 行 して

8 SzaboAttila(sz.)``Erd61yimagyarsz6t6rt6netitar",Kriterion,1993一
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い るあの絶対 主義 的 な意味で の近代 主義 との位 置 関係 は、 もういっぺ ん測定 しなお さな く

ち ゃいけ ない、 これが一 番難 しい ところだ と思 うんです ね。結局 モ ダニ ズムの芸術 運動 っ

てい うの は一方 で、そ うい うふ うな農村 に足場 を置 くような ナシ ョナ リズ ム とも一定距 離

を置 きつつ 、 しか しなが ら どこか通 じ合 って いる とこ ろがあ る し、逆 に今度 はさ らに先 行

して いる絶対 主義 的近代 主義 ともまた複雑 な位 置関係 にある。 とい うこ とでお そ ら くどっ

ちにつ くか って 言 うんで は な くて、 第3の 局面 を 開 くはずの モ ダニズ ムの位置 をかな り具

体 的 に検 証 して いか な くち ゃいけ ない。 しか しなが ら今 おっ しゃっ た ように、ユ ダヤ人 の

動 きが 非常 に重要 で、 それが おそ らく各都 市 間の一定 の共 通の部 分 を提 示 させ るに違 いな

い、 それ はまあ僕 もそ の通 りだ なあ とい うふ うに思 って い ます し、 そ してまた この研究 会

の大 きな テーマ にな ってい くだ ろう とい うふ うに思 い ます 。都市 と農村 とそ して芸術 的モ

ダニズ ムの展 開 とい う三者 の 配置 図が書 け るか書 けないか って い うこ とになる ん じゃない

かな と思 い ます。

小 島i逆 に、井 口(壽 乃)さ ん に逆 に質 問 して い いです か?ハ ンガ リーの モ ダニズ ムの

建 築家 レヒネル ・エ デ ン(LechnerOd6n)な ど、ハ プス ブル ク帝 国の近代 化 に対 して、 「ア

ジア人 」で あ るハ ンガ リー の大平 原 のモ チー フを使 った って い うふ うな俗 流解 釈 って い う

のは 日本 で のみ大流 行 りです け ど も、 あれ は本 当 です か?

フ ロア1ハ ンガ リー 人 もそ う言 って い ます ね。 日本 入 でそ う言 って い るっ てい う よ りも、

日本 人の研 究者 はハ ンガ リー人が書 い た もの を も とに研 究 してい ます か ら。

小 島[そ れ につ いて、伊 東 さん と議 論 した こ とあ るんで すけ ど、 中欧か らバ ルカ ン地域 の

民族 ナ シ ョナ リズム の表 象 は全 部似 てい る よ うな気 がす るん です ね。 例 え ばあ のハ ンガ

リー の民族 衣装 な どセル ビアに もそ っ くりな もの はあ る し、 ルーマ ニア に ももちろ んそ っ

く りです し、ハ ンガ リーの民 族 的伝 統 を 自覚 して大 平原 の 自然 のモ チー フを使 った りす る

とか い うふ うな言 い方 す るんです が、 同 じこ とはハ ンガ リー の周 りの諸地域 に言 え るこ と

であ って、全 部 そっ くりで はない か と思 い ます。

フ ロア1お っ しゃる通 りだ と思 い ます。 あの、 食べ 物 もそ うだ と思 うんです ね。 料理 も。

ドナ ウ川沿 いの 国 とい うよ りも ドナ ウ川 流域 での食べ る もの とか衣食 住 のモチ ー フであ る

とか ってい うの は、 もうほ とん ど同 じです よね 。だ か らた また まそ の19世 紀 末 に ナシ ョ

ナ リズムが 高揚 して きた時 に、 フス カ ・ヨー ジェ フ(HuszkaI6zsef)と い う美 術 史家が持 っ

て来 て都 合 のい い ように、 それがハ ンガ リー 的な ものだ と打 ち出 してい く、 と、 私 は思 っ

てい ます。
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小 島1私 もまっ た く同 じ意見 で す。 反都 市主 義 のモ チー フが 草 木 だ とい うの は ウ ィ リア

ム ・モ リス のArtsandCra丘sMovementで も同 じで、 アジ アは無 関係 です ね。 あ えて言 え

ばイ ング ラン ドの反都 市 主 義 は農村 近 郊 に こ も ります が、ハ ンガ リー はあ くまで もアー

ル ・ヌー ヴ ォー、 す なわち都 市的 であ る点で しょうか。

伊 東1今 の話 を聞 いて い る と、バ ル トー クなん てい うの は、2回 くらい無 自覚 に寝 返 って

い るか な、 とい う感 じが します ね。 つ ま り最初 の 出発 点 は、19世 紀 の上 層 貴族 の 名人 芸

的 な演 奏家 みた いな ものか ら出発 して、 次 に農村 に分け入 って 農民 の音 楽 に注 目して 、 と

い うあた りまで は、下層 貴族 ナ シ ョナ リズ ムみた いな ものにあ る程度乗 っかっ た。 で もそ

れ も突 き詰 め る と、 どこか 別 の と ころ に もう一 回突 き抜 け ち ゃっ た ってい うそ うい う風

に今 の話 を聞い ていた ら整理 で きるか な、 と思 い ます。 カフ カなん てい うのは ど うなんで

し ょうね?

フロア1カ フカはユ ダヤ人 ですか ら議論 が難 しくなって しまうんです け ども、直感 的 に言

えるこ とは、西 ヨー ロ ッパ で出現 して い くよ うな文学作 品の形態 、特 に長編小 説 に代 表 さ

れ る ような文学作 品 とは違 う形の形 態 を、 カフカ は一所 懸命 試 みて いる ことは 間違 い ない

んです ね。 で、違 う形態 のや つ、 とい うの は何 の こ とか といい ます と、伝 統 的 な説 話 とか

物語 の形 に接 近す る よ うな もので、 おそ ら くその背景 に は、 文化 的後背 地 と して イデ ィ ッ

シュ語 を しゃべ って いる ような東 方 ユ ダヤ人 の世 界 が広 が って い る に違 い な い。 ただ し

か しカ フカはそ の東方ユ ダヤ 人の世界 にまっ た く回帰 したい ってい うふ うに思 ってい る訳

で は な くて 、都 市 に住 む 同化ユ ダヤ人 と して一 定 の距 離感 を保 ち なが ら、 なお かつ そ う

い う世 界 を睨ん でい く。 そ うい う ところが物語 の形 に、説話 的 な形 を回復 させ るひ とつ の

契機 にな ってい る、そ の微 妙 な ところ に立 っ てい ると思 うんです ね。 だか ら、 まった くも

う同化ユ ダヤ人 であ る こ と もや め て しま う、や め る こ とは難 しいん です け ど、 しか し と

にか くそれ か らも距 離 を とって しまって シオ ニス トとな ってい く道 をなか なか彼 は選 び と

る こ とはで きない 。そ うい う位 置 関係 ってい うの は、 おそ ら く今話 題 にな ってい るい くつ

かの対抗 軸 の間 に しか 身を置 けな い とい う彼 の 固有 のス タ ンス だ と思 い ます。 す ご く直感

的な言 い方 をす る と、 カフ カ とバ ル トー クは なんか ど こか よ く似 てい る奴 だな って僕 は前

か ら思 って いて、 それが まあ今 のお話 とダイ レク トに重 なるか ど うか はわか らな いです け

れ ど。

伊 東1僕 も素 人 と して の感 想 です が、 カ フカの 文学 が読 める地 域 は あ る程 度 限 定 され て

い るん じゃ ないか って い う気 がす る んです 。読 め る とい うか読 んで ピ ンと くる地域。 で 、
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その 地域 とい うの は、 さ っ き小 島 さ んが言 っ たそ の西 が チ ュー リ ッヒで東 が クル ー ジュ

で、 とい うその あた りと重 なる ような、 そん な気 がす る んです。 つ ま り彼が描 い てい る世

界 は、 ものす ご く地 域 的であ る にもかか わ らず 、そ の地域 の中 に入 って しまえ ばあれ は比

喩 で もなん で もな くて ものす ごい リア リズム、 リアルな もので しか なか ったん じゃ ない か

なっ てい う気 が します ね。

小 島1完 全 に意見 は同 じです ね。 それ と 日本語 に翻訳 紹介 され てい るこの地域 の文 学 は偏

りす ぎてい るか な っ てい うふ うに思 い ます ね。 非常 に偏 った翻 訳 をベ ー ス にス テ レオ タ

イプが作 られ す ぎて い る よ うな、そ ん な部分 を これか ら脱 却 す る必 要 もあ るか な と思 い

ます。モ ダニ ズム とい うこ とだ けで も、カ ッ シャー ク ・ラ ヨシュ(KassakL句os)と か、全

然翻 訳 されて ない で しょ?ク ルー デ ィ ・ジュ ラ(KrndyGyula)と か ね、 日本 で言 った ら

漱石 とか 藤村 にあ たる よ うな文 学が全 然 日本語 に なって ない ってい う状 況 を脱却す るべ き

だっ て考 え ます ね。 それ とこの地域 でハ ンガ リー だ けは20世 紀 の歩 み が違 うのか な って

い う気 が い た します 。 第一 次 大戦 後 にハ ンガ リー は敗 戦 国 に なっ て懲 罰 的 な トリァ ノ ン

国境 が 引 かれ て、 ルー マニ アサ イ ドか らみ ると 「大統 一 」にな るん です け ど、 ハ ンガ リー

か ら見 ます と、 国土 の66%を 取 られ た間 隙 を縫 ってベ ラ ・クー ン(BelaKun)の 革命 が起

こ ります ね。 この革 命 は凄惨 な赤色 テ ロをや って、す ぐにホル テ ィなんか に よってつぶ さ

れて、今 度 は白色 テ ロが 荒れ狂 って行 きます。 ベ ラ ・クー ン自身がユ ダヤ人 だ った事実 も

理 由 なんです け ど も、反 ユ ダヤ主義 はい ち早 くハ ンガ リーで は体 制 的に成立 して しまい ま

す 。他 の 地域 で は1920年 代 とい うのは モ ダニズ ムの全 盛期 だ ったの に、 ハ ンガ リーで は

ユ ダヤ人 が排 除 され て い く結果 、1920年 代 の モ ダニズ ムの輝 きは なか っ たで す ね。 トラ

ンシルヴ ァニアか ら逃 げて きたハ ンガ リー知識 人 たち は、 一度 ブ ダペ ス トに来 るのです け

れ ど も、 あ ま りの 知 的偏狭 さ に耐 え られ ず結 局 ウ ィー ン、 ミュ ンヘ ン、 ベ ル リ ン、パ リ

あた りに逃 げて しま う現 象 も雪 崩 の ように起 ります。 む しろハ ンガリー におい てモ ダニズ

ムの絶頂 は1910年 代 であ って、 『ニ ュガ ト』(Nyugat)や ガ リレイ ・サ ークル(AGalileiK6r)

とか ね、彼 らが 活躍 した時代 であ っ て、20年 代 とい うデ ィケ ー ドをと ってみ た ら、 ま っ

た く陸 の孤 島にハ ンガリー は変 化 してい ます。 ホ ルテ ィ政権 はユ ダヤ人 を排 除す る ような

いろ んな法 令つ くって、 実 際 にユ ダヤ的 な近代 に対 す る 「民 族性 」の維 新 を進 め て行 くわ

けです け ども、 この中 でハ ンガ リー ・ナ シ ョナ リズ ムの本流 み たい なやつが リイ ンカネー

トす るわ けで、 この連 中が 要す る に農民 エ トノス世 界 の理念化 を も う一 回や るわ けで す。

これ があ の ネー ピ ・イー ロー ク ・モ ズ カロム(N6piir6kmozgalom)、 農 民作 家 運動 また は
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民 族 誌運 動 っ てい うんで し ょうか、民 衆 世界 を素直 にソ シオグ ラフ ィー に移 してい く運

動 で す。 ところで20年 代 に西 ヨー ロ ッパ に逃亡 し、30年 代 には ナチス に追 い詰 め られ て

いっ たユ ダヤ知識 人は最 後 に どこに集結す るか 、 シカゴ なんです ね。ハ ンガ リー人 の農民

が クリーブ ラ ン ドに集結 す る集住 形 態は、 ブ ダペス ト ・対 ・田舎 の構 図 をアメ リカ大 陸 で

見 る ような 感 じです 。知 的 に は シカ ゴは アメ リカ最大 の中 欧都 市 と して再 認識 し、20年

代 以降 の シカゴ学派 の諸 形態 を眺め る視点 を持 つべ きで し ょうか。

[こ じま りょう ・中部大学 国際 関係学 部教授]

[いとうのぶひろ ・大阪大学大学院文学研究科助教授]
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